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・プロローグ




『輪りん廻ね転てん生せい』という言葉がある。




　輪廻と転生。異なる二つの概がい念ねんを組み合わせたもので、大おお雑ざつ把ぱに言ってしまえば、命あるものが死後、別な形で生まれ、死に、また別な形で生まれ、その輪が続いていくという考え方のことだ。

　分かり易やすい言葉に置き換かえると、『生まれ変わり』となる。

　人間から犬へ、犬から虫へ、虫から鳥へと、種を問わずに転生は繰くり返される。生まれ変わるたびに魂たましいの記き憶おくはリセットされるのだが、稀まれに、前の世の記憶を引き継ついで生まれてくる者もいるという。

　いわゆる、前世の記憶というやつだ。

　おっと、胡う散さん臭くさいの一言で切り捨てるのはちょっと待って欲しい。確かに前世には、そんな怪しいオカルト的なイメージがあることは否定できない。前世でアトランティスの戦士だったと名乗る人達が特定の雑誌を賑にぎわせていた時代もあったし、織お田だ信のぶ長ながなど歴史上の偉い人じんの生まれ変わりだと自称する人も定期的に現れる。ほとんどの人の前世をヨーロッパの貴族だったと霊視するスピリチュアルな占い師だっている。怪しいのは認めようじゃないか。

　……だけど。

　そんな特とく殊しゆな事例だけが、前世の全てではない。

　人間から人間へと生まれ変わった場合に限って考えると、前世の記憶とは即すなわち、過去に実在していた人達の記憶だ。平へい凡ぼんなサラリーマンだったり、どこにでもいる主婦だったり。そのほとんどは、単なる一般人のものと考えた方が現実的だろう。




　そして、その中には。

　娘を持つ父親だった者だって、いるのだ。










・その１




　何を差し置いても、まずはその日。

　僕が天使に出会ったことから語るとしよう。





＊






　春。そして新生活というのは期待に胸が躍おどるものだ。

　なにも特別大きな変化でなくてもいい。学校生活においては、一つ学年が上がるだけでも色々と立場が変わる。初めての後こう輩はいができたり、最上級生として君くん臨りんしたり。ただのクラス分けでも一いつ喜き一いち憂ゆうできる。

　進学した場合は、特にその変化は顕けん著ちよだ。周りの環境までもががらりと変わり、自由や行動範はん囲いが一気に広がる。まだ見ぬ人達との出会いも待っていることだし、心を弾はずませない方がおかしい。

　……一般的にはそうなんじゃないかと、思う。

　理屈の上では分かっているんだけど。

「はあ……」

　僕、国こく分ぶ隼はや人とは、高校生活三日目にして、早くも失望していた。

　人生に絶望していたと言っても過言ではない。

「やっぱ、ここでも駄目か……」

　机つくえの上に突っ伏ぷし、思わず溜ため息いき混じりに漏もらす。




　──なにか、大切なことを忘れている気がする。




　物心付いた頃ころから、僕はずっとそんな思いに囚とらわれながら生きてきた。

　遊んでいても。

　勉強していても。

　食事をしていても。

　会話の最中であっても。

　寝ても覚めても。何をしていても。ふとした瞬しゆん間かんにその違い和わ感かんが胸をよぎり、僕はどんなことにも熱中することができなかった。

　友達と遊ぶのは楽しいし、テレビを観みれば笑う。ゲームもするし、音楽も聴きくし、本も読めば運動だって嫌いではない。だけどどうしても、不意に冷めてしまうのだ。

　そんなことをしている場合ではないと、胸の奥で誰だれかが訴えていた。

　楽しんでいることが、笑っていることが、──普通に生活していることすら後ろめたく、訳わけの分からない焦しよう燥そうに駆かられ続けてきた。

　ずっと、ずっと。

　どんなに考えても心当たりはなく、家族や友達に訊きいて回っても答えは見つからなかった。気のせいなのだと自分に言い聞かせているうちに小学校を卒業し、中学の三年間は自己分ぶん析せきに没ぼつ頭とうした。結けつ局きよく、成果は上がらないままだったけどね。

　それでも。高校生になれば何か変わるんじゃないかと期待していた。

　僕のもやもやを吹き飛ばしてくれる劇的な出来事が待っているに違ちがいない、と。根こん拠きよもなく信じていたのだ。だけどそんなのはやっぱり妄もう想そうでしかなく、期待は失望に変わった。まだ本格的に授業も始まってない状じよう況きようだけど、もう、いいよ。

　どうせ僕は一生、このもやもやを抱えたままで生きていくしかないんだ。たそがれ世を儚はかなんでいると、

「なにぼーっとしてんの」

　誰だれかが僕の頭をぱしんと叩たたく。顔を上げると、たらちねが呆あきれた顔で僕を見下ろしていた。

「またいつもの病気？」

「うるさいな。病気とか言うな」

　たらちねは生まれたときから僕と同じ町内に住む、いわゆる幼おさななじみだ。『たらちねの母』と呼ばれたい、という思い付きで、本当に娘に『たらちね』と名づけてしまう少しばかり残念な母親を持つ。

　妙みような名前をしているが、母親を反面教師として育ったのか、一人称が「ぼく」ってこと以外は至いたって普通。ショートカットで胸も控ひかえめだけど、安産体型なので男に間違われたことはない。

「そんなことより、早く行くよ」

「行くって、どこへ？」

「やっぱり話聞いてなかったのか。次は体育館に移動だろ」

　言われて周りを見ると、ついさっきまで全員座っていたと思っていたのに、教室はほとんど空になっていた。

「ぼくまで遅おくれちゃうだろ。ほら、早く！」

「分かった、分かったって」

　たらちねに腕を引っ張られ、僕は立ち上がる。そのままとぼとぼと、重い足で彼女に従った。





＊






　僕が入学したここ私立竜りゆうヶが水みず高校では、校則として生徒全員にクラブ活動への参加が義務づけられている。

『若い頃ころに部活の一つもしなかったやつは、ろくな人間に育たない』という、もうちょっとオブラートに包んだ方がよかったのではと言いたくなるような理事長の偏かたよった理念に基もとづいたもので、学校創立以来の伝統だとか。

　強制参加の代わりにかなり融ゆう通づうが利くらしく、活動内容については生徒の裁さい量りように任されている。公こう序じよ良りよう俗ぞくに反していなければ比ひ較かく的てき自由に部が作れるとあって、それを目当てに入学する生徒も多い。

　かく言う僕もその一人だった。若かったなあ、中学の頃の僕。

　……とまあ、そんなわけで。

「次はメカトロニクス研究部です。どうぞ」

　壇だん上じように立つ司会者の低い美声に仕切られ、舞ぶ台たい袖そでから数人の生徒が飛び出す。大量のパイプ椅い子すが整然と並べられた体育館では、新入生全員を集めた部活説明会が開かれていた。

　有望な部員を獲かく得とくしようと躍やつ起きになる部から、おざなりに名前だけ言って帰る部まで。入れ替わり立ち替わり途と切ぎれることなく紹しよう介かいは続く。そのほとんどを聞き流しながら、僕はそっと溜ため息いきをついた。

　案の定──というのも失礼な話だけど、部活紹介はやはり、どれも僕のもやもやを解消してはくれなかった。

　面白そうだと興味を惹ひかれる部がなかったわけではない。だけど、これだ！　と心の琴きん線せんに触ふれるレベルには至いたらなかったのだ。途と中ちゆうからは耳を傾かたむけることもなくなり、薄ぼんやりと宙に目を泳がせる。

　そうやって空くう虚きよに時間を浪ろう費ひしていると、

「隼はや人と、何部に入るか決めた？」

　説明会も終しゆう盤ばんに差し掛かった頃。たらちねが小声で僕に訊きいた。

「いいや。たらちねはやっぱり水泳部か」

「うーん、どうしようかな。今度こそ、隼人もぼくと一いつ緒しよに入部する？」

「しない。絶対にしねえよ」

　カナヅチな僕と違ちがって、たらちねは水泳で県大会でも上位に食い込む成績を残している。泳ぎが達者なことではなく、打ち込めるなにかを持っていることが羨うらやましかった。

　口にするのは癪しやくなので、絶対に言わないけど。

「どっか適当な部に入って、幽霊部員にでもなるさ」

「またそういうことを──」

　嘆たん息そくする僕に、たらちねは口うるさく説教を始める。耳にたこができているので、うんざりしながら舞台へ目をやった。

「次が最後の部となります。家庭科部、どうぞ」

　すると丁度のタイミングで、司会者がそう告つげる。家庭科部？　になど興味はないので、やっとかと思いつつ顔を下げ──

「新入生の皆みなさん、入学おめでとうございます」

　小こ春はる日び和よりを思わせる暖かなその声に、ふと、視線を戻す。

　マイクスタンドの前に立っていたのは、一人の小柄な少女だった。

　人より若じやつ干かん成長期が遅おくれ気ぎ味みな僕より、さらに頭一つ分は背が低いだろう。ネクタイの色からすると上級生なんだろうけど、ぱっと見ではとてもそうは思えない。

　おっとりとした口調に相応ふさわしく、漂ただよわせている空気までもが緩ゆるい気がする。だけどさすがは部長（多分）と言うべきか、新入生全員を前にしているというのに緊きん張ちようしている様子はなく、にこやかに笑みを浮かべ────、




「……………………………………………………………………………………、もえ？」




　その少女をはっきりと認識した瞬しゆん間かん。

　僕は、この世界に生まれて来た意味を知った。




「もえ…………もえ……、」

　喉のどの奥から勝手に声が漏もれ、熱に浮かされたようにふらふらと立ち上がる。「なにやってんの！」と袖そでを引っ張るたらちねの声が、ひどく遠い。場違ちがいな行動に周囲から視線が集まるけれど、まるで気にならない。

　僕の意識の全てが、壇だん上じようの少女ただ一人に奪うばわれていた。

　突っ立ったままいつまでも座ろうとしない僕に、次し第だいにざわめきが広がっていく。彼女もそれに気付いたのか、喋しやべるのをやめ、ちょこんと小首を傾かしげた。戸と惑まどい軽く眉まゆを寄せる彼女と目が合い、




「萌もえ──────────っ！」




　僕は感情を爆ばく発はつさせた。

　たぎる熱い想いを大声で発散させる。けれど破は裂れつしそうなほど膨ふくれ上がった情熱がそんなことで収まるはずもなく、僕の体を突き動かした。通路に出るのももどかしく、椅い子すを蹴け散ちらし生徒をかき分け一直線に彼女の元へと向かう。

　状じよう況きようについていけないのか、……いや違うな、僕の溢あふれんばかりの熱意に圧あつ倒とうされ、その場にいる誰だれもが唖あ然ぜんとするばかりで、立ち塞ふさがる輩やからはいなかった。もしいたとしても、そんな邪じや魔ま者もの一撃でのしてやったけど。

　階段など無視して壇だん上じようへと飛び乗り、僕はついに彼女の前に立つ。その場から動くことなく待っていてくれた彼女は、

「えっと……、どうしたの、かな？」

　僕を見つめ、大きめの瞳ひとみをぱちくりと瞬まばたかせた。




　──この時の感動を、僕は生しよう涯がい忘れることはないだろう。




　言葉にできない歓喜で胸がいっぱいになり、僕は声が出せなくなった。喘あえぐように浅い息を繰くり返しながら、一心に彼女を見つめ返す。

　あと少しで手が触ふれる距離まで近づいたことで、僕は彼女の可愛かわいらしさを再認識させられた。

　……あの人に、よく似ている。

　腰こしまで伸びる明るい栗色の髪は綿菓子のようにふわふわで、姫カットと言うんだろうか、前髪は眉まゆの辺あたりできっちり切りそろえられている。まあもし違ちがったとしても、何も問題はない。姫という愛称が世界で一番似合うのは彼女なんだから、これからは彼女の髪型こそが姫カットと呼ばれるべきなのだ。

　肌はだは上質なマシュマロのように白くきめ細かく、熟じゆく練れんの職人が作り上げた水まんじゅうのようにつややかでしっとり潤うるおっている。きっと手触ざわりも最高に違いない。一度触ったら手が離はなせなくなる者が続出するだろう。ま、絶対に誰だれにも触らせてやらないけどな。

　濃厚な蜂はち蜜みつ色した瞳と、サクランボを思わせる紅あかく小さな唇くちびる。しゅっと形のいい鼻の配置は絶ぜつ妙みようで、人間国宝級の人形師だって再現するのは不可能に決まってる。

　もうね、完かん璧ぺきだった。

　ただ可愛いだけでなく、内面の温厚さがにじみ出るような暖かな顔立ちをしており、今は少し表情が曇くもっているのが残念でならない。部活紹しよう介かいを妨ぼう害がいされたのだから当然なんだけど、それでも怒ることなく僕のリアクションを待ってくれているのだから、それだけでも彼女の人格者っぷりが窺うかがえるというものだ。彼女を前にして保護欲をかき立てられない者がいるとしたら、その人は人間として重大な欠けつ陥かんがあると断言しよう。自信を持ってそう言い切れる。

「名前……」

「えっ？」

「名前を、教えてくれ。……ください」

　彼女が誰なのか一目で分かったのだ。確信はある。

　それでも最後の確認のため、絞しぼり出すようにして僕は訊たずねた。もし、万が一違っていたらと思うと胃がキリキリと痛み、

「霧きり島しま、萌もえ、だけど……？」

　答えを聞いた瞬しゆん間かん。もう辛しん抱ぼうたまらなくなり、僕は彼女に勢いよく抱きついた。

「萌もえっ!!」

「きゃっ！　えっ、ええっ!?」

　混乱してまごつく彼女を全力で、力一杯抱き締しめる。彼女の甘い香りが鼻び孔こうに広がり、僕の切なさをより増ぞう幅ふくさせた。

「お、おいっ！　なにやってんだ！」

　ようやく正気に戻った司会者の男が乱らん暴ぼうに肩を掴つかんでくるが、僕は相手にもしない。集まった生徒達のざわめきは騒音の域いきに達し、悲ひ鳴めいや歓声が多数上がるが全部無視。あちこちから教師らしき人影が駆かけ寄ってくるが、だからどうした。

　せっかくの場面を邪じや魔まするな！　お前らに払う意識の余よ裕ゆうなど、僕は一片たりとも持ち合わせていないのだ。

　僕はただただ彼女を、

　幸せを、

　大切な大切な宝物を、二度と手放さないよう優しく両腕で包み込む。

　華きや奢しやな彼女の体からぬくもりが伝わり、僕の頬ほおを自然と涙が伝った。

　……嗚あ呼あ。

　間ま違ちがいない。




　間違いなく、彼女は僕の娘だ。
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　それからしばらくして。

　僕は萌に連れられ、家庭科部の部室目指して廊ろう下かを進んでいた。先せん導どうする萌の足取りはまるでスキップするかのように軽く、ふわふわと髪が左右に揺ゆれる。

「ほぁ……」

　楽しげに跳はねる彼女の髪を眺ながめていると、思わず感かん嘆たんの息が漏もれた。凄すごい。後ろ姿まで完かん璧ぺきに可愛かわいい。

　愛おしさがこみ上げ、抱きつきたい衝しよう動どうに駆られるが、どうにか……、どうにか、どうにか堪こらえる。何度もそんなことをして萌に嫌われるわけにはいかないし、

「……なに」

　不機嫌そうに僕を監視する、たらちねの目が横で光っていたからだ。

　体育館で萌に抱きついた僕を引き剥はがしたのは、司会者の男子生徒ではなくたらちねだった。僕が作った壇だん上じようまでの道を一気に駆け抜け、勢いそのままに「なにやってんの！」と激しく体当たりをかましたのだ。

　衝しよう撃げきを受けた僕はとっさに萌もえから離はなれ、彼女を無傷で守ったのだけど、その代だい償しように受け身も取れずに吹き飛ばされた。ごろごろと転がる僕の情けない姿を見て、舞台に集まっていた他の人達は怒りを静めてくれたらしい。だからといって感謝するつもりはないぞ。

　今は今で、たらちねは各部の紹しよう介かいが書かれたプリントの束を棒状に丸め、

「なにか文句あるの」

　僕を威い嚇かくするように、時折ぺしぺちと打ち鳴らしている。

「文句っつーか、何でお前までついて来てんだよ」

「見張りだよ見張り。隼はや人とがまた先輩にセクハラしないよう、見張ってんの」

　むすっとした声で、たらちねは当然のように告つげる。視線は冷たく、まるで犯罪者でも見るような目つきだった。

「セクハラなんてするはずないだろ」

「してたじゃないか。初対面の先輩に抱きつくなんて、この変態」

「そ、それはだな──」

「本来なら通報されて当然の重罪だって、分かってんの？」

　たらちねの指摘が鋭するどく僕に突き刺ささる。くそう、そんな真っ当なことを言うだなんて、卑ひ怯きようじゃないか。

「……初対面じゃねーし」

「ん？　なにか言った？」

「何でもねーよ」

　真実を話すわけにはいかず、僕にできるのは小声で愚ぐ痴ちることだけだった。

「全く。スキンシップが許されないなんて、この世の中は間ま違ちがってる」

　心外だと鼻を鳴らし、顔を前に戻す。

　父親が自分の娘を抱き締しめて、何が悪いってんだ！

　まあ父親といっても、今の僕と萌が直接的な血縁関係にあるわけではない。僕はまだ十五歳。子供のいるような年ねん齢れいではないし、だいいち彼女の方が年上だ。

　かといって、娘のように可愛かわいく思っているという比ひ喩ゆで言っているわけでもない。僕は正しよう真しん正しよう銘めい、彼女の実の父親なのだ。

　……ただし。前世で。




　──前世。

　それは今の自分が生まれてくる以前の、前の人生での記き憶おく。

　前世の僕は霧きり島しま純じゆんという名で、彼女の父親だった。前世での奥さんに瓜うり二つな萌を一目見た瞬しゆん間かん、今の今まで忘れていたその記憶が一気に蘇よみがえったのだ。




「どうしたの二人とも。こっちだよー？」

　おっと。夢ではないかと今の状じよう況きようをしみじみ噛かみ締しめていた僕は、萌もえの声で現実へと引き戻される。

「はい！　今行きます！」

　たらちねと話している間に、気がつけば彼女との距離が開いてしまっていた。ひらひらと手を振る萌に満面の笑みを返し、しっぽを振って傍そばに駆かけ寄る。

「なんの話をしてたの？」

「どうでもいいことですよ。あいつとの会話なんて」

　セクハラ云うん々ぬんなんて汚い言葉を、彼女に聞かせるわけにはいかない。曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすと、背後でたらちねが溜ため息いきをついた。

　体育館で僕が萌を抱き締めた一件。

　僕はその理由を「家庭科部に入部希望であり、喜びのあまりつい抱きついてしまった」と説明していた。萌はそのことを信じ、僕を優しく許してくれたのだが、たらちねは微み塵じんも信用していなかった。

　彼女を始めその場にいたほとんどの人間は、僕が萌に『萌え』て、感極きわまって抱きついたのだと解かい釈しやくしていたのだ。壇だん上じようにいた司会者の男にそう指し摘てきされ、『萌』と叫さけんだ合理的な言い訳わけが思いつかなかったので最終的には僕も話を合わせておいたのだけど、本当は声を大にして否定したかった。

　彼女に『萌』と名づけたのは、他ならぬ前世の僕だ。僕は最初から、愛しい娘の名前を呼んでいただけだというのに！　どうしてそんな馬鹿な勘かん違ちがいが生まれるんだ!?

　……。

　うん。

　いやあの、僕とて現代に生きる高校生なのだ。正直に言えば分からなくもない。それでも一つだけ、どうか言い訳させてください。

　萌が生まれた頃ころ──つまり前世の僕が生きていた時代、『萌』という漢字には、『若い草木が芽吹く』という意味しかなかったのだ。決して今で言う『萌え』て、そんな名前をつけたわけではないんですよ。ええ。こんな世の中になると分かっていたら、別な名前にしてたさ。

　そもそも僕が彼女に抱いているのは、『萌え』ではなく純じゆん粋すいな『父親としての愛』だし。




「お待たせ。ここが部室だよ」

　僕が物思いに耽ふけっている間に、どうやら目的地へと到着したようだった。萌が足を止めたのは西校舎の三階の端はし、化学準備室の前。

「……あれ？　先輩、先輩って化学部でしたっけ」

　両手を広げて歓かん迎げいの意を示す萌もえに、たらちねが訝いぶかしげに訊たずねる。おいおい、萌の言葉を聞き逃のがすなんて不届き千せん万ばんだぞ。

「話聞いてなかったのかよ。ここは化学準備室の前なんだから、化学部に決まって──」

「ううん。家庭科部だよ」

「ですよね。家庭科部ですよね。ほら、ちゃんと聞いとけ！」

「なんだよその手のひら返しっぷりは！　隼はや人とだって勘かん違ちがいしてたじゃないか！」

　だって仕方がないだろ。前世の記き憶おくが蘇よみがえるまでは、部活紹しよう介かいなんかに興味なかったんだし。だからそんな白い目で見るなよ。

「詳くわしい説明は後でするから、まずは中に入って。──ほら、どうぞどうぞ」

　多少の気まずさを感じる僕だったけど、萌は気にも留めずに寛かん大だいなる心で許してくれた。化学準備室のドアを開け、にっこりと微笑ほほえむ。

　導みちびかれるままに室内へと足を踏ふみ入れ、

「失礼します──……って」

「うわっ！　なにこれ!?」

　僕とたらちねは、揃そろってぽかんと口を開けた。

　広さは教室の半分から三分の一くらいか。無人のそこは、一言で言えば雑ざつ然ぜんとしていた。

　壁を埋うめ尽つくすように鍵かぎ付きの棚たなが並び、白い頑がん丈じようそうな長テーブルの上にはごちゃごちゃと実験器具らしきものが散乱している。それはまあ、化学準備室らしいと言えるだろう。

　僕らが目を奪うばわれたのは、その棚の中身だった。

　犬？　猫？　猿？　……鳥？　何だかよく分からない造形をした布製の物体が、ガラス戸の棚にみっちりと詰つめ込まれていたのだ。並んだ棚という棚のほぼ全てを占せん拠きよしており、本来ならそこで鍵をかけられ厳げん重じゆうに管理されているべきはずの薬品類は、棚と壁の隙すき間まに無む造ぞう作さに積まれている。うん、棚の意味がこれっぽっちもないな。

　よくよく見るとテーブルの上のラインナップも色々とおかしく、実験器具に混ざってオーブンやらミキサーやらの調理器具、果てはガスコンロの姿まであった。やはり元々の機材の場所を奪っているのは壁の棚と同じらしく、ビーカーやフラスコなどが床に直じか置きされているのが見て取れる。

「ただいま志し緒お理りちゃん。ほら見て、二人も入部希望者が来てくれたんだよ！」

　あまりにも化学準備室らしからぬ惨さん状じように唖あ然ぜんとしていると、萌が弾はずんだ声を部屋に投げかけた。誰だれに言ってるんだと疑問に思ったのも束つかの間、

「おかえり、萌」

　限りなく陰いん気きな声が、部屋の隅すみから返った。驚おどろいて目を向けると、ぬるりと影が動き、人の形を作る。全然気付かなかったけど、部屋には先客がいたのか。

「帰ってくるの遅おそかったな。何かあったのか？」

「まあちょっと、色々ね」

　少しだけ頬ほおを赤くし、萌もえは影へと苦笑。萌は僕が父親だと知らないのだから仕方ないけど、抱きついたことを苦笑されるとちょっと悲しい。

　萌はとことこと影の横へ並び、くるりとこちらに向き直り、

「よし。体育館ではごたごたしてたから、ちゃんと自己紹しよう介かいするね。わたしが家庭科部部長の霧きり島しま萌です。二年生だよ。こっちがわたしと同じクラスの、紫むらさき原ばる志し緒お理りちゃん」

「…………よろしく」

　それまで極きよく端たんに猫背だったのが急に偉えらそうにふんぞり返り、それでいながら萌の後ろに隠れるようにして、影──もとい紫原先輩はぼそぼそと、蚊かの泣くような声で告つげる。あれ？　萌に対しては普通に喋しやべってたのにな。

「志緒理ちゃんは、今日から副部長ってことになるのかな」

「今日から？」

「家庭科部は去年からずっと、わたしと志緒理ちゃんの二人だけだったの」

　たらちねの疑問に、萌がすぐさま補足してくれる。なるほど、そういうことですか。

　紫原先輩は最初影と見間ま違ちがったのも納なつ得とくの、長い黒髪の持ち主だった。瞳ひとみも同じく泥どろのように濁にごった黒をしており、顔立ちそのものは非常に整っているのに、完全に目が死んでいる。身長は高めで、前世の僕ほどではないにしろ、今の僕よりは確実に背が高い。スタイルも抜ばつ群ぐんによく、そのくせ何な故ぜか制服は小さめで、形のいいおへそがちらちら覗のぞいていた。

　萌の方が可愛かわいいのは改めて言うまでもないことであり、彼女から目を離はなしたくはなかったのだけれど、悲しい男の性さがか、……どうしても、目が、行ってしまう。

「……成長期だからな」

　僕の視線に気付き、紫原先輩は表情一つ変えることなく片手でへそを覆おおう。成長期か。だったら仕方がないな。

「痛っ！」

　納なつ得とくして頷うなずいていると、突然脇わき腹ばらを鈍どん痛つうが襲おそった。見るとプリント製の棒が突き刺ささり、抉えぐるように回転している。

「セクハラすんなって言っただろ。ばか」

「だからセクハラなんて──、いや、今のは僕が悪かった。すまん」

　そうだな。萌へのスキンシップを恥はじるつもりはないし、今後も可能な限り実行していくつもりだけど、それ以外の人へは駄目だ。

　深く反省する僕だったけど、たらちねのぐりぐりは止まらなかった。

「……中学までは女の子にそんな反はん応のうしたこと一度もなかったのに。ばか。ばか」

「謝あやまったんだからやめろって！」

「うるさいこの発情期」

「誰だれが発情期だよ！」

「隼はや人とに決まってるだろ。この歩くセクハラ野郎」

「それは言い過ぎじゃね？」

　何だろう、たらちねは予想以上に不機嫌だった。

　けれど僕としてもやられっぱなしというわけにはいかず、まずはプリント棒を掴つかんで脇わき腹ばらを保護。新品の制服汚すと怒られるじゃないか。次いで棒の主導権を争い、ぐぬぬと睨にらみ合っていると、

「二人は仲がいいんだね」

　くすくすと楽しげな笑い声が耳をくすぐった。はっとして顔を向けると、萌もえが目を細め、僕とたらちねを優しく見守っている。

　おおぅ。

　娘にこんな醜しゆう態たいを見せるだなんて、なんたる不覚だ。

「どうぞどうぞ、続けて」

「い、いいえっ。すいません勝手に騒さわいじゃって」

　さすがにたらちねも恥はずかしかったのか、さっとプリントの棒を背中に隠した。萌は残念そうに軽く眉まゆを下げ、

「そう？　じゃあお茶でも淹いれるし、適当に座って待っててね」

　やかんを手に取り、お湯を沸わかし始める。途と中ちゆうでちらっとこっちを確認してたけど、まさか本当に続けて欲しいと思ってたのかな。

　ちなみにそもそもの発ほつ端たんとなった紫むらさき原ばる先輩は、ずっと無表情で佇たたずんだままだった。ちょっと怖い。

「とりあえず、座る……か？」

「そう……だね？」

　適当にと言われはしたものの、部室は奥に足を踏ふみ入れるだけで一苦労な雑ざつ然ぜん具合だった。肩を寄せ合い、どうにか二人分の椅い子すを確保。

「はい、どうぞ」

　一息ついていると、タイミングよく萌が紅茶を差し出してくれる。場所が場所だけに少し心配していたんだけど、紅茶はちゃんとティーカップに入れられていた。

　そんな僕の考えを見透すかしたように、

「化学準備室を借りてるけど、ここはれっきとした家庭科部の部室だからね。お客様用のカップくらいは用意してるよ」

　言って、萌はくすりと微笑ほほえむ。でも……

「紫原先輩のはビーカーなんですけど」

　そう。あの人の分だけお約束が守られていた。わざわざ鍋なべつかみ使ってまで飲んでるんだけど、今日のためのネタ？

「あれは志し緒お理りちゃんの趣しゆ味みだよ。きみもその方がよかった？」

「いえいいです。あの、ティーカップ大好きなんで」

　萌もえの態度は限りなく普通なので、きっと日常的にそうなんだろう。まあ萌以外の人なんて、どうでもいいか。

「それじゃあ、遠えん慮りよなくいただきます」

　まずは一口すすろうとして、気付く。てっきりただの紅茶だと思っていたけど、カップに入っていたのは茶色く濁にごった液体だった。香りも芳ほう醇じゆんというより、枯かれ草みたいな感じがする。

　少し警けい戒かいしながら口を付けると、予想していた以上に苦く、えぐみが強い。甘みや旨うま味みは全くなく、きっと健康にいいお茶とかの類たぐいなんだろう。

　でもまあ単純に味だけで言えば最高だけどね。飲む前から、最高だと決まっていた。

　萌が手ずから淹いれてくれるなら、たとえそれが泥どろ水みずでも最高の味わいなのだ。

「お茶請うけもあるよ。さ、食べて食べて」
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　続いて萌は、皿に盛られたクッキーを差し出す。どう見ても既き製せい品ひんではなく、もしかしてこれは──

「今日のために、昨日家で焼いて来たんだ。誰だれも入部希望者が来なかったらどうしようって心配してたけど、無駄にならなくてよかった」

「萌もえ先輩の手作りですか！　是ぜ非ひいただきます！」

　なんたる僥ぎよう倖こう！

　愛まな娘むすめに再会したその日の内に手作りクッキーを味わえるだなんて、これを幸運と呼ばずして何を呼ぼうか。光の速度で手を伸ばし、大きめのを一つ丸ごと口に放り込む。

「うん！　最高に美う味ま────……、うま…………、う……」

　奥歯でそれを噛かみ砕くだいた瞬しゆん間かん。僕の口内に蹂じゆう躙りんの嵐あらしが吹き荒れた。

　主成分が小麦粉ではなく砂糖ではないかと疑いたくなる強きよう烈れつな甘さ。その影に隠れ……る気配の微み塵じんもない塩っけ。両者が味のハーモニーを奏かなでることなく、ちぐはぐに互たがいの個性を主張し合っていた。食感はもさもさぽりぽりしており、この正体は──

「紅茶にも緑茶にも合うよう、クッキーの中にお漬つけ物を混ぜ込んでみたんだ」

　……。

　ですよね。やっぱり。

　クッキーに紛まぎれ込んだ異物の正体は、チョコチップ大にカットされたたくあんだった。トッピング程度では済まない割合で含ふくまれており、クッキーそのものがかなり甘過ぎるのとも相まって、凶きよう悪あくなまでに不ま味ずい。

　ロシアンルーレット的なやつなのかと思って皿を見やると、他のクッキーには紅ショウガや柴しば漬けらしき姿が確認できた。この中ではまだましなのを引いてたのかもしれないな──ってそうじゃなくて！

　あれ……？　もしかして僕、歓かん迎げいされてない…………？

「お茶もわたしの特製ブレンドなんだよ。どう？　美お味いしい？」

　しかし萌は「カカカカカ──ッ」と奇声を上げるでもなく、変わらぬ愛らしい笑顔で僕の顔を覗のぞき込む。邪じや悪あくな笑みとか目の奥は笑ってないとかじゃなくて、見惚とれるような純じゆん粋すい無む垢くな笑顔で。

「えっと……、その、すごく独創的な味わいですね」

　正解が見えず、僕はとりあえず笑ってその場をしのぐ。

　ちらりと横を窺うかがうと、たらちねはクッキーを一口囓かじった状態でフリーズしていた。おいおい失礼なやつだな！　……でもあれだ、うん、そのまま口を閉じていてください。感想は言わなくていいです。

　たらちねがあてにならないとすると、ここは自力で乗り越こえなければなるまい。

　もしかして、これは入部希望者へのテストなんだろうか。味覚をチェックし、豊かに味を表現する能力と語ご彙いがなければ入部できないとか。……いやいや、萌がそんな陰いん湿しつな性格なわけがない。天地がひっくり返っても、それはあり得ない。

　となると……

「萌先輩、これって味見とか、しました？」

　塩と砂糖を間ま違ちがえるというのはドジの王道だし、それと似たようなものだと言えなくもない。萌もえが相手ならどんな失敗でも「おっちょこちょい」で片付けられるし、それにしよう。そう決めた。

「もちろんしたよ。こまめに味を確認するのは、料理の基本だもの」

「ですよね」

　家庭科部の部長が、しないわけないよね。

「──うん、美お味いしい」

　萌は皿に手を伸ばし、躊ちゆう躇ちよなくクッキーを頬ほお張る。もぐもぐと実に幸せそうに咀そ嚼しやくし、──ああ、なんて微笑ほほえましいんだ。さすがは僕の娘！

　………………分かってるんだ。現実逃とう避ひはやめよう。

　冗じよう談だんではなく、萌は本気でこのクッキーを美味しいと思っているようだ。親御さんにお子さんの教育について色々と訊ききたいところだけど、その片割れは僕だった。

　──よし。全力で現実逃避だ。

　萌は歓かん迎げいしてくれているのだし、その気持ちこそが大事なんじゃないか。クッキーはもう、なかったことにしよう。

「じゃあそろそろ、二人とも自己紹しよう介かいをしてもらえるかな？」

　口の中の物体を謎なぞのお茶で無理矢理流し込んでいると、萌がきらきらと瞳ひとみを光らせ、軽く身を乗り出して言った。そういえば、まだ名乗ってすらいなかったのか。よし、これは僕の存そん在ざいをアピールするチャンスだ。

「国こく分ぶ隼はや人とです！　一年二組、出席番号十番、一月九日生まれで山羊座のＯ型、趣しゆ味みは特になし、好きな料理は肉じゃが、得意な科目は数学、苦手な科目は英語、健康状態は極きわめて良好！」

　しゃんと背筋を伸ばし、はきはきと宣せん言げん。うう……、今まで無む為いに過ごしてきたので、話すことが基本事項しかないな。

　僕の大声に驚おどろいたのか、たらちねはびくんと肩を揺ゆらしてショックから立ち直る。食べかけのクッキーをハンカチで包み、こっそりポケットにしまった。

「あの、鹿かの屋やたらちね、です」

　おずおずと常つねらしからぬ様子で告つげ、

「隼人みたいに色々喋しやべった方がいいですか？」

「ううん、別にいいよ。一いつ緒しよに活動してれば、追おい々おい分かっていくだろうし」

　萌の返事にほっと息を吐はく。何だよ。まるで萌に個人情報を渡したくないみたいじゃないか。

　だけど萌は天使なので、たらちねの失礼な態度を気にも留とめない。

「国分くんに鹿屋さん、だね。よし、覚えたよ」

　胸の前でぱちんと両手を合わせ、

「二人が入部してくれて嬉うれしいよ。これからよろしくね！」

　僕らに向かい輝かがやく極上の笑みを投げかけてくれる。ひゃっほう!!

「はい！　よろしくお願いします！」

　娘が笑ってくれるだけで、ただそれだけで、こんなにも幸せな気分になれるものなのか。テンションが一気に上昇し、僕は萌もえを見つめ、彼女とにまにま微笑ほほえみ合う。

　このまま時間が止まればいい。そんな素す晴ばらしく素敵なひとときだってのに──

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　ばしんとテーブルを叩たたき、横から水を差す無ぶ粋すいな輩やからがいやがった。

「どうしたの？　鹿かの屋やさん」

「えっと、その……。ほら、ぼく達は見学に来ただけで、まだ入部を決めたわけではないんです。ごめんなさい」

「あ……。うん、そうだよね」

　たらちねが焦あせったように口早に告つげると、萌は肩を落としてしゅんとした。残念そうに眉まゆも落ち──ああっ、そんな顔しないでくれ！

「安心してください！　僕は入ぶぐぐぐぐ！」

　笑顔を取り戻すため、颯さつ爽そうと入部を宣せん言げんしようとするが、またもたらちねが横よこ槍やりを入れる。僕の口を両手で塞ふさぎ、そのままずるずると部室の隅すみまで引っ張ったのだ。

　萌先輩には愛あい想そ笑いしてるのが、抜かりないな。

「何すんだ！」

「なにすんだじゃないよ！　いったいなに考えてんのさ！」

　口が解放されると同時に僕が怒ど鳴なると、たらちねも劣おとらぬ勢いで、ただし小声で僕に耳打ち。

「隼はや人と、あんたまさか本気で入部するつもりなの!?」

「そんなの当然だろ」

「だから当然じゃないって！」

　何がそんなに気に食わないのか、たらちねは息を荒くする。

「どう考えてもこの部、変だよ！　なんかもう、いちいち説明するのが嫌いやになるくらい！」

「まあ、……だな」

「怪しい人形みたいなのいっぱい飾ってるし、散らかり過ぎだし、クッキーがクッキーじゃないし、お茶も変だし、副部長さんほとんど動かないし……。あと、全体的に！」

　結けつ局きよく説明すんのな。

「絶対止めといた方がいいって。部長さんはまともそうだと思ってたのに、やっぱり違ちがうっぽいし！」

「おい、他はともかく萌だけは悪く言うな」

　勢いに押され気ぎ味みだった僕だけど、萌批判にだけは即座に反はん応のう。

「……萌もえ？　呼び捨て？」

　しかし藪やぶ蛇へびだったようで、たらちねは半眼で僕を睨にらむ。ちっ、熱くなってつい口走っちまった。気をつけないと。

　深くつっこまれる前に、話を元に戻そう。

「と、とにかく！　たらちねが何て言おうと、僕は入部するぞ」

「……どうしても？」

「ああ。どうしてもだ」

　訝いぶかしがるたらちねに、重々しく頷うなずく。

　彼女に言われるまでもなく、この部はどこか妙みようだ。そんなことは分かってる。

　でも。

　いや、だからこそ僕はこの部に入部しなければならない。

　前世の記き憶おくが蘇よみがえった時、僕は萌の──娘のために生きるのだと決めたのだから。

「たらちねも入部しろって強要するつもりはないから安心しろよ。お前は水泳部にでも──」

「……入る」

「へっ？」

「ぼくも家庭科部に入る」

　頬ほおを膨ふくらませ、たらちねはぶっきらぼうに告つげる。意外な言葉に不意を突かれ、

「霧きり島しま先輩、やっぱりぼくも入部します！」

　止める暇ひまもなく、萌にも伝えられてしまった。いかん、これは予想してなかった。

　本音を言えば、たらちねの入部は僕にとって邪じや魔までしかない。僕に前世の記憶があることは誰だれにも打ち明けるつもりはないので、彼女にバレてしまわぬよう、より慎しん重ちように振る舞う必要が出て来るだろう。

　……だけど。

「本当!?　やったあ！」

　たらちねの言葉に、萌は明るい歓声を上げる。そんなものを聞かされてしまったら、もう僕に反対などできるはずがなかった。

　まあいい。萌が笑ってくれるなら、どんな苦労だって屁へでもないのだ。

「それじゃあ国こく分ぶくん鹿かの屋やさん、改めてよろしくね」

「はい、ずっと傍そばにいます！」

「ずっとじゃないだろ！　……よろしくお願いします」

　たらちねが僕の頭を叩たたくが、萌先輩は額がく面めん通りに受け取ってくれなかったのか、ニコニコと微笑ほほえんだままだった。本気なのに。

　満面の笑みを浮かべた僕と、不機嫌面づらなたらちね。

　こうして僕らは、正式に家庭科部へ入部することとなった。

　家族水入らずとはいかないものの、僕と愛まな娘むすめの胸躍おどる高校生活がスタートしたのだ。




　……あと、付け加えておくと、紫むらさき原ばる先輩は自己紹しよう介かいをした時以外、結けつ局きよく最後まで一言も喋しやべりませんでした。










・その２




　娘の手料理を食べたいと思わない父親が、この世に存そん在ざいするだろうか。

　答えは否いな。断じて否だ。

　最高の食材を惜おしげなく使った高級料理より、一流シェフが丹たん誠せい込めて作り上げた渾こん身しんの一皿より、愛妻弁当よりも父親が欲するもの。それが娘の手料理というものだ。

　どんな頑がん固こ親父だって、娘の手料理の前には屈くつ服ぷくするしかない。もし食べたくないと言う者がいるとしたら、そんなやつは父親じゃない。父親の皮を被かぶったクズだ。死んで蠅はえにでも生まれ変わっちまえ。

　……そんなわけで。

「料理！　料理がいいです！」

　家庭科部第一回目の活動に何をしたいかと訊きかれた僕は、真っ先にそう主張したのだった。

　僕は萌もえ先輩（うっかり呼び捨てにしてしまわないよう、心の中でも先輩と呼ぶことにした）が生まれてすぐに死んでしまったので、父親の憧あこがれである娘の手料理を食べたことがないのだ。せっかくのそのチャンスをみすみす逃のがす手はないだろう。

　え？　クッキー？　なにそれ。そんな食べ物あるの？

「家庭科の実習と聞いて真っ先に思い浮かぶのはやっぱり料理ですし、最初のテーぎゃっ！」

「あ、あの！」

　畳たたみかける僕の説せつ得とくは、脇わき腹ばらに突き刺ささった肘ひじ打ちによって妨ぼう害がいされた。甲かん高い声で僕の悲ひ鳴めいまでもを上書きし、

「その前に、この部の活動についてもっと詳くわしく教えてもらえませんか？」

　焦あせったようにたらちねが言う。

「おい、そんなの後回しで──」

「そうだね。まずは主な活動内容から話していこうか」

「ですよね。そうしましょう」

　うむ。萌先輩が今までどんな活動をしてきたのかを知るのは、かなり有ゆう益えきなことだ。よく言ったぞたらちね。

　褒ほめてやるから、小声で「腰こし巾ぎん着ちやく」とか呟つぶやくのは止めようよまじで。

「家庭科部はその名の通り、家庭科の授業でやるようなことを実習するクラブだよ。料理とか手芸とか、生活で役に立つこと全ぜん般ぱんを扱あつかってるんだ」

「全般……ですか」

「うん。この学校には料理研究部と手芸部があって、わたしも最初は掛け持ちして活動してたんだ。でも両方の部長さんから「新しく部を作るべきだ！」って説得されて、この部を作ったの」

「萌もえ先輩が家庭科部を設立したんですか!?　凄すごいですね！」

　当時は一年生だったはずだし、相手が萌先輩じゃなくても普通に感心できる。けれど彼女はとんでもない、とぱたぱた手を振り、

「この学校は新しい部を作るの、そんなに難しくないからね。それに宇宿うすき先生──、ここを管理してる化学の先生なんだけど、全部その先生のおかげだよ。ここならガスが使えるし、部室として使わせてもらえないかってお願いしたら、顧こ問もんまで引き受けてくれたんだ。書類の手続きもほとんど代わりにやってくれたし、今も事務手続きを手伝ってくれている、すっごくいい先生なんだよ」

「……なるほど。その先生の性別、訊きいてもいいですか」

「男の先生だけど。それがどうかしたの？」

「いえいえ、何でもないです」

　うーん。萌先輩の反はん応のうからすると含ふくむところはなさそうだが、相手に下心がなかったとは言い切れない。警けい戒かいしておくに越こしたことはないだろう。

　いずれにせよ萌先輩に慕したわれるなんて、宇宿許すまじ。

「一通りの調理器具とミシンはあるから、大たい抵ていのことはできると思うよ。あ、ここにあるぬぐるみは、全部わたし達の手作りなんだ」

　僕が嫉しつ妬との炎を燃やしていると、萌先輩が棚たなからぬいぐるみを一つ引っ張り出し、その胸に抱いた。

「ほら、可愛かわいいでしょ」

「はい！　凄く、可愛い……、です…………？」

　賞しよう賛さんの声を上げる僕だったけど、段々その勢いを失っていく。隣となりに座るたらちねも、返事に詰つまってしまっていた。

　人形を持つ萌先輩は文句なしに可愛い。異論があるやつは僕が拳こぶしで修正してやる。

　問題なのは、萌先輩お手製のぬいぐるみだった。

　パンダを模もしたぬいぐるみで、所々縫ぬい目の粗あらい部分はあるものの、全体としては悪くない出来だ。特とく徴ちようをしっかり捕らえており、目や耳、手足の数も正確。余よ計けいなツノや翼つばさなども生えたりしていない。

　ただ……。微び妙みように、その、ズレているのだ。

　目や鼻、口が本来あるべき場所から少しだけ外れており、頭は片側だけ若じやつ干かん膨ふくらみ、四し肢しのバランスも僅わずかに狂っている。異い形ぎようと言うほどでもない、ほんの数ミリの違ちがいなのに、積み重なった違い和わ感かんのせいなのか、見ているだけで精神が不安定になってくる、恐るべき物体と成り果てていた。長時間直視するのは危険だと、本能が警けい鐘しようを鳴らす。

　新しく部を作るように言われたのも、まあ納なつ得とくできる気がする。こんなぬいぐるみを量産されたら、そりゃ追い出したくもなるだろう。…………ってそうじゃない！　萌もえ先輩の個性は飛び抜け過ぎていて、凡ぼん庸ような手芸部などに収まる器ではなかったのだ。うん。

「こ、こっちのは雰ふん囲い気き違ちがいますね」

　さり気なく目を逸そらすと、棚たなには萌先輩の手によるものとは明らかに作りの異なるぬいぐるみも並んでいることに気付く。萌先輩のがどれもよくいる動物なのに対し、こちらは何をモチーフにしているのかも分からなかった。近くにあったのを一つ手に取ると、

「……それはモケーレ・ムベンベだ」

　長い沈ちん黙もくを貫つらぬいていた紫むらさき原ばる先輩が、ぽつりと呟つぶやく。

「モケー、ム……？」

「モケーレ・ムベンベ。アフリカ大陸中央部の熱帯雨林、その湖こ沼しよう地域に生息する怪物だ。カバやゾウに似た胴体を持ち、体長は五～十五メートル。四本足で直径三十センチの丸い足跡を残す。首としっぽが長いのが特とく徴ちよう。ただの恐竜だな。隣となりのはチュパカブラ。スペイン語で『山羊の血を吸うもの』という意味で、南米でよく目撃されている。体長は一～一・五メートル。頭が大きく、真まっ赤かな巨大な目と背中に生えた沢たく山さんの大きなトゲが特徴。その隣がモスマン。アメリカ・バージニア州のポイントプレザントで多数目撃された。体長二メートル。赤く輝かがやく目を持つ、全身を羽毛で覆おおわれた蛾が男おとこ。かっこいい。次はジャージーデビル。アメリカ・ニュージャージー州で──」

「も、もういいです！　分かりましたから！」

　今まで無言だったのが嘘うそのように捲まくし立てられ、僕はたまらず音を上げた。

　製作者自らの解説は流りゆう暢ちよう過ぎて、何を言われたのか全然頭に残っていない。どれがどれだか分からないそのぬいぐるみは、どれも商品として売られていてもおかしくないほどクオリティが高かった。しかし一いつ切さいデフォルメされてないこともあり、生々しくて非常に気き色しよく悪い。萌先輩のとは違ちがった意味で、傍そばに置きたくない代物だった。

「ゆーまって言うんだよね」

「ＵＭＡ。Unidentified Mysterious Animal、未確認動物の略」

　とてもいい発音で補足してくれる。萌先輩のように可愛かわいい言い方でいいのに。

「こういうの、好きなんですか」

　確認するまでもないことだけど、何げなく、呆あきれ混じりに訊たずねると、

「……大好き」

　紫原先輩はポッと頬ほおを染め、そっと囁ささやく。その姿はまるで恋する乙女のようで──

「──っ！　あ、危ないところだった……」

　ずっと死んだ魚の目をしていただけに、反則的なまでの破は壊かい力だった。大人びた印象なのに、萌に迫せまる可愛らしさを発はつ揮きするだなんて。僕が前世の記き憶おくに目覚める前だったら、コロッといっていたかもしれない。

「こ、この学校、オカルト研とかはないんですか？」

「いくつかあるぞ。超常現象研究部に超能力開発部、新しい宗教を興おこす会、未確認生物調査団、奇跡探求会、オーパーツ発はつ掘くつ隊、まだ見ぬ宇宙の友人との友好のための結社、とか」

「あるんだ。つーかそんなにあるんだ」

　軽く浮き足立っていた僕の心が一気に冷え込んでいく。あれ？　入る学校を間ま違ちがえた？　いやいや、そんなことはないよな。

「どうしてそういう部に入らなかったんです？」

「志し緒お理りちゃん人見知りするから。どの部にも入りそびれたんだよね」

　たらちねの疑問に、萌もえ先輩が代弁してくれる。せっかくの愛まな娘むすめの言葉だったけど、僕はすんなりと受け入れられなかった。

　さっきまでの紫むらさき原ばる先輩ならともかく……、

「今の喋しやべりっぷりからすると、人見知りする性格とは思えないんですけど」

「私は内うち弁べん慶けいだからな。萌と一いつ緒しよにいれば本ほん領りようを発はつ揮きできるんだ」

「自分で言いますか、そういうこと」

　しかも堂々と。

「ふふん、ジト目なんかしても無駄だぞ。私は常つね日ひ頃ごろから、両親にそんな目を向けられ慣なれているんだ。それに正式に入部したからには、もうお前ら一年どもは私の下っ端ぱだからな」

「自慢するようなことじゃないし、下っ端でもないですけどね」

「ただしもうこれ以上は、新入部員を増やすつもりはないぞ。私のキャパをオーバーしてしまうからな」

　紫原先輩に僕の話を聞く気はないらしく、一方的に情けないことを宣せん言げん。そんなに胸を張るとほら、またおへそが出てますよ。

　しかし。部員はここにいる四人だけ、というのは手放しで賛成だった。狭せまい部室に大人数を詰つめ込んで、萌先輩との物理的な距離を合法的に埋うめるというのはかなり魅み力りよく的てきだ。だけど自由に部員を募ぼ集しゆうしたら、萌先輩目当ての男子が殺さつ到とうするに決まってる。ええい、萌に近寄るんじゃねえ！

　僕が有う象ぞう無む象ぞうをちぎっては投げる妄もう想そうに耽ひたっていると、

「なんか話が脱線しちゃったけど、家庭科部のことはだいたい分かってもらえたかな？」

　質問は止んだと判断したのか、萌先輩が締しめに入った。さすがは僕の娘。部長としての能力もばっちりだな。

「それはもう」

　萌先輩の可愛かわいさが、改めてよく分かりました。

「正直あんまりよく分からないままなんですけど、……ある意味、よく分かりました」

「そう？　よかった」

　何か含ふくむところのあるたらちねの口調だったが、萌もえ先輩はそれに気付かなかったのか──否いな、持ち前の大らかさで柔らかく受け入れ、にこりと微笑ほほえんだ。

「それじゃあ話を最初に戻すね。第一回目の活動なんだけど、わたしも料理を作るのがいいと思うんだ。鹿かの屋やさんと国こく分ぶくんの、歓かん迎げい会の意味も含ふくめて」

「ううっ……、それは、その……」

　非常に理に適かなった提てい案あんなのに、たらちねは言葉を濁にごす。理由はさっぱり分からないけど、たらちねは料理に対して猛もう烈れつな拒きよ否ひ反はん応のうを示していた。理由はさっぱり、これっぽっちも分からないけど。

「何がそんなに嫌いやなんだよ？」

「なにがって……、そんなの言わなくても分かるだろ！」

　ちらちらと萌先輩の反応を気にしながら、たらちねは僕に耳打ち。僕には分からないって言ってるだろ！　そういうことにさせてくれよ！

「なあたらちね、よく聞けよ」

　僕はなんとしても、萌の手料理が食べたいのだ。

「料理をしないってことは、必然的に手芸をするってことになるんだぞ。あのぬいぐるみを生み出す現場に同席したいか？」

「うっ……、」

「僕は嫌だぞ。せめてもう少し、耐たい性せいをつけてからじゃないと」

「う、ううううう……」

　ぬいぐるみ作りだけが手芸の全てではないのだが、今のたらちねに気付く余よ裕ゆうはなさそうだった。それでも料理に対するトラウマはよほど大きいのか、目に涙を浮かべて迷い続ける。

　よし、これはもう一押しだな。

「安心しろ。僕に秘ひ策さくがある」

「秘策……？」

「ああ。僕だってあれだ、…………ちゃんとした料理が食べたいし」

　説得のための方便ではなく、本気の策だ。僕にとって初めての娘の手料理になるのだから、失敗は許されない。

　力強くたらちねの肩を叩たたき、

「萌先輩。料理の内容なんですけど、カレーにしませんか」

　向き直ると、萌先輩はこてんと小首を傾かしげた。

「悪くはないと思うけど、あんまり歓迎会らしくないんじゃない？」

「それはそうかもしれませんけど、実は僕、カレーが大好物なんですよ」

「そうなんだ。……ん？　でも、」

　唇くちびるに人差し指を当て、んー、と漏もらす。ああ！　どうして僕は今、カメラを持っていないんだちくしょう！

「自己紹しよう介かいのとき、好きな食べ物は肉じゃがって言ってなかった？」

「覚えていてくれたんですね！　──って、あ、いやいや、その、カレーも同じくらい好きなんですよ」

　うう……、嬉うれしいのに素直に喜べない。

「うーん。わたしはお菓子作りが得意だから、そういうのを作りたかったんだけど……」

　しかし萌もえ先輩はまだ納なつ得とくがいかない様子で、凶きよう悪あくなことを呟つぶやく。すると、

「ぼ、ぼくもカレーがいいです！」

　僕の意図に気付き、たらちねがはっしと手を挙あげた。

「カレー最高じゃないですか！　ぼく、部長の作るカレーが食べてみたいです！」

「……そう？」

「はい！　ぼくのお父さんの会社の同どう僚りようの人が、去年インドに旅行に行ったらしいんで！」

　首を痛めないか心配になるくらい、がくがくと激しく頷うなずく。うん、あんまりどころか全然関係ないな。

　まあともかく。カレーは誰だれが作ってもそれなりの味になる、魔法の料理だ。不ま味ずく作る方が難しいし、これなら悲劇は回かい避ひできるだろう。

　たらちねの熱弁に萌先輩も心動かされたのか、

「二人の歓かん迎げい会だし、国こく分ぶくんと鹿かの屋やさんがそれでいいならそうしようか。志し緒お理りちゃんも、カレーでいい？」

「問題ない」

「よし、じゃあ決まりだね。日時はそうだな──、新入生のオリエンテーションも一通り終わった、来週の月曜日の放課後にしようか」

　内容が決定さえしてしまえば、萌先輩はてきぱきと段取りを決め、準備する材料を割り振りしていく。その姿は部長としての威い厳げんと自信に満ちており、これならもう大丈夫だと、僕とたらちねは安心してその指示に従った。




　……そう。

　この時の僕らはまだ、萌先輩のポテンシャルを甘く見積もっていたことに気付いていなかったのだ。





＊






　そして迎えた、記念すべきその日。

「みんな手を合わせて。いただきます」

　カレーを盛られた皿が各人の前に行き渡ると、いただきますの声が部室に響ひびいた。

　……萌もえ先輩一人だけの、声が。

「もう！　駄目だよ、ご飯を食べる前はちゃんといただきますって言わないと」

「あはは……、そ、そうですね」

　窘たしなめられても、僕の口から出るのは乾いた笑いばかり。たらちねに至いたっては体てい裁さいを繕つくろう余よ裕ゆうもないらしく、真まっ青さおな顔で小さく震ふるえている。手を合わせてはいるものの、食材に感謝してではなく神へ救いを求めているのは明白だった。それも無理からぬことだろう。

　異様なまでに存そん在ざい感かんを発はつ揮きする、目の前のカレー。何の変へん哲てつもなく仕上がるはずだったそれは、ひどく毒々しい、青と赤のマーブル模様を描いていた。

　……どうして、こうなった。

「ね、ねえ隼はや人と、なんで？　なんでなの？」

　遠い目をしていると、たらちねが僕の制服を掴つかんでぐいぐいと引っ張る。

[image: ]

「部長がヘンなもの入れないように、ちゃんと見張ってたよね？　なのになんで、こんな有様になってんの？」

「な、何でだろうな」

　調理開始当初は和気藹あい々あいと楽しく作業していたのだ。今では遠い過去に感じるけど、それは間ま違ちがいない。

　萌もえ先輩と並んで料理するのは、正に至し福ふくのひとときだった。包丁の扱あつかい方を手取り足取り教わり、同じまな板で野菜を切り、前世では体験できなかった思い出を一つ一つ取り戻していった。ただ野菜を洗うだけでも、本当に幸せだった。

　食材の選定には問題なかったはずだ。萌先輩がきのこのカレーにしようと言い出したときには動どう揺ようしたけど、肝かん心じんのきのこは僕とたらちねで用意したし。他に使用したのは、牛肉と玉たま葱ねぎだけ。

　ルーは市し販はんのレトルトではなく、紫むらさき原ばる先輩特製のスパイスを使った本格的なもの。当時は食欲をそそる、とてもいい香りがしていたのを覚えている。

　そうだったんだけど……。

「なんでカレーが生なま臭ぐさくなってるの？　スパイシーなのに生臭いって、もう意味分かんないよ！」

「それはまじで僕も分からん」

「煮に込こみ始めてからぼくは一回お手洗いに行ったけど、その間は隼はや人とが監視してたし……」

　ぎくり。

　何げない呟つぶやきに、思わず僕はぴくんと身を震ふるわせる。僅わずかな反はん応のうだったけど、さすがは幼おさななじみ。たらちねは見逃のがしてくれなかった。

「……ねえ隼人、ちゃんと見張ってくれてたんだよね？」

「あ、ああ、もちろん」

「じゃあどうして目を逸そらしてんのさ！」

　両手で僕の頬ほおを挟はさみ、強制的に顔を向けさせる。

「まさか、見張ってなかったの？」

「み、見張ってはいたぞ。萌先輩の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを、全てこの目に焼き付けたとも。ただ──」

「ただ？」

「……あえて見逃した、だけだ」

　瞬しゆん間かん。たらちねは目を吊つり上げ、僕の両頬を力一いつ杯ぱいつねった。

「だーけーじゃーなーいーだーろー！」

「し、仕方なかったんだ！　萌先輩に『入れたら美お味いしくなるよ』って言われたら、断れるわけないだろ？」

　まあ、そういうことだった。

「断りなよ！　断るための見張りじゃないか！」

　鼻息荒く、たらちねは涙目で僕を揺ゆさぶる。悪いことをしたという自覚はあるので、僕もされるがままに従った。

　いやあの、僕もこんなことになるとは予想していなかったのだ。萌先輩が最初に投入しようとしたのは魚肉ソーセージで、それくらいならと僕は鍋なべの前を譲ゆずった。そこまでは悪くないと思う。悪くない……よな？　しかし次はチーズ、その次はあんこ、さらにその次はシメサバと、萌もえ先輩は僕の予想以上に次から次へと色々な食材を投げ込んでいったのだ。目にも留まらぬ早はや業わざで、何をどれくらい入れたのか、今では僕にも把は握あくできない。

　把握していたとしても、このカレーを再現する自信はまるでないんだけど。

「わ、分かったよ。僕が責任取ればいいんだろ」

　このままだとほっぺたが千切れてしまう。たらちねを引き剥はがし、僕は震ふるえる手でスプーンを握にぎった。

「死ぬ気なの隼はや人と!?」

「ば、馬鹿、いくらなんでも死にはしないだろ。……多分。…………し、死なないよな？」

「…………」

「黙だまるなよ！　何か言ってくれよ！」

　それまでの非難する表情から一転、たらちねは心配そうに僕を見つめる。どんどん不安になってくるから、ヤメテ。

　決心が鈍にぶり、一いつ旦たんカレーから目を離はなす。恐る恐る萌先輩を見やると、僕の愛しい娘は邪じや気きのない笑顔で食べるのを見守ってくれていた。ああもう嫌いやになるくらい可愛かわいいな！

　残る一人、紫むらさき原ばる先輩へと目を泳がすと、

「ん……？」

　去年から萌先輩と一いつ緒しよに活動し、幾いく度どとなく手料理を食べてきたであろう彼女は、達観した僧侶のような表情をしていた。

「例えば、突然異世界に召しよう還かんされたとして」

　唐とう突とつに、語り出す。

「ジャングルで遭そう難なんしたとして。宇宙人に攫さらわれたとして。無人島に漂ひよう着ちやくしたとして。毒虫に姿を変えられたとして。そんな状じよう況きようで、食べるものに拘こだわっていられると思うか？」

「え、えっと……」

「無理だな。異世界で現代日本と同じ食料が手に入るわけがない。しかし生き延のびるためには、環境に適応し、そこにあるものなら何でも食べていかなくてはならないんだ。それがどんなに醜みにくい宇宙生物であっても、澱よどんだ汚水であろうとも」

　静かに。淡たん々たんと。

「私はいつも、そういう心境に身を置いている」

「……はあ」

　さり気なく、結構ひどいことを言った気がしないでもない。萌先輩の反はん応のうが心配になり、そっと顔色を窺うかがうと、

「志し緒お理りちゃんって、たまに難しいこと言うよね」

　機嫌を損そこねるでもなく、きょとんと小首を傾かしげている。

　うむ。天使だ。本当は理解していて、どんなことでも笑って赦ゆるす度量の深さを見せつけてくれたのだろう。何を言われたのか気付いていないなんてことは、決してない。

　語り終えた紫むらさき原ばる先輩は、役目は果たしたとばかりに再び待ちの態勢に入る。彼女の言うようなオカルト現象に巻き込まれる機会は一生ないと思うけど、もしかして僕を励はげましてくれたんだろうか。

「わ、分かりました」

　要は覚かく悟ごを決めろということだ。深呼吸して気合いを入れると、僕は硬かたいゴムのような感かん触しよくのカレーにスプーンを突き刺さした。山盛りにすくい、やっぱり少し減らす。

「うっ……」

　さらにもう一度量を減らし、目の前に持ち上げると、目と鼻を刺し激げきする香りがいっそう強く感じられた。生なま臭ぐさくスパイシーで、……おや？　何やらケミカルな香りまで混じっている気がする。まさかとは思うけど、

「さすがにここにある薬品とかは、入れてないですよね？」

「大丈夫だよ」

　萌もえ先輩はにっこり微笑ほほえみ、

「隠し味程度にちょこっとだけだから。致ち死し量は入ってないよ」

　わぁい。それなら安心ですね。

　もはや何も言うまい。これから家庭科部で円満に活動していくためにも、絶対に食べなくてはならないのだ。タイミングを計り、息を吸って、吐はいて、吸って、吐いて、吸って、吐いて、吸って──

「……食べてくれないの？」

「いただきます！」

　萌の瞳ひとみが悲しげに曇くもった瞬しゆん間かん、僕は全速力でスプーンを口に突っ込む。

　──そして、吐いた。

「！　！　！　！　！」

　いや吐いてなどいない。吐いてたまるか。胃からこみ上げてきたナニカが口をパンパンに押し広げたけれど、全身全霊で以もつて歯を食いしばり、外には一いつ切さい出さなかった。だらだらと脂あぶら汗あせを流しながら、平静を装よそおってそれらを飲み込む。

　ゲロをそう簡単に飲めるのかだって？　このカレー風の物体と比べたら、余よ裕ゆうでまだ食べやすいよ！

　萌先輩がアレンジしたカレーは、何というか宇宙の創造を感じさせる味わいだった。ケミカルで、生臭く、甘くもあり苦くもあり酸すっぱくもあり、カレーらしく辛くもある。噛かむたびに味が変わり、バリエーションに富んだ苦痛を僕に与えてくれた。もしこれを黙もく秘ひを続ける犯罪者に与えたら、即座に全てを──色んな意味で全てを吐はくことだろう。

　だけど。

「いやぁ、お、美お味いしいです」

　半分意識を朦もう朧ろうとさせつつも、僕は歯を見せ、萌もえ先輩に笑顔で告つげた。

「本当!?」

「はい。もう天にも昇る味わいですね」

　長々と食べるのを躊躇ためらっていたため、やはり不安だったんだろう。ほっと安心する萌の視線を浴あびながらに、根性で一口、また一口とスプーンでカレーを運ぶ。

　娘の手料理なら、どんなものでも美味しくたいらげる。それが父親というものだろ？

　初めから料理が上手な者などいない。焦こげていたり生焼けだったり、味がなかったり濃すぎたり。失敗はつきもの。しかしその失敗までもを愛おしく感じてしまうのが、父親なのだ。

　愛情という名のスパイスは、何物にも勝る。

「ねえ隼はや人と、なんか目が虚うつろだし、無理しない方が──」

「いいから。僕に任せとけって」

　せっかくの手料理を残しては、萌先輩が悲しんでしまう。たらちねの分も食べてやらねばならないし、無理矢理にでも頑がん張ばらねば。

　無心でスプーンを動かし、どうにか三分の一ほどを消化した頃ころ。

「そうだ！　忘れてた」

　にこにこと僕の食べっぷりを眺ながめていた萌先輩が、突然立ち上がった。何をするかと思えば、部費で買ったのだという巨大な業務用冷蔵庫を開け、中から円筒形の赤い物体を取り出す。

「はい、これも一いつ緒しよにどうぞ」

「……何ですか、これ？」

「福神漬づけケーキだよ。カレーには福神漬けが、歓かん迎げい会にはケーキがつきものでしょ？」

　……なあ、僕の愛する娘よ。どうして君は、そんなに洋菓子と漬け物を合わせたがるんだ。

「？　食べないの？」

「い、いえ、喜んでいただきます」

　ああそうだ、食うしかないのだ。何を出されようとも、たとえどんな味であろうとも。僕にそれ以外の道などありはしない。

　限界を超えてでも、食って食って食いまくってやろうじゃないか！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　カレーの皿を持ち上げ、全力でがつがつ掻かき込む。萌先輩が切り分けてくれた福神漬けケーキに手づかみでかぶりつき、今度はたらちねのカレー。ケーキ。カレー。ケーキ。カレーのお代わりを要求し──

　僕の記き憶おくは、そこで途と切ぎれている。




　僕が意識を取り戻したときには、もう日付が変わり、太陽が昇っていた。

　あとからたらちねに聞いた話によると、僕はカレーを悠ゆう々ゆうと完食し、きちんと自分の足で帰宅したらしい。普通に会話もしていたそうだが、全く覚えはない。

　目覚めた僕は異様なほどエネルギーが溢あふれており、それから三日三晩一いつ睡すいもできなかった。食欲も一いつ切さい湧わかず、その間お米の一ひと粒つぶたりとも口にしていない。

　それでもまあ、病院や保健所に運ばれたりしなかったのだから、問題はないだろう。

　そういうことにしておいてくれ。










・その３




　さて。

　家庭科部に入部し、萌もえ先輩との幸せな生活を始めた僕だったけど、無論ただ食べてばかりいたわけではない。

　父親として彼女を守るために、影ながら日々活動もしているのだ。

　一言で言うと、萌は可愛かわいい。

　二言で言うと、萌はとても可愛い。

　三言で言うと、萌は世界で一番可愛い。

　可愛いだけでなく、可か憐れんでいじらしく、愛くるしく愛あい嬌きようがあり、清せい楚そで純真で、しっかり者で勤勉で、人徳がありカリスマ性に溢あふれ、優しく柔にゆう和わで、優美で瀟しよう洒しや。その素す晴ばらしさを語り尽つくすことは、今の人類には不可能だと専もつぱらの噂うわさだ。

　それほどまでに魅み力りよく的てきな僕の娘なのだから、世の男どもが放っておくはずがなかった。

　ええい鬱うつ陶とうしい！

　前世の記き憶おくが戻って以来、僕は学校で僅わずかでも時間が空あいたら、萌先輩の教室を訪れるのを習しゆう慣かんとしている。彼女が女の子の友達と話をしているときは廊ろう下かからこっそり見守り、ちょっとでも馬の骨が近づこうものなら教室に乗り込み、体を張って立ち塞ふさがる壁となったのだ。

　一年生が二年の教室を頻ひん繁ぱんに出入りしているということで、生意気だと言い出す輩やからはもちろんいた。しかし僕が全ての休み時間に通い詰つめ、萌先輩から直じき々じきにお菓子を授けられる関係だと見せつけてやった途と端たん、ぴたりと批判は止んだ。さすがは萌先輩！　とその人望に感心したものである。

　萌先輩が手作りのお菓子を取り出すたびに、教室の温度が一いつ瞬しゆん冷え込んでいたように感じたような気がしないでもないけど、やっぱり気のせいだろうし。関係ない関係ない。

　日中はそうやってガードするとして、授業が終わってしまえばこちらのものだ。放課後は二人っきり（プラス二人）の部室で過ごすので、邪じや魔ま者ものが入る余地などない。

　閉へい鎖さ的てきだって？　だからどうした。




　四月も終わりに近づいた、ある日の放課後。僕は一刻も早く化学準備室へ行きたいという思いを堪こらえながら、人ひと気けのない校舎裏へと向かっていた。

「──っと、ここか」

「おっす。早かったな」

　ケータイ片手に待ち受けていた男が、親しげに手を上げる。その丸々と太った眼鏡めがねの男──谷たに山やまにここまで呼び出されたのだ。

「んで、何の用だよ？」

「おいおい、久々に会ったってのに、また随ずい分ぶんとご挨あい拶さつだな」

「ご無ぶ沙さ汰たってほどでもないし、一昨日くらいもメールでやりとりしただろ。つーか今日もメールじゃ駄目だったのか？」

　ふん、と鼻を鳴らすと、

「こういうところで取引すんのに憧あこがれてたんだよ。なんか情報屋みたいだろ」

　悪びれもせず、谷たに山やまはにひひと笑う。

　クラスは違ちがうが、谷山もたらちねと同じく小学校の頃ころから付き合いのある男だ。中学のときは新聞部に所しよ属ぞくし、自らの外見から首なしライターを自称していた。

　誰だれからも──同じ新聞部員からさえもそう呼ばれていなかったけど。

「確か、また新聞部に入ったんだよな」

「おう。竜りゆう高こうスポーツ新聞部だ」

　丸い胸を張る。運動嫌いのくせにスポーツとは、どういう心境の変化だ？

「で？」

「うん？」

「だから何の用なんだよ。早く言え早く！」

　こうしている間にも、貴き重ちような萌もえ先輩と過ごす時間が失われているのだ。お前のことは後回しでいい。

　苛いら々いらしながら催さい促そくする僕に、谷山はやれやれとわざとらしく肩を竦すくめ、

「隼はや人と、お前二年の霧きり島しま先輩にご執しゆう心しんだよな」

　にやにやと、下品に笑う。

「ああ。そうだぞ」

「即答かよ。かのやんの立場ねえな」

「？　たらちねがどうかしたのか？」

　何にそんなに驚おどろいたのか、谷山はあんぐりと口を開ける。

「どうかしたのかってお前…………。まあ、俺おれが口出しするようなことじゃねえか」

　気を取り直すようにぷるぷる首を振り、

「話ってのは、その霧島先輩についてだ」

「まじか教えろすぐ教えろ！」

「まあまあ、落ちつけって」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのにやけ顔がひどく癪しやくに障さわる。くそう、勿もつ体たいぶりやがって。

「実はな、生徒会長が霧島先輩に興味を持ってるらしいんだわ」

「…………んだと」

　その言葉を聞いた途と端たん。全身を流れる血が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうし、今度は一転じわじわと凍りつきそうなほど冷え切っていく。

　──ついに、来やがったか。

　僕の鉄てつ壁ぺきのガードのおかげで、今まで萌もえ先輩に特定の人物が近づくことはなかった。しかし、いつかこんな日が来るってことは前々から予想できていた。なにせ萌が相手だからな。

　どこのどいつだか知らないが、僕の娘と付き合おうだなんて十年……いや百年早い。お父さんは絶対に許さないぞ。

「んで、その生徒会長ってどんなやつなんだ？」

「どんなやつって、……まさかお前、生徒会長知らないのか？」

　眼光鋭するどく僕が訊たずねると、谷たに山やまは信じられないとばかりにぽかんと口を開く。二回目かよ。

「一応は知ってるぞ。あれだろ、入学式で在校生代表の挨あい拶さつをしてた人だろ」

「……お前が何も知らないってことが、よく分かったぜ」

「？　どういう意味だ？」

　谷山はすうっと息を吸い、

「三年の皇こう徳とく寺じ忠ただ明あき。全教科満点という前代未聞の成績で入学し、一年生の頃ころから生徒会入り。圧あつ倒とう的てき支持を受け、去年生徒会長に就しゆう任にんした。竜りゆう高こうの生徒会長選挙は毎年泥どろ仕じ合あいになるんだが、その気配もなかったそうだぜ。同時に野球部にも所しよ属ぞくし、現在はキャプテンを務めている。本人は辞退したらしいんだが、生徒会役員と野球部員全員に懇こん願がんされて引き受けたらしい。ポジションはピッチャー。おかげで今年は初の甲子園出場も夢じゃないって噂うわさだ。身長百八十五センチのイケメンで、人望も厚い。無論モテるが今は生徒会と野球部に集中したいとのことで、誰だれとも付き合ってないらしい。誠せい実じつでもあるって評判だな」

「…………そんなやつ、いるのか？」

「驚おどろいたことに存そん在ざいしてんだよ。竜りゆうヶが水みず高校が誇ほこる生徒会長様だぞ。何で知らないんだ」

　呆あきれた声で言いながら、額ひたいに浮かんだ汗あせを拭ぬぐう。

　さすがにこれは呆れられても当然かもしれない。──いやでも待て、考え方を変えると、僕がそれだけ萌先輩ただ一人だけを一心に見つめ続けていたことの証明でもあるわけだ。うん。そう考えると悪くないな。

「しっかしお前、よくそんな情報タダで教えたな」

　谷山は金に汚いことで世に蔓延はびこってきたやつだ。これが本当ならものすごいニュースだろうし、僕との友情を優先したとはとても思えないんだけど。

「情報のソースは明かせられねえけど、まだ噂以下のレベルだからな。生徒会長に関しては下手な情報載のっけるとこっちが非難浴あびちまうし、今のままじゃあ記事にできねえんだよ。お前がちゃんとした醜しゆう聞ぶんに発展させてくれるのを、実は期待してんだ」

　僕の疑問に、谷山は頬ほおを掻かきつつ白状する。

「何でスポーツ新聞部の部員が、そんなゴシップ求めてんだよ？」

「スポーツ新聞部だからこそだろ。俺おれ達は全員、筋金入りのクビスポ愛読者だぞ」

「……そういうことか」

　クビスポというのは首スポ、つまり首都スポーツ新聞の略称だ。一面に堂々とカッパや宇宙人の写真を掲けい載さいしたことでも有名である。

　スポーツと言っても、体育会系の活動だけを扱あつかってるわけじゃないのか。

「分かったよ。生徒会長が萌もえ先輩によからぬ下心を抱いてる証しよう拠こを掴つかめばいいんだな」

「下心って……。お、おう。やってくれるか？」

「ああ引き受けた」

　そんなこと、頼まれなくてもやってやる。

「生徒会長のもっと詳くわしい情報は、あとでメールしてやるよ。じゃ、じゃあ頼んだぞ！」

　僕の迫力に圧あつ倒とうされたのだろう。谷たに山やまは口早に言うと、そそくさと立ち去っていく。その姿が完全に見えなくなるまで見送って、僕は拳こぶしを握にぎり、校舎の壁を全力で殴なぐりつけた。

　証拠だと？　そんなものなくても情報は正しいに決まってる。萌に惚ほれない男など、この宇宙に存そん在ざいするはずがない。

　それでも谷山の頼みを引き受けたのは、証拠を掴んだあと、生徒会長が萌に相応ふさわしくないということを記事にして、白日の下に晒さらしてもらうためだ。彼には悪いけど、萌先輩に手出ししたらこうなるという、いいお手本になってもらおうじゃないか。

　首を洗って待ってろよ！　生徒会長！





＊






　人は間ま違ちがいを犯すたび、それを教訓として成長していく。

　もちろん何一つ間違うことなく生きていけた方が楽に決まっている。だけど、人間はそんなに完かん璧ぺきな生き物ではない。どんなに優秀な人でも、必ず間違いを犯すのだ。でも、それでいいじゃないか。その間違いを糧かてに、一歩前進することができるのだから。

「だから泣くな、僕」

　半はん端ぱに聞きかじったような青臭くさい精神論を自分に言い聞かせながら、僕は家庭科部の部室へと向かってふらふら歩いていた。時々立ち止まり、じくじくと痛む右手に息を吹きかける。校舎の壁を殴ったことで、僕の拳は所々皮ひ膚ふが破れ、血が滲にじんでいた。

　……熱くなって勢いだけで行動しちゃ駄目ってことだね。うん。

「──っと、また来たか」

　僕がたびたび足を止めるのは、右手の痛みだけが理由ではなかった。ポケットに手を突っ込み、震ふるえるケータイを取り出す。

　約束通り、谷山から生徒会長についての情報がメールで届いたのだ。それもひっきりなしに。

　曰いわく、『忙いそがしいはずなのに、授業で分からなかったところを訊たずねたら親切に分かり易やすく教えてくれた』『没ぼつ収しゆうされたエロ本を教師から取り返してくれた。ただの堅かた物ぶつじゃない』『生徒会長が会話に参加して、場が盛り上がらなかったことがない』『会長のおかげで身長が五センチ伸びた』『彼のことを想うと夜も眠れず、気付けばダイエットに成功していた』『……ユニーク』『来るのは月一でもいいからうちの部長になって欲しい（複数）』……等など々など。

　生徒に聞き込みしたという情報はどれも生徒会長を肯こう定ていするものばかりで、批判的なのは一つもない。びっくりするくらい、賞しよう賛さん一色だった。

「ううむ……。やっぱりな」

　数々の情報を元に、僕は確信を強める。

　どう考えても、生徒会長は萌もえに相応ふさわしくない。

　だってそうだろう？　こんな完かん璧ぺき超人が実在するわけがないのだ。絶対に何か、人に言えないような後ろ暗い隠し事をしているに決まってる。隠してないなんてあり得ない。そうでなければ本当に付け入る隙すきがないし、きっとある。ないと困るんだよ！

　……とにかく。

　そんなやつなんかに、萌を渡せるものか。




「すいません、遅おそくなりました」

「あ、隼はや人とくん。こんにちは」

　僕が部室に入ると、顔を合わせるの本日七回目（朝＋昼含ふくむ休み時間×五＋今）にも関わらず、萌先輩は挨あい拶さつつきで迎えてくれた。見るだけでほっとできる微笑ほほえみを湛たたえていることは、今さら言うまでもないことだろう。

　でも言う。愛まな娘むすめを自慢する機会は見逃のがさないぞ。

「遅ち刻こくするなんて珍しいね。何かあったの？」

「ちょっと野や暮ぼ用で。ほんとすいません」

「別に謝あやまらなくてもいいよ。隼人くんは真ま面じ目めだなぁ」

　鈴をころがすような声で、くすくす笑う。馬鹿にした響ひびきはなく、どこまでも温かい。

　……こほん。

　はやと、くん。

　……。あれ？　気付いた？　もしかして気付いちゃった？

　そう。そうなのだ。以前は「国こく分ぶくん」だったけど、下の名前で呼んでもらうようお願いしたのだ。いやいやごめんね、羨うらやましい思いさせちゃって！

　でへへとだらしなく笑いながら、定位置となりつつある椅い子すへと向かう。以前は歩くのも一苦労な乱らん雑ざつっぷりを発はつ揮きしていた部室だったけど、たらちねが日々整理整せい頓とんしているため、かなり環境は改善されていた。

「ねえ隼はや人と、これに心当たりはない？」

　席に着くと、そのたらちねが間かん髪ぱつ入れずに何かを差し出す。ちなみに彼女は萌もえ先輩に、「かのちゃん」と呼ばれている。僕より若じやつ干かん親しげなのが少し恨うらめしい。

「何だよ。お茶くらい飲ませて──」

「いいから、ほら」

　たらちねの声も表情も、いつになく硬かたい。有う無むを言わさず、押しつけるように数枚の紙片を僕に手渡す。

「いったい何だってんだ──、」

　プリントの類たぐいだろうという僕の予想は、ちらりとその紙に目を落とした瞬しゆん間かん打ち砕くだかれた。

　ぱっと見では真っ黒な紙切れだ。初めは紙そのものが黒いのかと思ったけど、違ちがった。次に大量の蟻ありがたかっているのかと思ったけど、それも違う。

　習字に使う半紙だろうか。元は長方形だったものを、カッターか何かで几き帳ちよう面めんなまでに正確に、正方形に切り抜いている。そしてその紙には、隅すみから隅までびっしりと、万年筆で書かれた小さな文字が並んでいたのだ。

　踊おどり、整列している。

「うぇ……」

　解読するのも一苦労な、ひどい癖くせ字じ。斜ななめっていたり横に引き延のばされたりとバランスの狂いきった文字が、マス目のない半紙に縦横正確に並んでいた。機械で並べたように、神経質なまでに隙すき間まなく整然と。

　筆圧も異常に高く、裏側は点字なのではと思えるほどぼこぼこに変形している。そのくせどこにも破れた形けい跡せきは見当たらず、書き手の異常なまでの執しゆう念ねんがひしひしと伝わってくる。

　全部で五枚の紙、どれもが同じ状態だった。

「な、何なんだよこれ……」

　とっとと手放してしまいたかったけど、雑ざつに扱あつかうと呪のろわれそうで怖い。親指と人差し指だけでぎりぎりぶら下げていると、

「心当たり、ない？」

　再度、たらちねが問う。

「ねえよ。あるわけないだろ」

「そっか……。部室に来てから気付いたらしいんだけど、これ、いつの間にか霧きり島しま先輩の鞄かばんに入れられてたんだって」

「ふーん、萌先ぱ────、い…………？」

　なん……だと……。

　何回でも言うが、僕はこんなもの知らない。こんな禍まが々まがしい物体、知っていたら萌に近づけるわけがないじゃないか。

　四六時中まとわりつく僕の目を盗んで萌もえ先輩の鞄かばんに接せつ触しよくするとは……。いったい何者だ？

「──もしや、犯人は忍者か」

　それ以外だとしたら、天てん狗ぐか物ものの怪けの仕し業わざくらいしか考えられん。僕の鋭するどい考察を、

「んなわけないだろ」

　たらちねは冷たく切り捨て、

「凄すごいね隼はや人とくん。正解だよ」

　しかし萌先輩は、ぱちぱち拍手してくれる。やった！

「──って正解!?　せ、正解なんですか？」

　自分で言い出しておきながら、気が動転してしまう。

　萌先輩が嘘うそをつくはずがないし、「はいはいせーかいせーかい」と人を小馬鹿にする可能性は全くのゼロだ。となると謎なぞの人物は忍者だという結論が導みちびき出されるんだけど……。

「ど、どうして忍者だって分かったんです？」

「だって、そう書いてあるもの」

　恐る恐る訊たずねる僕に、あっさりと萌先輩は仰おつしやる。

「書いてあるって、まさかこれ読んだんですか？」

「うん。わたし宛あてのお手紙なんだから、読まなきゃ駄目でしょ？」

　当然とばかりに告つげる萌は、限りなく自然体だった。僕が驚おどろいている意味も分かっていないようで、この優しさ純じゆん粋すいさは天使としか言いようがない。

　……天使過ぎて、お父さんは時々不安になります。

　いや、だからこそ僕が守るのだ。改めて自分に言い聞かせ直していると、

「まだ初めの方しか読めてないんだけどね。目が疲つかれたから休きゆう憩けいしてたんだ」

　萌先輩はちらりと視線を動かす。その先では、紫むらさき原ばる先輩が恍こう惚こつの表情を浮かべながら、食い入るように半紙の束たばに目を走らせていた。もうね、ひどい美人の無駄遣づかいだ。

　つーか五枚で全部じゃなかったのかよ。多過ぎるだろ。

「わたし宛だし本当は駄目なんだけど、志し緒お理りちゃんがどうしても！　って」

「まあ、適材適所ってやつじゃないですか」

　紫原先輩の目は充じゆう血けつしまくっているけど、頬ほおはそれ以上に赤い。よくアレをそんなに嬉うれしそうに読めるもんだ。

「えっと、話を戻しましょう」

　解読は紫原先輩に任せるとして、

「あの手紙？　に、自分が忍者だって書いてあったんですか」

「そうだよ。手紙の人が忍者で、わたしがお姫様なんだって」

　ほう。萌先輩が姫とは、なかなか見る目があるじゃないか。

「それで、わたしと恋人同士だったんだって」

「よし死ね」

　全言撤てつ回かい。そいつは絶対に許さない。

「萌もえ先輩と恋人同士だと？　なに勘かん違ちがいしてんだ自称忍者野郎！　何百年何千年何万年経たとうがそんなのあり得ねえよ。くたばれ。くたばりやがれ。恋人同士『だった』と過去形にしてるのは唯ゆい一いつの良心かもしれんが────、」

　………………。

　とんでもなく嫌いやな想像が、僕の頭をよぎる。

　これはあれか？　あれを訊きくタイミングなのか？　今までずっと気になっていた、あれを。

「──あの、萌先輩、」

「なぁに？」

　激げつ昂こうしたり急に沈しずんだりと、自分でも情じよう緒ちよ不安定だと感じる姿を晒さらした直後だというのに、萌先輩は変わらぬ優しさで接してくれる。

　……やっぱり、可能性は十分にあり得てしまう。

「例えばなんですけど、あの、そのですね、過去の、あくまで過去に関係があったりなかったりした人の仕し業わざとか考えられたりしないんでありましょうか？　………………元カレ的な、何かというか」

「んん？」

　何を言われたのか分からなかったのか、萌はしばらく首を傾かしげ、

「──！　な、ないよないよ！」

　突とつ然ぜんかぁっと赤くなり、顔の前でぶんぶん手を振った。

「本当ですか！」

「ほ、本当だよ」

「間ま違ちがいないんですね！」

「うん。……だってわたし、まだ誰だれともお付き合いしたことないもの」

　恥はずかしげに俯うつむき、紅こう潮ちようした両りよう頬ほおを手の甲で押さえる。

　──よし！

　声にならない感動を噛かみ締しめながら、恥はじも外がい聞ぶんもなく、僕は全力でガッツポーズを決めた。

　正直に言うと、今の──ただの高校生としての僕は、過去に誰かと付き合ったことがあっても別にいいじゃないかと思う部分がなくもなかった。

　でも。

　しかし。

　それでも。

　父親としての僕には、天地が逆転してもそんなこと認められないのだ。

「じゃあこれで問題は解決ですね。いやーよかったよかった！」

　晴れ晴れと、とても清すが々すがしい気分を満まん喫きつしていると、

「ばか。何一つ解決してないだろ」

　ぱしん、とたらちねが僕の頭を叩たたく。お前最近叩き過ぎじゃね？

「そんなにばしばし叩くなよ！　頭が悪くなったらどうすんだ」

「もう十分悪いし」

　たらちねはこの上なく不機嫌に歯軋ぎしりしながら、

「手紙。いったい誰だれがこんなの鞄かばんに入れたのか、何も分かってないだろ」

「あー……」

　そういえばそうだった。

「すまんすまん、完全に忘れてた」

「何でこんなに異常な手紙の存そん在ざいを忘れられるんだよ。あり得ないって！　それもこれも、隼はや人とが霧きり島しま先輩のことばっかり考えて、るから…………。いっつもいっつも、霧島先輩のことしか、考えて、ない、から…………」

　烈れつ火かの如ごとく怒りを発していたたらちねは、不意に勢いを失い、

「……たらちね？」

「…………なんで、だよ……」

　その言葉を最後に、俯うつむいてしまった。

　い、いやいやいやいや。

「ど、どうしたんだ。お前らしくねえぞ」

「……」

「なあ、なあって！」

　何がなんでなんだよ？　お前こそなんでだよ!?

　たらちねが僕並みの情じよう緒ちよ不安定っぷりを発はつ揮きした意味が分からず、何度も声をかけるが、彼女はまるで反はん応のうしない。

「あ、頭ならほれ、叩いていいから！　脇わき腹ばらもぐりぐりしていいぞ？」

　だから、な？　頼むから顔を上げてくれよ。

　こんなにもしおらしい姿を見るのは、いったいいつ以来だろう。追い詰つめられるとすぐに涙目になるのはいつものことだけど、…………そうだ、幼い頃ころのたらちねは、その比ではない泣き虫だった。僕が違い和わ感かん──前世の記き憶おくに悩み始めてからは立場は逆転したけど、それまでは僕が彼女を面めん倒どう見る立場だったのだ。

　ああ！　昔過ぎて当時の僕がどうやって泣きやませてたのか思い出せない！

　たらちねが今、本当に泣いているかは分からない。ただ単に僕に呆あきれて脱力しただけかもしれないし、間抜けな僕への怒りにぐっと耐たえているのかもしれない。殴なぐる力をチャージしている可能性だって否定できない。

　……だけど。

　今のたらちねを見ていると、どうにも胸が落ち着かなかった。

　何かしなければと気ばかりが焦あせり、

「──前世だ」

「っ…………!!」

　その唐とう突とつに割り込んできた声に、僕は心臓が潰つぶれたかと思うほど驚おどろかされた。きゅ、急に何を言い出すんですか。

「……紫むらさき原ばる、先輩？」

　何かの聞き間ま違ちがい──だよな？

　そうだ。そんなのあり得ない。そう自分に言い聞かせつつも、僕の体は勝手に芯しんから震ふるえてしまう。ぐぐぐと硬かたい動きで向き直るが、

「前世だよ、国こく分ぶ」

　紫原先輩はしっかりと僕の目を見据すえ、追い打ちをかけるようにニヤリと笑う。予想外の事態の連続に、僕の頭は完全にパンクしてしまった。

　前世の記き憶おくが蘇よみがえったことを、僕は誰だれにも話していない。話すつもりもない。言動に表れないよう十分注意していたのに、どうしていきなりバレたんだ!?

「え？　は？　ぜ、前世？　な？　何を言ってるんですか？　先輩？」

　平静を装よそおおうにも、自由自在に泳ぎ回る目は僕の言うことを聞いてくれない。口止めしなければと気付いたときにはもう遅おそく、紫原先輩は再び口を開き──

「忍者」

　一言、言い放つ。

「………………へ？」

「忍者だ忍者。前世で忍者だったんだ」

「……はあ、」

　ええっと、どうしよう。

　場を和なごますための冗じよう談だんかとも思ったけど、紫原先輩にその気配はない。本気で言っているんだとしても、僕の前世は忍者じゃない。

　ということは、だ。

「なるほど。分かりました、紫原先輩は前世で忍者だったんですね」

　秘伝の忍術で、僕に前世の記憶があると探り当てたってことか。それなら納なつ得とくだ。生まれ変わりという現象が実際にあるのだから、忍者だっていてもおかしくない。

　ふぅ。いきなり前世と言われたものだから、たらちねが俯うつむいてしまった原因が、僕に前世の記憶があるせいなのかと一いつ瞬しゆん的外れな心配をしてしまったじゃないか。そんなことあるわけないよな。

　って…………、あれ？

「しまった、忘れてた！」

　紫むらさき原ばる先輩の前世発言で頭から吹っ飛んでしまい、たらちねを放置しっぱなしだった。大おお慌あわてで彼女へ向き直る。

　と──

「ぶっ！　ぶぶっ！　ぶふふふふっ！」

　たらちねは俯うつむいたまま、女子にあるまじき勢いで盛せい大だいに吹き出していた。
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「わ、分かりましたって、ふ、ふふふっ、なるほどっ、ふふ、ふふ、に、忍者、何で忍者で納なつ得とくしふふっ……」

　訂てい正せいしよう。俯くのではなく、腹を抱えて身をくの字に折おり曲げていた。

　おいこら。

「なに笑ってんだよ！」

「だってふっ、にんぷっ、ぷはっ、あ、あはははははははは！」

　もはや堪こらえようともせず、たらちねは笑い声を上げ、

「ふー……。笑った笑った」

　しばらくして顔を上げたときには、いつもの表情に戻っていた。目め尻じりに浮かんだ涙を、ごしごしと腕で拭ぬぐう。

「笑ったら、なんかもうどうでもよくなった。隼はや人とがばかなのは、今さらだしね」

「失礼だな。僕のどこが馬鹿だってんだよ？」

「──紫むらさき原ばる先輩、」

　むっとして言うも、たらちねは僕の問いには答えず、

「先輩。前世で忍者だったって、あの手紙の主のことですよね」

「ああ。そうだ」

　こともなげに頷うなずき、紫原先輩は馬鹿を見るような目で僕を見る。

「解読が終わったから教えてやったのに、お前は何を騒さわいでたんだ？」

「あの、それは……」

　手紙ね。うん。そういえばそんなのもあったね。忘れてないよもちろん。

　……結けつ局きよくは僕の独ひとり相撲ずもうだったってことか。でもたらちね、そろそろ笑うのは止めろ！

　事情を説明するわけにもいかず、甘んじて屈くつ辱じよくを受け入れるしかない。羞しゆう恥ちに身をよじっていると、

　──ぱんっ。

　両手を打ち合わせる軽やかな音が響ひびき、僕の鬱うつ憤ぷんを吹き飛ばす。はっと振り向いた僕、そして部員全員の注目を集め、

「お茶でも淹いれるし、ちょっと休きゆう憩けいしようか」

　手を合わせた格かつ好こうのまま、萌もえ先輩は優しく微笑ほほえんだ。

　ああもうなんて天使なんだ！　やっぱり僕には萌しかいない。
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　本日のおやつは、梅肉入り緑茶クッキーだった。

　種を取り細かく刻きざんだ梅干しと、ミルミキサーで粉末状に砕くだいたお茶っ葉をクッキーの生き地じに練ねり込み、あとは焼けばできあがり。クッキー全体がピンク色に染まったが、加熱したおかげか梅干しの酸味は身構えていたほどではない。ほのかにお茶の爽さわやかな香りが漂ただよい、なかなかの味だった。

　……萌先輩の味覚に舌が浸しん食しよくされつつあるのかもしれないけど、それはそれでよし。

　ずずずと紅茶（たらちねが淹れた市販のティーバッグ）をすすり、

「それで、あの手紙のことなんですけど」

　会話が一区切りしたのを見計らい、僕は紫原先輩に切り出した。

「結局、どんなことが書いてあったんですか？」

　前世とか萌が姫だったとか、内容は非常に気になっていたんだけど、ただでさえ読みにくそうなのに加え、精神的に疲つかれてしまっていたため、僕は自力での解読を放ほう棄きしていた。その手紙は現在、萌もえ先輩が頑がん張ばって目を通している真っ最中である。

　姿勢を正し、真剣な顔で見つめると、

「ああ、あれか」

　紫むらさき原ばる先輩は軽く首を回し、

「萌と手紙の主は、前世で姫とそれに仕える忍者だったそうだ。愛し合う仲で、現世でも結ばれる運命にあるんだと」

　気け怠だるげに、淡たん々たんと語る。

　……。

「あの、それだけですか？　あんまり情報増えてないんですけど」

「要約したからな。当時二人がどんなに愛し合っていたのか、自分がどんなに有能だったのか、それに今の萌を讃たたえる言葉がずらずらと連つらねられているが、内容としては凡ぼん庸ようだな」

「……はあ」

　何だろう。十二分にけしからん内容が書かれていたようなのに、どうにも憤いきどおりにくい。

　紫原先輩のテンションが、予想外に低過ぎるのだ。

「あんなに生き生きと読んでたのに、気に入らなかったんですか？」

「ああ。全くの期待外れだったぞ」

　がっかりだと鼻を鳴らし、紫原先輩は萌先輩の持つ手紙を冷たく見下す。

「肝かん心じんな部分が嘘うそっぱちだからな」

　吐はき捨てるように、言った。

　────嘘っぱち、か。

　手紙に告つげられたはずの言葉が、僕へも突き刺ささる。

　確かにそう受け止めるのが当然だろう。嘘ではないと証明するのは困難だし、ただの妄もう想そうと言われればそれまでだ。夢のように儚はかなく、いつ消えてしまうかも分からない。

　でも──

「忍者とか。あり得ないだろ」

「えっ、そっち？　そっちなんですか？　前世の方じゃなくて」

　暗く沈しずみかけていた僕は、続けられた言葉に、間抜けな声を上げることになった。

「そりゃそうだろ。身分違ちがいの恋なら下級武士や町民でもいいものを、見み栄えを張って忍者とはな。そこで架か空くうの存そん在ざいを出すとは、もう興ざめだ」

「いやいや、どの口で言いますか」

　オカルト大好きでしょ、先輩。

「それに忍者って、戦国時代とかに実在してたじゃないですか」

「何を言っているんだ。忍者は忍術を使うと言われているが、──例えば土ど遁とんの術とか、人間が地中を移動するなんて不可能だろ」

「ええー」

　えらく理り不ふ尽じんなことを言われた気がする。僕もそんな忍術が可能だとは思っていないけど、紫むらさき原ばる先輩なら信じてもおかしくないのに。

「一応訊きいてみますけど、地中繋つながりで、地底人とかは？」

「いるに決まってる。地底人は古来より多数目撃されているからな。は虫類型やモグラ型を始め、人型にしても人間と全く変わらない姿から、肌はだの色が緑だったり小人だったりと、種族まで多た岐きに亘わたる。地上の侵しん略りやくを狙ねらうものから友好的なものまでいれば、文明のレベルも様々だ。宇宙人と共通する部分も多いな。地球空洞説というのもあるし、信じない方が愚おろかだろう」

「えええー」

　基準がさっぱり分かりません。

　呆あきれてどうでもよくなるが、紫原先輩はスイッチが入ったように次々と持論を展開していく。自分から訊たずねた手前遮さえぎるわけにもいかず、内心頭を抱えていると、

「あのー」

　おずおずと小さく手を挙あげ、たらちねが口を挟はさんだ。ナイス、説明が止んだぞ。

「どうした」

「なんかスルーされてますけど、そもそも忍者がどうとか以前に、前世があり得ないですよね？」

　あ、馬鹿。

「そんなことはないぞ。前世の記き憶おくを思い出したという事例は、世界各国で報告されているんだ。退行催さい眠みんにより蘇よみがえらせることも可能だが、自発的なものだと、そのほとんどが幼おさない子供の頃ころに目覚めているな。前世での名前や家族構成、住んでいた村の名前、家の間取りに死亡原因まで語り、実際にその証言が正しかったと証明された例も少数だが存そん在ざいしてる。そこまでしっかりした記録でなくても、二、三歳の子供が、羊水に浸つかっていたときの記憶や絶対に知っているはずのない知識を、実体験として母親に無む邪じや気きに語ることはそれほど珍しい話ではないそうだぞ。胎たい児じは母親の胎内で夢を見ているとも言われているからな。まあ残念なことに、大たい抵ていの場合は成長するに従い記憶を失っていくんだが。前世の記憶があったことさえ、さっぱり忘れてしまうらしいな。そうそう、退行催眠といえば──」

　案の定、紫原先輩は無駄に目を輝かがやかせて語り出す。興味半分諦あきらめ半分で、僕は待ちの体勢に入るが、

「い、今問題なのは、手紙の主をどうするかってことです！」

　多少圧あつ倒とうされながらも、たらちねは声を張ってそれを遮る。

「前世の話がもし本当だったとしても、あんな手紙を鞄かばんに忍ばせるだなんて、確実に危ない人じゃないですか。その、……ストーカーとか。霧きり島しま先輩が狙ねらわれてるかもしれないんだから、そんな話してる場合じゃないですって」

　興こう奮ふんし、声を荒げて主張した。

　前世の話が本当でもストーカー、か……。

「ふむ……」

　さすがの紫むらさき原ばる先輩も事態の重大さを悟さとったのか、顎あごに手を当てゆっくりと頷うなずいた。

「重要ではないから飛ばしてたが、そういえば手紙には、『ずっと見つめている』だの『今も傍そばにいる』だのの文もん言ごんが繰くり返し書かれていたな」

「もの凄すごい重要ですよそれ！　前世とかよりそっちを気にしてください！」

「いやでも前世の方が──」

「重要じゃないです！」

　たらちねは髪型が乱れるのも構わず、ああもう！　と頭を掻かきむしる。らちが明かないと判断したのか、

「霧きり島しま先輩はどう思いますか？　絶対ストーカーの仕し業わざですよね！」

　もはや断定し、狙ねらわれている本人へと向き直った。

「ちょっと大おお袈げ裟さだよ。かのちゃん」

　しかし萌もえ先輩は、困ったように小さく苦笑する。

「確かにちょっと怖いかなとは思うし、内容もよく分からないところが多いけど、この手紙書くの、きっと大変だったんじゃないかな。鞄かばんに入ってたのも恥はずかしがり屋なだけかもしれないし、そんなに悪く言ったら可哀かわい想そうだよ」

「どんだけお人好しなんですか！　物事をプラスに捉とらえ過ぎです！」

　うううと唸うなりながら、ばんばん机つくえを叩たたく。

「この手紙以外に、今まで何かそれっぽいことはなかったんですか？　例えば……常つねに視線を感じるとか、身近なものが無くなったりとか」

「うーん……。そういえばハンカチはよく無くしちゃう、かな。でも前に体操服も無くしたことあるし、多分わたしが落としものしやすいんだと思うよ」

「……あの、それは学校内で、ですか？」

「そうだよ。あのときは結けつ局きよく買い直すことになったし、日ひ頃ごろからもっと気をつけないと駄目だよね」

　軽い失敗談程度に語る萌先輩に、たらちねはぶるぶると身を震ふるわせ、

「どう考えても、それ盗ぬすまれてます！　おもいっきり被ひ害がいにあってるじゃないですか！」

「そんなことないって」

「あります！　だって隼はや人との目を盗んでハンカチ盗んだり、怪しい手紙を鞄に入れたりしてるんですよ？　隼人はずっと先輩にまとわりついてるのに、どうやって………………、」

　独ひとり力説していたたらちねは、不意に言葉を途と切ぎらせ、じろじろと舐なめ回すように僕を見る。

　なんだよ、その何かを疑うような目つきは。

「まさか────────────────、う、ううん。さっきから黙だまってるけど、隼はや人とはどう思うの？」

「どうって、何が」

「なにがじゃないでしょ。霧きり島しま先輩がストーカーに狙ねらわれてるかどうか！」

　確認を求めながらも、たらちねは僕が否定するとは疑いもしていない様子だった。

「それは、その…………」

　だけど、僕は。

「ごめん、よく分からない」

　答えを出すことができず、誤ご魔ま化かし、逃げてしまう。目を剥むくたらちねの視線からも逃げ、黙って下を向いた。

　僕も、手紙の主はストーカーだと思う。その点ではたらちねと同意見だ。

　……でも。

　僕とそのストーカーに、いったいどれほどの違ちがいがあるんだろう。

　一度浮かんだ疑問は、ねっとりと胸の奥底にへばり付いて離はなれなかった。交わされる会話を聞いてはいたけれど、内容はほとんど頭に入っていない。

　前世の記き憶おくに基もとづいて行動しているという点では、僕もストーカーも同じなのだ。萌もえのことなど少しも考えず、そこにあるのはただただ自分の勝手な都合だけ。違いがあるとすれば、僕はハンカチを盗ぬすんだりは────────、

　ぬすむ？

「許せん！」

　あまりの怒りに、視界が真まっ赤かに染まる。

　同じだと？　僕はなに馬鹿なことを考えていたんだ。ハンカチ、それにあまつさえ体操服を盗むなんて、ただの変態じゃないか！　全然同じじゃない！　一いつ緒しよにするな！

　僕は絶対に萌を傷つけない。絶対に悲しませるような真ま似ねはしない。変態ストーカー野郎とは、愛の深さが違うのだ。

　前世で萌と恋人同士だったというのが本当だろうと嘘うそであろうと、そんなの関係ない。娘を怖がらせた罪つみ、存分に償つぐなわせてやる。

「よし萌先輩、警察行きましょう警察！」

「えっ、ええっ？」

　いきり立って言う──のだが、萌先輩は即座に同意してはくれなかった。何な故ぜだ。

「け、警察はまだ早いんじゃないかな？」

「ですよね。やっぱりまずは自分の手でボコボコにしてからでないと」

「違うよ！　そうじゃなくて！」

　珍しく大きな声を出し、萌先輩は僕に手を伸ばす。まあまあ、と身振りしながら、

「まずは落ち着いて。ほら、座って！　……もし。もしだよ？　もし誰だれかに相談するんだとしても、まずは宇宿うすき先生が先だと思うよ」

「宇宿先生？」

　誰だっけ？　それ。つーか僕は相談をするつもりはないんだけど。

「家庭科部顧こ問もんの宇宿先生だよ。隼はや人とくんも前に会ったでしょ」

「えっと……、そう、でしたっけ」

　あれ？　萌もえ先輩が間ま違ちがったことを言うはずがないのに、全く心当たりがないぞ。

　僕が首を捻ひねっていると、

「ほら、あのカレー食べた日に部室来たんだ。あれ以来一度も来てないけど」

「サンキュ」

　たらちねが小声で教えてくれた。そりゃ覚えてないな。

「でも萌先輩、部室に来ないんじゃ、相談のしようがないんじゃないですか？」

「あ、そういえば最近部室に来てくれないね。去年はよく来てくれていたし、今も授業とかなんだかんだで毎日顔を合わせてるだけど」

「へー」

　授業で会えるだなんて、なんて羨うらやましいんだ。

　というか、どうして僕は萌先輩の担任教師として生まれ変わらなかったんだ。そうすれば今以上に一いつ緒しよにいられたはずなのに！　前世の僕が死ぬ前に産まれていた人には転生できないって？　そんなこと知るか！　時空を歪ゆがめるなりして融ゆう通づう利きかせろよ。使えねえな、神。

　……まあ、それはともかくとして。

　警察が駄目となると、自力で犯人を見つけなくてはならない。僕的にも望むところではあるけど。

「まあ学内で起こった事件だし、一応報告くらいは──」

　しておいた方がいい、と言おうとしたそのとき。

　天てん啓けいとでも言うべきか。雷に打たれたように、僕は一いつ瞬しゆんで全てを悟さとった。

　そうだ。萌先輩を狙ねらうストーカーは、この学校の中にいるのだ。

　ならば有力な犯人候補を、僕は知っているじゃないか。

「分かりました」

　有力というか、もう犯人だ。あいつしかいない。

「えっ──？」

「犯人が分かりました。ええ、間違いありません」

　はっきりと断言してしまう。すると萌先輩だけでなく、たらちね、それに紫むらさき原ばる先輩まで揃そろって唖あ然ぜんと僕を見つめた。

　ふふふ、僕の名めい探たん偵ていっぷりに驚おどろいてるんですね。気持ちは分かりますよ。

「それじゃ、ちょっくら行って捕まえてきます」

　萌もえ先輩の手から、すっと手紙を抜き取る。これは大事な証しよう拠こ物件だ。最初は薄うす気き味み悪かったけど、今では愛おしくすら感じられた。畳たたんでポケットにしまえば、もう準じゆん備び完了。

「えっ、あっ、ちょっと！」

「すぐ戻ってきますから！」

　萌先輩の声せい援えんを背に、僕は颯さつ爽そうと部室を出る。輝かがやかしい未来予想を胸に、軽やかに廊ろう下かを駆かけ抜けるのだった。
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「たのも──────う！」

　目的地に到着するなり、僕はノックもせずに勢いよくドアを開いた。返事を待つこともなく、のしのしと部屋へと足を踏ふみ入れる。ぐるりと室内を見渡し、

「いたな！　このストーカー野郎！」

　奥で立派な机つくえに座る男へと、ビシッと指を突き付けた。

　即すなわち、生徒会長へ。

「年ねん貢ぐの納おさめ時だぞ、覚かく悟ごしやがれ」

　勝ち誇ほこった顔で、僕はふふんと笑う。宣せん告こくを受けた生徒会長は、呆あつ気けに取られぽかんと口を開いた。聞きしに勝るイケメンだったけど、そうしてると間抜けに……見えないな、ちくしょう。それでも格かつ好こういいとかどういうことだよ。

　生徒会長以外に部屋にいたのは一人だけで、その人も目と口を丸くしている。もっと大勢の前で暴ばく露ろしてやりたかったけど、まあいい。

　二人ともよほど僕の登場に驚おどろいたのか、固まり部屋はしーんと静まり返る。

　……。

　いやあの、驚きよう愕がくしたのは分かったから、そろそろ何か言おうよ。このままじゃまるで、僕が滑すべったみたいじゃないか。

「君は──」

「ちょっと貴方あなた！　何を考えているの！」

　やっと生徒会長が反はん応のうしたと思ったら、もう一人の人物が僕と会長の間に割り込み、それを邪じや魔まする。

「ここは生徒会室よ！　礼儀をわきまえない人は出て行きなさい！」

　鋭するどい口調で一いつ喝かつしたのは、会計の腕わん章しようをつけた眼鏡めがねの女性だった。長めの髪を首の後ろで一つに纏まとめ、いかにも頭のよさそうなオーラを全身から垂たれ流している。

「いやあの、僕は生徒会長に用が──」

「でしたら事前に申しん請せいしなさい。会長のスケジュールは分刻きざみで埋うまっているの。貴方あなたもこの学校の生徒なら、知らないとは言わせないわよ」

「で、ですから、」

　ついさっきまで存そん在ざいさえ知らなかったんだけど、そんなことを言える雰ふん囲い気きじゃないな。

「僕は会長の悪事を──」

「出て行きなさい。貴重な会長と二人だけの時間を邪じや魔まするとは、万ばん死しに値あたいします」

「だから話を聞いてください！　つーか私し怨えんだし！」

　会計係の先輩はまるで聞く耳を持たず、視線はますます冷たくなっていく。無視して生徒会長の元へ行こうにも、素早いサイドステップで塞ふさがれてしまうし。大おお真ま面じ目めな顔して、なんてキビキビ動くんだこの人！

　だからといってすごすご帰るわけにはいかない。激しい反はん復ぷく横跳び合がつ戦せんを繰くり返していると、

「垂たる水みずさん、いいから」

　立ち塞がる壁の向こうから、低い美声が発せられた。

「会長！　ですが、」

「このまま押し問答を続ける方が、時間の浪ろう費ひだよ。俺おれが直接話をする」

「──っ、はい…………」

　会計係の先輩──垂水さんは悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ、素直に脇わきへ退ひく。なんだよこの反はん応のうの差は。顔か？　身長か？　その両方か？

　ま、まあいい。無駄に体力を消しよう耗もうしてしまったけど、これでやっと目的を果たすことができるのだ。

「用件を聞こうか。国こく分ぶ隼はや人とくん」

　ようやく近くで対面することのできた生徒会長は、落ち着きながらも厳きびしい表情で告つげ──、あれ？

「ど、どうして僕の名前を？」

「あの日体育館にいた人間で、君の名前を知らない者はいないよ。全校生徒の目の前でセクハラを働き、女子生徒を辱はずかしめた君をね」

　言われ、ようやく僕は思い出す。

「その声、あんた部活紹しよう介かいのときの司会者か」

「ああ。……気付いてなかったのか」

「あのときはよくも会長に恥はじをかかせてくれたわね！」

　当時を思い出したのか、垂水さんがまた金切り声を上げる。しかし少し呆あきれたように苦笑していた生徒会長は、静かに首を振り、

「俺の恥なんてどうでもいいことだよ。問題なのは、霧きり島しまさんへの痴ち漢かん行こう為いを防げなかったことだ」

　悔くやむように一いつ瞬しゆん顔を顰しかめ、すぐに気を取り直して強く僕を睨にらむ。ふん、茶番もいい加減にしろよ。

　そんな顔をしても、お前が影でハンカチ盗んだりしてることはバレているんだからな。あと、あれは涙なしには語れない感動の親子再会シーンだっただろ！

「何が痴ち漢かん行こう為いだ、このストーカー野郎」

　見下し、吐はき捨てるように告つげると、

「……部屋に入ってきたときも言っていたが、それはどういう意味だ？」

　まるで本当に心当たりがないかのように、生徒会長は怪け訝げんな顔をする。演技も上手だな。

「とぼけても無駄だぞ。あんたが萌もえ先輩をストーキングしてるってことは分かってんだ」

「……俺おれが、霧きり島しまさんを？」

「ああそうだ！　あとハンカチと体操服返せ変態！」

　喋しやべるにつれてまたどんどん怒りが膨ふくれ上がってきた。生徒会長へと詰つめ寄ると、背後で垂たる水みずさんが冷たく鼻で笑った。

「最初から分かってたことだけど、やっぱり貴方あなた、ただの馬鹿なのね。会長がそんなことするはずないじゃない」

「言ってろ。ちゃんと証しよう拠こもあるんだ」

　ポケットからあの病やんだ手紙を取り出し、──っと危ない、半紙なの忘れてた。気をつけないと破れちまうな。

「これが萌先輩の鞄かばんに勝手に入れられてたんだからな！」

　丁てい寧ねいに開き、文字が上になるようにして勢いよく机つくえに叩たたきつける。

「これは……」

「ひっ！」

　一目でその異常さに気付き、生徒会の二人は顔色を変えた。すぐに手を伸ばし、目を走らせていく。しばし無言のまま時間が流れ、

「……それで？」

「は？」

「証拠があると言っただろう。それを見せてもらおうか」

　やがて手紙を置いた生徒会長は、罪つみを認めるでもなくそう言った。おいおい、この期ごに及およんでまだ認めないつもりか。

「だから、その手紙が──」

「これは霧島さんがストーカーに狙ねらわれているという証拠だ。俺がそのストーカーだという証拠は、どこにあるんだ？」

「だから──……………………、え？」

　あれ？

「だってほら、ストーカーからの手紙だし？」

「それは認めた。俺おれが訊きいているのは、この手紙と俺の関連性だ。ざっと目を通した程度だが、俺の名前はどこにも書いていなかったぞ」

「え、えーっとえーっと」

　思い出せ僕。僕はどうして、ストーカーの正体が生徒会長だと突き止めたんだ。

　まずはそう、手紙をきっかけにして萌もえ先輩にストーカーがいることを知った。同時に生徒会長が萌先輩に分不相応な恋心を抱いているという情報も得ており、両者が僕の天才的な閃ひらめきによって結びついたのだ。

　……あれ？

　もしかして早合が点てんだった？　つーかただの願望？

「そうだ！　クラスどころか学年も違ちがうのに、萌先輩の名前をどうして知って──」

「目の前で行われた痴ち漢かんの被害者なんだから、知っていて当然だろう。それに彼女は家庭科部の部長を務めているんだ。部長会議などで以前から面めん識しきがある」

　せめて最後まで言わせてくれよ。

「その会議の際には全員分の美お味いしい茶菓子まで持参してくれるからな。つい好意に甘えてしまって、いつも世話になっているよ」

「それは皮肉か！」

「……？　何のことだ」

　いきり立つ僕を、会長は訝いぶかしげに見やる。意味が分からないといった表情で、……こいつ、色々と高性能なくせに、もしかして味覚は残念なのか？

　あ、いやいや、萌先輩の味覚が残念だと遠回しに言っているわけではなくてね。うん。ただちょっと、こいつの味覚が羨うらやましいような、そうでないような感じがいたしまして。ええ。

「どうやら、証しよう拠こはないようだな」

　僕が自分に言い訳わけしていると、生徒会長は話を元に戻し、独ひとりで勝手に判断を下しやがった。いや待て待て、このまま終わらせてたまるか！

「あ、あんたがストーカーだって証拠が足りないことは認める。認めようじゃないか。でも、あんたがその候補なのは変わらないぞ」

「……今度こそ、根こん拠きよがあるんだろうな」

「勿もち論ろんだとも」

　白い目を向ける生徒会長に、確信を持って頷うなずく。

「だってあんた、萌先輩のこと好きだろ。そして、そのことを隠してる」

「っ────」

　僕の言葉に、さすがの生徒会長も顔色を変えた。はっと息を飲み、

「貴方あなた、いい加減にしなさい！」

　しかし答えるのに先回りして、我が慢まんできないとばかりに垂たる水みずさんが口を挟はさむ。

「そんなことあるわけないでしょう！　会長は職を辞するまで、誰だれともお付き合いしないと明言しているんです！　そ、そう、また根こん拠きよのない──」

「目を見れば分かる」

　騒さわぐ彼女に応じながらも、僕は一いつ瞬しゆんたりとも生徒会長から目を逸そらさなかった。じっと見据すえたまま、その反はん応のうを確かめる。

「僕は萌もえ先輩が好きだ。隠すことなく堂々と宣せん言げんしてやる。だから、同じく萌に『好き』って感情を抱いているやつがいたら、目を見ればすぐに分かる。一目で見分けられるんだよ！」

　谷たに山やまからの情報提供がなくても、絶対に気付いていた自信がある。

　萌の名前を呼んだとき。冷静沈ちん着ちやくな生徒会長が瞳ひとみの奥を揺ゆらしたことを、僕は見逃のがしていなかった。

　父親の目を、舐なめるなよ。

「こ、根拠になってないじゃない──」

　またごちゃごちゃと垂水さんは喋しやべっていたが、僕はもう耳を貸さない。生徒会長がどう答えるのか、ただそれだけを待った。

　娘と付き合いたいのなら、まずはその想いの強さを示してみやがれ。

　────しかし。

「……俺おれからも言わせてもらおうか」

　生徒会長が選んだのは、逃げだった。

「好き勝手言ってくれたが、ストーカーの正体は君ではないのか？」

「はぁっ!?」

　侮ぶ辱じよくとはぐらかされたのが合わさり、僕の怒りは一気に頂点に達する。

「ふざけたこと言ってんじゃねーよ！」

「ふざけているつもりはない。俺は真ま面じ目めに言っているんだ」

　僕とは対照的に、あくまで冷静に、

「君は部活紹しよう介かいの際に、初対面の霧きり島しまさんに抱きついている。普通ならあり得ない、異常な、そして一方的な愛情の示し方だろう。その後も同じ家庭科部に入部し、休み時間のたびに彼女の元へ行っているらしいな。君はそれを普通のことだと思っているのか？」

「それ、は……」

「霧島さんの優しい性格につけ込んでいるだけで、現時点でもストーカーと同じだと自覚したことはないのか？　……行動がエスカレートして、君がこんな手紙を送りつけたんだとしても、俺は不思議に思わないよ」

　理路整然と、生徒会長は語る。

　遅おそまきながら、家庭科部室でたらちねが何か言いたげな目で僕を見た理由が分かった。あいつも一いつ瞬しゆんとはいえ、僕のことを疑ったのだろう。ふむ。確かに第三者の目で見たら、僕の行動はストーカーと認定されても仕方ない部分がある。それは事実だろう。

　でも。

「それがどうした」

　そんな悩み、ついさっき乗り越こえたばかりなのだ。昨日までの僕だったらへこんでただろうけど、残念。一歩遅おそかったな。

「ど、どうしただと？」

「ああ。どこの誰だれに何と思われようとも構うもんか。したきゃ勝手にストーカー扱あつかいしろよ。萌もえ先輩さえ違ちがうと分かってくれるのなら、僕はそれだけで十分だ」

　平然と、いやむしろ誇ほこらしげに僕は言い切る。

「自分の気持ちも正直に言えない、中ちゆう途と半はん端ぱな野郎とは違うんでね」

　誰のこととは言わないが、一番そのことを理解しているのは当の本人だ。わなわなと口元を歪ゆがめ、

「────────────くそっ」

　吐はき捨てるように呟つぶやく。ふん、やっぱりそれが本性か。

「あんたなんかにゃ、絶対萌は渡さないぞ」

「それは俺おれも同じだ。お前が霧きり島しまさんの傍そばをうろちょろするなんて、苛いら々いらする」

「気が合うじゃないか。僕もだよ」

　語気こそ抑おさえつつ、溢あふれる怒気を隠そうともせず生徒会長は僕を睨にらむ。「会長!?」と垂たる水みずさんが声を裏返すが、僕はもちろん生徒会長も相手にしない。

　ぐぬぬと唸うなりつつ、顔を近づけ至し近きん距離で睨み合う。

　互たがいに譲ゆずるつもりがないのははっきりしているのだ。みるみるうちに空気は緊きん迫ぱく感かんを増していき──

「『そういうときは喧けん嘩かではなく、何か勝負をして決めるべきだ』」

　臨りん界かい点てんを迎える寸前、新たな第三者の声が割り込んだ。

　それがもし生徒会の役員だったら、僕は無視していただろう。でも、その聞き間違いようのない声に、つい振り向むいてしまう。

　僕が明けっぱなしにしていた出入り口のドア。そこに立っていたのは予想通りたらちねで、

「『そういう展開が、私の好みだな』」

　何様だと思わずつっこみたくなるような、らしくない台詞せりふを吐はく。

「な、何言ってんだお前？」

「ぼくじゃないよ！　ぼくはただ、代弁しろって言われただけ！　……ほらやっぱりヘンな目で見られたじゃないですか！　隠れてないで出てきてくださいよ！」

　たらちねは涙目でそう訴えると、誰かの腕を掴つかんで無理矢理に引っ張る。ドアの影から姿を現したのは、

「紫むらさき原ばる先、輩……？」

　紫原先輩のようで、紫原先輩ではなかった。

　いつもは過か剰じようなほどふんぞり返っている背中は小さく丸まり、露ろ出しゆつしっぱなしだったおへそがきちんと制服に覆おおわれている。ほとんど抱きつくようにたらちねの肩をしっかり掴つかみ、こそこそと背後へ回っていた。……あの、全然隠れてないですから。

　顔色はまさに蒼そう白はくで、初めて会ったときより生気が感じられない。喜々としてオカルトを解説していた彼女の面おも影かげは、全くなかった。
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「先輩……ですよね？　何があったんですか？」

「なにもないよ。これが普段の紫原先輩」

　たらちねは溜ため息いきをつき、

「ほら、最初に言ってただろ？　人見知りするって」

「いや確かに言ってたけどさ。限度ってものがあるだろ」

「知らないよ。ぼくに言わないで」

　ここに来るまでによほど疲つかれたのだろう、たらちねは力なくこぼした。しかし紫原先輩が何か耳打ちすると、

「それで、勝負はどうなった──って言ってます」

　律りち儀ぎに代弁をこなす。根が真ま面じ目めだと、こういうとき大変だな。

「お互たがいに相手が萌もえに近づいて欲しくないと思っているなら、その権利を賭かけて勝負してはどうか──だそうです」

　勝負との言葉に改めて生徒会長へと向き直る……が、なんというか、水を差されてもう喧けん嘩かをする気分ではなくなってしまった。生徒会長も毒気を抜かれたらしく、目を瞑つぶって深々と息を吐はく。

「──まずは中に入ってドアを閉めてくれないか。それからその『勝負』について、聞かせてもらうとしよう」

「か、会長!?　本気ですか！」

　その言葉が意外だったのか、垂たる水みずさんは目を白黒させる。なんかもう、僕の中で驚おどろきキャラとして定着しつつあるなこの人。

　説得の言葉を連つらねるが、生徒会長は黙だまって首を振り、

「暴力事件を回かい避ひしてやったんだから感謝しろ──って言ってま、だ、だからぼくの意見じゃないんですって！」

　垂水さんに八つ当たり気味に睨にらまれ、たらちねは再び目に涙を浮かべる。たらちねを介して紫むらさき原ばる先輩と垂水さんの口論は続き、僕は突っ立ったまま、黙ってそれを眺ながめるのであった。

　……あれ？　いつの間にか僕、空気になってない？










・その４




　勝負と言ったら、やっぱり三本勝負しかない。

　紫むらさき原ばる先輩がそう強く主張したことにより、勝負は全三回で行われることになった。





　・僕が勝ったら、生徒会長は金こん輪りん際ざい萌もえに近づかない。

　・生徒会長が勝ったら、僕は家庭科部を辞める。

　・勝負の内容としては、僕と生徒会長がそれぞれ一つずつ指定し、最後の一つは萌先輩自身に決定してもらう。

　・公平を期すため、萌先輩には『彼女自身』が勝利の報ほう酬しゆうになっていることを、伝えないものとする。






　以上が生徒会室での話し合いで決められた、決けつ闘とうのルールである。

　話し合いというか、ほぼ紫原先輩の主張通りに話が進められたんだけど。生徒会長側が特に反論しなかったのは、意見が僕に有利というわけではなかったのと、代弁させられるたらちねに同情したからだろう。

　一回戦目の内容は生徒会長が指定することになり──

「どこまで卑ひ怯きようなんだ、あいつは！」

　学校からの帰り。電車に揺ゆられながら、僕は怒りをぶちまけていた。

「卑怯って、まさか生徒会長さんのこと？」

「他に誰だれがいるんだよ」

　隣となりに座るたらちねを睨にらむ。車内はガラガラに空すいており、同じ学校の生徒に盗ぬすみ聞かれる心配はなかった。

「ぼくは噂うわさ通りのいい人だと思ったけど。最初はすごい剣けん幕まくでびっくりしたけど、声をかけてからは落ち着いて対応してくれたし。あの人を怒らせるだなんて、隼はや人とがよっぽどひどいこと言ったんじゃないの？」

　軽く責めるような目で僕を見る。お前も敵か。

「あれは演技だよ。たらちねと紫原先輩が来たから、本性を隠していい人を装よそおってただけに決まってるだろ」

「そうかなー？」

「絶対だ絶対！　だって本当にいい人が、あんな勝負内容を決めると思うか？」

　首を傾かしげるたらちねに、僕は重ねて主張する。

　生徒会長の決めた勝負──、それは格闘技での試合だった。

　空手の経験者だという生徒会長は、僕に稽けい古こをつけ、根こん性じようをたたき直してやると宣せん言げんした。武器の使用に金的、目つぶし、その他諸もろ々もろの禁止事項を設もうけ、きちんとルールに則のつとり勝負するのだと一応名目を立ててはいたが、

「生徒会長にとって鉄板過ぎるだろ。勝負として成立しねーっての！」

「……まあね。でも勝負そのものは、真っ当だと思うけど？」

「んなことねえよ。少し前まで中学生だった僕と、もうすぐ大学生になろうって会長じゃ、まるっきり大人と子供じゃねーか」

「いや、その理論はちょっとどうかと」

「いいやそうだね。だって僕と会長の体格差を考えてみろよ」

　身長百八十五。野球部のピッチャーでもある生徒会長に対し、僕はまだまだ成長の余地を存分に残している。はず。はずなんだよ。というか伸びてください。

　今までずっと帰宅部だったので、体育の授業くらいでしか運動しないし、殴なぐり合いの喧けん嘩かなんて本当に小さな子供のとき以来していない。

「きっとあのチート会長のことだから、空手でも全国制せい覇はの経験があったりするんだろ。卑ひ怯きよう者ものめ！」

「知らないのに想像で文句言うのは止めなよ。……十分あり得そうだけどさ」

　ほれ見ろ。やっぱりそんな勝負をふっかけるなんて、善人ではない証あかしじゃないか。

「じゃあさ、隼はや人とだったらどんな勝負にしてたの？」

「僕だったら？」

「うん。もし隼人が一回戦目の勝負内容を決めるなら、どんなのにしてた？」

　……ううむ。

　生徒会長との勝負は、やつを萌もえに近づけさせないためのものだ。

　だけど同時に、萌を任せるに足る男なのか確かめるための機会でもあると僕は考えている。また誰だれか生徒会長以外の男が萌との交際を求めてきたときも、同じ試練を課すつもりだ。

　なので──

「素手同士での決けつ闘とう、かな。いざというとき萌先輩を守れるだけの力がないと」

　悩んだ末、自信を持って告つげる。

「それ、会長のと一いつ緒しよだよね」

「………………いやいや、僕の方から提案することが重要なんだって」

「でも一緒だよね。というか、むしろ荒っぽくなってるよね」

　執しつ拗ように繰くり返すたらちねから目を逸そらし、僕はふーふーと吹けない口笛を吹く。

　そういうこと、言うなよ。

「ま、まあとにかく、あいつは萌先輩に相応ふさわしくないんだって」

「……それは隼人が口出しするようなことじゃないだろ」

　たらちねはむすっと頬ほおを膨ふくらまし、

「まさか、自分以外は誰だれも相応ふさわしくないって言うつもり？」

「僕？　僕は相応しくないよ。候補者にも入らないし」

　父親で、別べつ枠わくだからな。

　さらっと僕が流すと、たらちねは意外そうに何度も瞬まばたきする。

「そ、そうなの？　……じゃあ、どんな人なら隼はや人とは納なつ得とくするのさ？」

「そうだな……。顔とか外見は萌もえ先輩の好みだとして、さっきも言った通り強さは最低限必要だな。あ、萌先輩を何よりも優先するのは言うまでもないことだぞ。真ま面じ目めで誠せい実じつで優しくて、ユーモアのセンスも欲しい。年収は一千万以上。安定した堅い職業に就ついているのが望ましい。嫁よめ姑しゆうとめ問題を味わわせるわけにはいかないから、長男は駄目だ。あんまり年上過ぎるのも駄目だな。健康で持病がなく、萌先輩より長生きするやつでないと。それに──」

「ちょっと！　ストップストップ！」

　まだまだ言い足りないのに、たらちねはうんざりした様子で止めに入った。

「なんだよその条件。霧きり島しま先輩の父親気取りか」

「気取──、………………」

　反射的に叫さけびそうになってしまい、僕はギリギリでどうにか自制する。

　気取っているのではなく、本当の父親なのだと名乗りたいよちくしょう！

「いいだろ別に」

「よくないでしょ。それにその条件に合うのって、未来の生徒会長じゃない？」

「そんなこと……、」

　ない、と言いたいところだけど、悔くやしいことにすんなり納なつ得とくできてしまう。

「……いや、ああいう順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生を送ってきたやつほど、大学や会社で挫ざ折せつして、そのままひきこもりになったりするんだよ。つーかなれ」

「もうさ、ただの悪口だよね」

　たらちねは呆あきれる──のではなく、疲つかれたように溜ため息いきをつく。

「さっきから情けない発言ばっかで、なんか悲しくなってきた」

　じろじろと僕を上から下まで眺ながめ、

「隼人。確認するけど、本当にあの手紙出したの隼人じゃないんだよね？」

　普段より少し低いトーンで、言う。

「おい、怒るぞ」

「ぼくだって疑いたくはないし、隼人がそんなことするとは思えないよ。でも、隼人の霧島先輩への懐なつきさ加減は、やっぱり度を超してるもん。中学の頃ころまでとはまるで別人だし」

　僕が睨にらんでも、たらちねはいつものように睨み返してはこない。下唇くちびるを噛かみ、揺ゆれる瞳ひとみで真まっ直すぐに僕を見つめる。

「正直に答えて。隼はや人とは、ストーカーなんかじゃないよね」

「当たり前だろ」

　一いつ瞬しゆんも溜ためることなく、僕は即答。

「僕がそんなことしないって一番よく分かってるのはお前だろ。生徒会長といい、何でそう僕を疑いたがるんだよ。……たらちねにまで本気で疑われると、さすがに、ちょっと、つらいぞ」

　萌もえさえ分かってくれればそれでいい。生徒会長に放ったその言葉に嘘うそはない。

　でも。自分でも今初めて気付いたんだけど、僕はたらちねに理解されないとは、最初から想定すらしていなかったらしいのだ。分かってくれるものだと、はなから信じ切っていた。

　自分でも驚おどろくくらい、じわじわとダメージが湧わいてくる。

「ご！　ごめん、隼人……」

「いい。いいよ」

　僕が力なく首を振ると、たらちねはさっと顔を青ざめた。違ちがう違う、怒ったわけでも、愛あい想そを尽つかしたわけでもないよ。

「そんなに謝あやまらなくていいって。端はたから見たら怪しいってことは、僕も自覚してるんだ」

「そっか…………って嘘うそ!?　あったんだ？」

「今日気付いた」

「遅おそっ！」

　つっこむたらちねの声も表情も、すっかり元に戻っている。よしよし、それでいい。

「それにあれだぞ？　僕は言うほど萌先輩のこと、詳くわしくはないぞ」

「そう……なの？」

「ああ。知ってることといえば、二年二組で出席番号は七番。廊ろう下か側三列目、前から四番目の席。誕生日は十一月二十九日、誕生時間は十九時六分。射手座のＯ型。血液型は僕と一いつ緒しよだな。身長百四十六センチ、体重ならびにスリーサイズは不明。知ってても教える気はないぞ。成績は上の中。文系の科目が得意で、特に苦手って教科はなし。運動は好きだがあまり得意ではない。好きなだけで十分だけど。趣しゆ味みはお菓子作り。特技も同じだ。料理だけでなく、家事全ぜん般ぱんは人並み以上にこなせる。甘いものや辛からいものなど、味のはっきりした食べ物を比較的好むな。将来は食品関係の道に進みたいと思っているけど、まだ未定の範はん囲い内。一番の親友である紫むらさき原ばる先輩とは中学一年からの付き合いだそうだ。学校へも紫原先輩と一緒に徒歩で通っている。遅ち刻こくしそうなときだけバスを使うようにしているけど、寝ね坊ぼうは滅めつ多たにしない。土日もちゃんと朝に起きて、規則正しい生活を送っている。テレビは料理番組以外あんまり観みないそうだ。好きな色は青で、薄い方がより好みだそうだ。今一番欲しいのは新しいオーブン。最近バイトに興味があるって言ってたけど、僕は反対だな。好きな音楽の傾けい向こうは──、」

　思いつくままに気分よく語っていた僕だけど、たらちねが全く口を挟はさまないことに気付いていったん喋しやべるのを止めた。ちゃんと聞いているのかと確認すると、

「うわぁ……」

　まるで気持ち悪いものでも見るような目で、たらちねは僕を見ていた。

「気持ち悪いよ、隼はや人と……」

　口でも言うのかよ。せめてそこは濁にごせよ。

「あのさ、ほんとにストーカーじゃないんだよね？」

「それはさっき納なつ得とくしたはずだろ！」

「したけどさ、なんか不安になって」

「全部萌もえ先輩に直接訊きいたことだって！　こそこそ嗅かぎ回ったりはしてねえよ」

　電車内なのを忘れ、今までで一番大声を出してしまう。……うん。空すいてるからって、長いことちょっと好き勝手に喋り過ぎてたな。気付いてなかったけど、前からチラチラ見られてたっぽいし。

　たらちねも同じことを悟さとったのだろう。赤面し、顔を伏ふせる。

「わ、分かった。……怪しいくらい知り過ぎだとは思うけど」

　小声で付け加えられたその言葉に、

「そんなこと、ねえよ」

　僕は唇くちびるを噛かみ締しめ、窓から遠くを眺ながめる。

　死に別れてからのブランクを少しでも埋うめようと、僕はことある毎ごとに萌に質問し、彼女のことを少しでも知ろうとしてきた。

　……でも。

　一番知りたいと思っていることは、どうしても訊けなかった。

　訊くのが、答えを知るのが怖かったのだ。

「……隼人？」

　僕が沈しずんだことを察し、たらちねが顔を覗のぞき込むが、答える気分にはなれない。

　情けない思いでいっぱいで、駅に到着するまでふさぎ込んでしまった。





＊






　そして迎えた決けつ闘とう当日。

　というか、翌日の放課後。

「何だよ、これは……」

　対決場所として指定された柔道場まで足を運んだ僕は、目の前の光景に絶句してしまった。

　人。人。人。

　さほど大きくない柔道場。その周りを取り囲むように、大勢の生徒がわらわらと群がっていたのだ。

　優に五十人以上はいるんじゃないだろうか。帰り途と中ちゆうらしい制服で鞄かばんを持った者から、サッカー部や野球部など各部のユニフォーム姿の者まで。男女も混在し、学年も様々。

　唯ゆい一いつ共通する点は、全員何かプリントのようなものを手にしていることか。熱心にそれに見入っている者も多い。

「ようお二人さん、お早いお着きで」

　立ち止まって呆ぼう然ぜんとしていると、誰だれかが後ろから声をかける。

「何でお前がここにいるんだよ」

　振り向くとそこに立っていたのは、首が埋まい没ぼつするほど丸々と太った眼鏡めがねの男。

「あ、谷たに山やまくん。昨日はありがと。それとごめんね、なんか色々ごたごたしてて、あれから連れん絡らくするの忘れちゃってて」

「なあに、かのやんと俺おれの仲じゃないか。いいってことよ」

　僕の問いを無視し、谷山はたらちねに笑顔を向けた。

「昨日って何だよ」

「言ってなかったっけ？　昨日隼はや人とが部室を飛び出して行ったとき、生徒会室にいるんじゃないかって教えてくれたの谷山くんなんだ」

「そうだぜ。霧きり島しま先輩とのことを教えたばっかだから見当ついたけど、まさか本当に生徒会室にいたってのは、俺にも意外だったんだけどな。おかげで生徒会長との暴力事件は避けられたんだし、感謝しろよ」

　谷山はにひひと歯を見せる。なるほど、そういうことか。

「つまり、ここに人が大勢いるはお前のせいなんだな？」

「ん？」

「とぼけんなよ。告知なんてしてないのに、あの人達はどう考えても、僕と生徒会長の対決を見物しに集まってるだろ。僕らは勝負のことを口外してないし、他にそのことを知ってる可能性があるのはお前だけだ」

　暴力事件を避けられた云うん々ぬんと言っていることだし、きっと自分も生徒会室まで来て、外から盗ぬすみ聞きでもしてやがったんだろう。

　鋭するどい閃ひらめきに定評のある僕の指摘に、しかし谷山は肩を竦すくめ、

「俺のせい……ってわけじゃないのは本当だぜ。なにせ俺はまだ下したっ端ぱだからな、重要な記事は任せてもらえねえんだ」

　見物人達が持っていたのと同じプリントを取り出し、僕とたらちねに差し出す。

「俺がしたのは、これを配ったことくらいのもんよ」

　新聞紙を半分に折おったくらいの大きさだろうか。渡されたそれには、でかでかと『竜りゆうヶが水みずスポーツ・号外』と印刷されていた。

「お前んとこで作ってる新聞か」

「通称竜りゆうスポな。今後ともよろしく。輪転機の調子が悪くて配布がギリギリになっちまったけど、まあ上々の売れ行きだぜ」

　谷たに山やまは自じ慢まんげに胸を張る。号外なのにタダじゃないのか。

「こんなの買うとか、この学校暇ひまなやつ多いな」

　紫むらさき原ばる先輩じゃあるまいし。自分では絶対に金を払うつもりはないけど、渡されたからにはまあ、目くらいは通しておこう。

　どれどれ……、『我が校の誇ほこる生徒会長である皇こう徳とく寺じ忠ただ明あき氏が、このたび一年の国こく分ぶ隼はや人と少年と三本勝負を行うことが決定した。この国分隼人なる少年の名前を聞いた覚えのある諸君も多いことだろう。去る部活動紹しよう介かいの日に、新入生全員の前で堂々と女生徒に抱き付くというセクハラ事件を起こした人物こそが彼なのである。さてこの少年、何を勘かん違ちがいしたのか皇徳寺氏がセクハラの被害者である女生徒に懸け想そうしているとの妄もう想そうを抱き、あろうことか警告をするまでに至いたった。曰いわく、『彼女に近づくな』と。この事態に以前から少年が女生徒にしつこく付きまとっているとの情報を得ていた皇徳寺氏は、女生徒を救うため自ら……』

「──ってなんじゃこりゃ！」

　そこまで読んだところで、僕は我慢できずに新聞をびりびりに破り捨てた。

「お、おいっ！　何すんだ！」

「お前こそ何書いてんだよ！　一方的過ぎんだろこの記事！」

　谷山の胸ぐらを掴つかむ。盛さかんに唾つばを飛ばすが、谷山はにやにや笑いを消さなかった。

「だから執しつ筆ぴつしたの俺おれじゃないんだって。それに嘘うそは書いてないはずだぞ。『真実を面白おかしく誇こ張ちようし、極限までデマに近づける』ってのが部のスローガンだからな」

「ほぼデマじゃねーか」

「報道機関を気き取どるつもりはないから、権力にも喜んで尻尾しつぽを振るぞ」

「最悪だ」

　何を言っても無駄だと理解し、僕は谷山から手を離はなす。脱力して肩を落としていると、

「確かに嘘は書いてないみたいだよ。三本勝負のルールも全部乗ってるし」

　黙だまって新聞を熟じゆく読どくしていたたらちねが、ふむふむと頷うなずいた。

「凄すごいね。昨日の生徒会室でのやりとりが完全再現されてるよ」

「まあな。我らスポーツ新聞部の情報網もうを甘く見るなよ」

　谷山はふふん、と胸を張る。

「ただの盗み聞きだろ。つーか勝手に勝負の話を広めるんじゃねーよ。誰だれかが萌もえ先輩に教えたらどうすんだ」

「霧きり島しま先輩には秘密にしてくれって、生徒会長直じき々じきの言葉を載のせておいたから心配すんな。この学校に、生徒会長様の頼みを断るやつはいないからな」

「くっ……」

　手回しがいいなちくしょう。こんな低てい俗ぞくなゴシップ紙を萌もえ先輩が自分から買うとも思えないし、嫌いやでも納なつ得とくできてしまう。

「……それはいいとしても、内容だ内容！　嘘うそじゃなくても偏かたより過ぎだろ。これじゃ完全に僕が悪者で、生徒会長が正義のヒーローじゃねえか」

「……だいたい合ってるよね？」

「よし分かった。やっぱりお前は敵だ」

　たらちねとは一度じっくり話をしなければなるまい。心の中で僕が誓ちかっていると、谷たに山やまはばつが悪そうに頭を掻かき、

「それはまあ、仕方ねえ部分もあるんだよ」

　初めて弁べん解かいらしき言葉を口にした。

「昨日の今日でこんなに貢こう献けんしてくれた隼はや人とには悪いんだが、生徒会長のゴシップとして扱あつかうにはまだ証しよう拠こが弱いんだ。それに、スポーツ新聞部の保身のためだけじゃなくて、ある意味では霧きり島しま先輩のためでもあるんだぜ」

「どういう意味だ？」

　僕にはやっぱり保身としか思えなかったけど、萌先輩に関することなら聞き逃のがせない。

「生徒会長は学校一の人気者だぞ？　『皇こう徳とく寺じ氏も女生徒に好意を抱いており、女生徒と付き合う権利を賭かけて少年と戦うことに』なんて書いたら、霧島先輩の身に何が起こるか分かったもんじゃねえ」

　谷山はぶるっと有り余あまる脂し肪ぼうを揺ゆらし、

「女子のいじめは男子より陰いん湿しつだって聞くぞ」

「ちょっと大おお袈げ裟さじゃないかな」

「そうとも言い切れないのが生徒会長の恐ろしさなんだよ、かのやん」

　そうだぞたらちね。

「つまり生徒会長は、近づくだけで萌先輩の迷めい惑わくになるってことだな」

　僕が核心を突くと、何な故ぜか二人は顔をひきつらせ、

「それは、ちょっと……」

「言い過ぎ、じゃね？」

　控ひかえめに言葉を濁にごす。たらちねだけじゃなく、谷山、お前も敵か。……最初から敵だな。

　この学校は敵だらけだと僕が警けい戒かい心しんを高めていると、谷山はわざとらしく咳せき払い。

「ま、まあ相手が霧島先輩なら、そんなひどいことにはならないかもしれないけど」

「僕が守るから当然だな」

「じゃなくて。霧島先輩は霧島先輩で、そこそこ有名な人だからな」

「そうなの？」

　僕よりも先に、たらちねが食いつく。

「誰だれにでも優しくて親切だから、霧きり島しま先輩と直接面識のあるやつで、先輩を悪く言う人は一人もいないって評判だぜ。俺おれの好みではないけど、普通に可愛かわいいし」

「そうだろそうだろ」

　普通とか好みじゃないとか、色々ひっかかるけどスルーしておいてやろう。

「手作りのお菓子を振る舞われてからは、大たい概がいのやつが一定の距離を取るようになるらしいんだけどな」

「そ……」

「俺も味については又聞きしただけだけど、十分納なつ得とくできたぜ。それでも霧島先輩は悪く言われないってんだから驚おどろきだ」

　……。

　うん。萌もえ先輩の人望の厚さを物語る、素す晴ばらしいエピソードじゃないか。

　だからほら、たらちねももっと笑えよ。

「それに紫むらさき原ばる先輩が一いつ緒しよってのも、大きいな」

　微び妙みような表情をする僕とたらちねに構わず、谷たに山やまは話を続けた。

「あの人も有名だったのか？」

「有名も有名、むしろ紫原先輩の方が圧あつ倒とう的てきに知名度が高いぞ。校内でも生徒会長に次いで名が知られてるんじゃねーか？　なにせあれだけの美人、そうそうお目にかかれねえよ」

「へ、へー」

「簡単に人を寄せ付けない神しん秘ぴ的なところも支持されてるな。近づいた人に不幸を呼ぶから、自分から敢あえて距離を取ってるって話も聞いたことあるぞ」

「なにその設定」

　本人が聞いたら、さぞ喜ぶことだろう。本当はただの人見知りなのに。

「せっかく隼はや人ととかのやんが家庭科部に入部したことだし、俺もお近づきになれたらって思ってたんだが……。今日は先輩方、特に紫原先輩は来てないのか」

「いや？　部室から一緒にここまで──」

　来たはずなんだけど、そういえばさっきから声を聞かないな。軽く周りを見渡しても、どこにもその姿はない。

「たらちね、萌先輩達がどこ行ったのか知ってるか？」

「ううん。ぼくもいないの気付かなかった。多分、お手洗いにでも行ってるんでしょ」

　うう……、僕が萌先輩の不在に気付かないとは、なんたる不覚。

「まあ今度でいいか。じゃあ隼人、二試合目は取れるように頑がん張ばれよ！」

　紹しよう介かいされるのが無理だと分かると、谷山は用は済んだとばかりにさっさと離はなれていく。きっとまた号外を配りに戻るのだろう。

　それにしても谷たに山やまの野郎、今日の勝負に僕が負けるのが確定しているような言いっぷりをしやがって。最初からそのつもりはなかったけど、絶対に萌もえ先輩を紹しよう介かいなんてしてやるものか。

　……いいや、違ちがうな。

　生徒会長の勝ちを確信しているのは谷山だけではない。ここに集まっている見物人全てがそう考えているのだろう。わざわざ確かめてはいないけど、たらちねだって、きっと。

　何より悔くやしいのは、僕自身それを認めているということだ。

　昨日たらちねとも話した通り、この勝負は元々生徒会長に有利過ぎるのだ。昨日の今日では何の対策も練ねることはできなかったし。まあ彼ひ我がの実力差は一夜漬づけの特とつ訓くんでどうにかなるレベルではないけどな！

　鍛きたえる猶ゆう予よを与えなかった生徒会長の卑ひ怯きよう者ものっぷりを改めて確認すると、その狙ねらいに乗ってやるのが腹立たしくなってきた。ここは敢あえて、戦術的撤てつ退たいを選ぶのも悪くない気がする。情報は大きな武器だ。わざわざ負ける試合に出かけて僕の弱点を晒さらすより、名めい誉よの不戦敗を選んだ方が後々有利になる。だろう。うむ、これは逃げではない。待ちぼうけさせることにより、生徒会長の精神面を攻撃する戦略なのだ。

　と、いうことで──

「ごめーん！　隼はや人とくん、かのちゃん」

　僕がくるりと踵きびすを返すと、校舎の方から萌先輩がとてとてとこちらへ駆かけ寄ってきた。ああ、足下気をつけないと危ないですよ！

「どこに行ってたんですか？」

　僕の質問に、萌先輩はふう、と息を整え、

「志し緒お理りちゃんが人に酔よっちゃって、部室まで送ってたんだ。こんなに大勢人が集まってるのは予想外だったから、心の準備ができてなかったみたい」

「……なるほど」

　すごく納なつ得とくできるんだけど、あの人はこの先、萌先輩なしで生活できるんだろうか。

「でもよかった。試合には間に合ったみたいだね」

「うっ……。そ、そのことなんですけど──」

　非常に高度な判断で、部室に戻ることにしました。そう伝えようとしたんだけど、

「ファイトだよ！　隼人くん」

　萌先輩は小さな拳こぶしをぎゅっと握にぎり、むふーと鼻で息をする。

「そのですね、」

「頑がん張ばってね！」

「あの、」

「負けちゃだめだよ！」

　熱い眼まな差ざしで見つめられ、

「はい、頑がん張ばります！」

　僕はしゃんと背筋を伸ばし、元気よく答えた。

　いやいや、自じ棄きになったわけではない。逃げ道を塞ふさがれ、仕方なくそう言ったわけでもない。

　体中からふつふつとやる気が湧わき起こり、

「それじゃあ、生徒会長を倒しに行きましょうか！」

　みなぎる気力に促うながされるまま、柔道場へと足を踏ふみ出す。

　娘に応おう援えんされて。

　その気にならない父親など、どこにもいないのだ。





＊






　谷たに山やまの新聞の効果なのか、勝負の時間が近づくにつれ、見物人の数はどんどん増えていった。いつまでも立ち話をしている場合じゃないと、萌もえ先輩と合流した僕らも柔道場へと向かう。

　好奇の視線を全身に浴あび、人をかき分けどうにか辿たどり着くと、

「あら、逃げずにちゃんと来たのね」

　入り口で待ちかまえていた垂たる水みずさんが、実に意外そうに言った。

「褒ほめてあげるわ。今日はよく頑張ったわね」

「もう終わったみたいに言わないでください」

　これからが本番だってのに、この人の生徒会長への心しん酔すいっぷりは相変わらずだな。

　道場内にいたのは、生徒会長と垂水さん、それに立会人である柔道部部長の三人だけだった。さすがに中にまでは見物人を入れていないようで、ほっと一安心。窓という窓から覗のぞかれてはいるけど、それは見ないことにする。

「んじゃ、ちゃちゃっと用意するんで」

　取り敢あえず靴下を脱ぎ、隅すみへと移動する。ストレッチをしながら観察すると、ジャージ姿の僕とは違ちがい、生徒会長はきちんと空手の胴着を着ていた。

　着てはいたんだけど。

「……あんた、経験者なのに黒帯じゃないのか？」

　締しめている帯は白。意外な色に思わず訊たずねると、

「空手を習っていたのは小学生の頃ころまでなんだ。当時は黒帯だったし、型は毎日練習しているが、今の俺おれに相応ふさわしいのはこれだと思ってな」

　生徒会長は恥はじるでもなく、さらりと言う。堂々とした立ち姿には貫かん禄ろくがあり、あいつの周りだけ、空気が凜りんと浄化されているような気さえさせられた。

「会長の強さは、帯の色なんかに左右されないのよ」

　垂水さんがうっとりと目を細めながら太たい鼓こ持ちを始めたことで、僕は、自分がやつに見とれかけていたことに気付く。ちくしょう、なんて嫌いやな野郎だ。

　歯軋ぎしりしながら改めて生徒会長を見やると、野球部のキャプテンを務めているだけあって、かなりしっかりした体格なのがよく分かった。マッチョというわけではなく、全身がしなやかな筋肉で構成されている。

　身長は僕より二十センチ以上は高く、体重も二十キロくらい違ちがうだろう。見れば見るほど、僕の勝つシーンが想像できない。
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「棄き権けんならいつでも認めるよ」

　視線に気付いてか、生徒会長が申し出る。ふん、そっちこそ怖おじ気づいたか。

「誰だれがするか」

　娘の前で格かつ好こう悪い姿など見せられるものか。鼻で笑ってやるのだが、

「しなさいよ」

「しません」

「しといた方がいいぞ」

「嫌です」

「しとけば？」

「しねーよ！」

　垂たる水みずさんだけでなく、柔道部の部長やたらちねまでもがそう勧すすめた。おい。

　そうこうするうちに時間となり、結けつ局きよく何も対策は思い浮かばないまま、僕と生徒会長は道場の中央で向かい合った。

「戦せん闘とう不能に陥おちいるか、ギブアップした時点で試合は終了だ。いいな」

　柔道部の部長が最終の確認を取る。

　ダウンを奪うばうとか何秒間押さえ込むとか、そういう勝利条件は一いつ切さい決めていない。分かり易やすく負けの条件だけを決めたのは、格闘技経験のない僕に配はい慮りよしてのことだ。

　それはそうなんだけど。

「皇こう徳とく寺じのことだから大だい丈じよう夫ぶとは思うが、怪け我がする前にすぐギブアップするんだぞ。いいな」

　審しん判ぱんのはずの柔道部部長は、僕を見つめ繰くり返し念を押す。どうして僕にだけ、確認を求めるかな。

「では──、始めっ！」

　再三の確認のあと、部長氏はようやく号令をかける。すかさず僕が、昨日読んだ格闘漫画を頼りに身構えてみると、

「──一つ」

「んん？」

「一つ、訊きいておきたいことがある」

　さすがに堂に入った構えで、生徒会長が呟つぶやいた。

「霧きり島しまさんに好意を抱いている人を見れば一目で分かると、生徒会室でそう言っていたな」

　抑おさえられた声は、観かん衆しゆうには届かず、僕にぎりぎり届く大きさ。何かの策略かと警けい戒かいしつつ、

「ああ、言ったぞ」

　はっきりと肯こう定ていすると、生徒会長はじっくりと僕を見つめ、

「……君は、宇宿うすき教諭と会ったことはあるのか」

「顧こ問もんなんだから、あるに決まってるだろ」

「本当だろうな？」

「ほ、本当だよ。嘘うそついてどうすんだ」

　意識を失った状態でのことではあるけど、そんなことをわざわざ教えてやる義理はない。

　答えを聞いた生徒会長は、鋭するどく僕を睨にらみ、小さく溜ため息いき。

「分かった。では──終わらせよう」

　何な故ぜだか失望したように、言った。

　始めようの間ま違ちがいじゃなくて？　と僕が思った次の瞬しゆん間かん。

　瞬まばたきなどしていないのに、気がつけば僕のすぐ目の前に、拳こぶしが出現していた。

　少し遅おくれて、ぶわっと風が吹く。

　……あれ？

「一本！」

　審しん判ぱんが真まっ直すぐに腕を上げ、鋭するどく宣せん言げん。

　……あれれれ？

　展開の速さが急すぎて、何が起こったのか頭が追い着かない。寸止めの正せい拳けん突きをくらったのだと僕がようやく理解したときには、道場内に撤てつ収しゆうムードが満ちていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　何だよ『一本』って！」

　慌あわてて僕が大声を出すと、柔道部部長は心底意味が分からないといった顔をする。

「文句のつけようのない、見事な一本だっただろ」

「いやまあ、それはそうですけど」

　認めるよ。認めるけど。

「だからといって生徒会長の勝ちが決まったわけではないでしょう。僕はまだ戦せん闘とう不能になってませんし、ギブアップもしてません」

　努めて冷静に、僕は説明する。ルールに基もとづいた、正当な主張だ。

　なのに。

「えー」

　公平な審判であるはずの男は、露ろ骨こつに顔を顰しかめた。おいこら。

「まだやんの？」

「そりゃやりますよ。やるに決まってるでしょう」

「ええー」

「だから何なんですかそのやる気ない態度！」

「だってな、皇こう徳とく寺じの頼みだから場所を提供したけど、俺おれも練習があるんだよ」

「超個人的理由！」

　実力差がありすぎて危険だと判断した、と体てい裁さいさえ整える気ゼロかよ。いやそれでも納なつ得とくする気はないけど。

「それにな、お前のためを思って言ってるんだぜ？　これ以上続けても、恥はじを上うわ塗ぬりするだけだろ」

「大きなお世話です。それとも生徒会長を勝たせるために、無理矢理にでも試合を終わらせようって腹ですか」

「お前な……」

「とにかく！　まだ続けさせてもらいますよ！」

　強い口調で言うと、審しん判ぱんはまだ渋しぶっていたが、

「いいさ。合図を」

　余よ裕ゆうぶった口調で、生徒会長が告つげる。

「正しいのは国こく分ぶの方だ。納得するまで続けようじゃないか」

「……勢い余あまって怪け我がさせんなよ」

　ったく何なんだこの態度の違ちがいは！　今日はずっとこんな感じか！

「はいはい、始め始め」

　一回目よりだいぶ雑ざつに、あくび混じりに柔道部部長は宣せん言げん。予想以上に僕が雑ざ魚こだということが分かったからだと分かってしまえるのが悔くやしい。

　ああそうだよ。僕がしているのは、悪あがきにもなってないさ。

「──っと！」

　生徒会長の再度繰くり出した正せい拳けん突きを、今度は全力でバックしてかわす。しかしすぐに距離を詰つめられ、今度は右の上段蹴げり。どうにかしゃがんで避よけるも、慣なれない動きに尻しり餅もちをつく。そこへ生徒会長の追つい撃げきが──、なかった。

「……？」

「ギブアップするつもりがないのなら、早く立ったらどうだ。俺おれは座っている相手を攻撃するつもりはないんだ」

「ああそうかよ！」

　同じ土俵で戦ってやるつもりなど僕にはない。立ち上がるように見せかけ、低い態勢のままタックル。

「卑ひ怯きような！」

　垂たる水みずさんが叫さけぶが、生徒会長はまるで驚おどろくことなく左へ回避。すり抜けざまに僕の脇わき腹ばらへと膝ひざ蹴げりを叩たたきつけた。突進する方角を強制的に変えられた僕の体はゴロゴロと畳たたみの上を転がり、壁にぶつかりようやく止まる。

「隼はや人とっ！」

　立ち上がったたらちねがこちらに駆かけ寄ろうとするのを、片手を振って制する。痛みで声を出す余よ裕ゆうは全くなかった。

「ギブアップするかい」

「…………だ、誰だれが……」

　そうしろと訴える体を叱咤しつたし、根こん性じようで立ち上がる。ふ、ふふん、脇腹はよくたらちねに攻撃されているんだ。残念だったな。

「止め！　開始線まで戻って」

　僕にギブアップする様子がないのを確かめると、柔道部の部長が号令をかける。初めて審しん判ぱんらしい仕事をしたな。

　しかし……。

「始めっ！」

　勝負が再開されるも、やっぱり勝ち目どころか、一矢報むくいる手段すら見当たらない。まるで膝蹴りをしたのを後こう悔かいでもしているように、その後の生徒会長の攻撃は全てが寸止め。無理に避けようとした僕が勝手に倒れ、または突っ込んでは避けられ、立ち上がるまで生徒会長が紳しん士し的てきに待つのの繰くり返しとなった。萌もえとたらちねの姿は意図的に見ないようにしていたけれど、全方向から寄せられる観客の嘲ちよう笑しようは、否いや応おうなしに視界に飛び込んでくる。

「……まだ続ける気か」

　どのくらいそうしていただろうか。汗あせだくになった僕に、涼しい顔で生徒会長が口を開いた。

「これ以上続けても恥はじをかくだけだと、自分でも分かっているだろう。そんな無ぶ様ざまな姿を霧きり島しまさんに晒さらすのは、君の本意ではないんじゃないか？　いつまでも意地を張ってないで、ギブアップしたらどうだ」

「…………、で？」

　答えは否定だ。言うまでもない。

　どれだけ格かつ好こう悪くても。どれだけ嗤わらわれようとも。

　それが娘のためになるのなら、屁へでもない。どんな恥だって進んでかいてやるさ。

　僕の瞳ひとみが闘とう志しを失っていないのを悟さとり、生徒会長は口を真一文字に結ぶ。放たれた左のジャブが僕の顔面を襲おそい──




　──さて。

　手に握にぎった汗が滝のように流れる、胃に穴が空あきそうなほど超絶的に緊きん迫ぱく感かん溢あふれまくりな戦いの最中で悪いんだけど、ここで前世の記き憶おくについて、少し語ろうと思う。

　萌先輩──自分の娘と出会ったことで、僕は前世の記憶を思い出した。だけど、前の人生での記憶全てが蘇よみがえったわけではなかった。

　思い出せたのは、極ごく々ごく限られた記憶の断片だけ。

　そのほぼ全てが、萌に関する記憶だ。彼女が産まれた日のこと。毎日時間の許す限り、病院に会いに行ったこと。彼女を産んでくれた、……奥さんの、こと。

　自分自身に関する記憶は皆かい無むに近い。萌が退院する日に死んだということ以外は、辛かろうじて自分の名前を思い出した程度。

　……そう。

　今の今までは、そうだった。




「……っ！」

　迫せまり来る生徒会長の拳こぶしは素早く、相変わらず僕に見切れるスピードではない。

　しかし。

　今ならば、その軌き道どうは十分に予想できる。

　回避し相手の懐ふところへ潜もぐり込むことも可能だが、それでは駄目だ。今の僕の体格では、一撃で勝負を決することはできない。一度警けい戒かいされてしまえば、僕に勝ちの目はなくなる。

　だから。僕は半歩だけ足を踏ふみ込み、ジャブを敢あえて頬ほおに擦こすらせた。

「くっ……」

　声を漏もらしたのは、僕ではなく相手。お優しい生徒会長のことだ。寸止めだけで僕の心を折おるつもりで、本気で拳こぶしを当てるつもりなどなかったのだろう。

　遠えん慮りよなく、その甘さに付け込まさせてもらう。

「ハァッ！」

　次に会長が放ったのは、右の正せい拳けん突き。今までに幾いく度どとなく見せられた上、動どう揺ようして少し腰こしが引けている。しかも寸止めされるのが分かっているのだから、怖がる理由がない。

　ついさっきまでの僕だったら、それでも──当たらないと分かっていても、暴力に不慣なれな体はどうしても怯おびえ、勝手に逃げてしまっていたけど。

　今の僕なら、踏ふみ込める。

「なっ────！」

　不用意に放たれ伸びきった腕を掴つかみ、僕はそのまま生徒会長の背後へと回る。しっかりと握にぎり締しめた腕を捻ひねり上げ、関節を極きめた。

　膝ひざかっくんして態勢を崩くずさせると、全体重をかけて会長の体を押さえ込む。

「会長！」

「皇こう徳とく寺じ！」

　外野が一いつ斉せいに騒さわがしくなり、「卑ひ怯きよう者もの」だの「離はなれろ」だの色々な罵ば声せいや悲ひ鳴めいが聞こえてくるが、そんなの知るか。

「さあ、どうする？」

　一時も目を離さず、生徒会長へ告つげる。

　関節を極めたとはいえ、あくまで僕の自己流──素人しろうとの技だ。体重差も考えると、無理を押せば外すことは可能だろう。

　──しかし。

「……参った」

　会長の迷いは、ほんの僅わずかな時間でしかなかった。低くよく通る美声が、道場内に響ひびく。

「ギブアップ。俺おれの、負けだ」










・その５




　生徒会長との試合が終わった、数時間後。

「えっと……次の角を左、だね」

「いや右だろ」

　僕とたらちねは一いつ旦たん家に帰った後、地図を片手にうろついていた。

　向かうは萌もえ先輩の家。祝勝会として、なんと家にお呼ばれしたのだ！　しかも。しかもだ、よく聞け。明日は土曜日。学校が休みだということで、お泊まりまで許可されていた。

　……あまりに幸せ過ぎてテンションが振り切れてしまい、なんか、むしろ冷静になった。

「それにしても、まさか隼はや人とが勝っちゃうとはね」

「何がまさかだ。実力だろ実力」

　その道すがら。話題に上るのは、やはり試合についてだ。未だに信じられないと、たらちねが唸うなる。

「実力で言えば完全に生徒会長の方が上だっただろ。応おう援えんに来てた生徒会役員の人とか、無効だってずっと言い張ってたし」

「ちゃんとルールに則のつとって勝利したんだから、好きに言わせておけばいいんだよ。文句があるなら、簡単にギブアップした生徒会長に言えばいいんだ」

「まあね。ルール的にはそうなんだろうけど……」

　やはり敵なのか、たらちねはまだ納なつ得とくがいかない様子だった。

「あのな、あいつは萌先輩より、自分の腕を選んだんだぞ」

「どういうこと？」

「あそこでギブアップしなくても、頑がん張ばれば僕の押さえ込みから逃げられたんだ。でも生徒会長の野郎は、あっさり降こう参さんした。腱けんを痛めてまで勝とうって気き概がいに欠けてたんだよ」

　つまり、萌先輩への想いもその程度ってことだ。

「……でも、それは仕方ないんじゃないかな」

「うん？」

「だって生徒会長は、野球部のキャプテンでもあるんだよ？　怪け我がしたら部員全員に迷めい惑わくがかかるって考えたんだと思うけど」

「まあ、そうだろうな」

　たらちねの予想はおそらく正解だろう。僕も同意見だ。

　というか。それを狙ねらって、僕は生徒会長の右腕を攻めたのだ。

「自分の目的よりも周りのことを優先できるって、なにげに凄すごいんじゃないかな。ただでさえ、勝って当たり前って空気だったのに」

「んなことねえよ」

　何を馬鹿なことを言ってるんだ。

　確かに僕個人としては、評価する部分がないこともない。だけど父親としては、他の全てを犠ぎ牲せいにしてでも娘を最優先に行動して欲しかった。

　それができる相手でなければ、萌もえとの交際を許せるものか。

「ま、いっか。にしても隼はや人と、最後の方だけ妙みように動きがよかったけど、隠れてトレーニングでもしてたの？」

「お、おう。昨日帰ってから、ちょっとな」

　たらちねの何てことのない問いに、僕は軽く動どう揺ようしながら、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。本当のことなど言えるわけがない。

　生徒会長との対決の最中。僕はまた少し、前世の記き憶おくを取り戻した。

　若気の至いたりというか、前世での僕は、恥はずかしながら少しばかり荒れていた時期があるようなのだ。生徒会長の拳こぶしが呼び水となって、その頃ころの記憶が目を覚ました。どうにか生徒会長に勝利できたのも、当時の経験を生かしてのこと。

　ぶっつけ本番なのに上う手まくいったのは、やはり愛のなせる技と言うべきか。

「でも昨日帰ったのって──」

　その後も続く追つい及きゆうを曖昧に誤ご魔ま化かしながら進むと、やがて小さな十字路へと差し掛かった。

「えっと……、ここを右、かな」

「曲がるのは次の角じゃなかったか？　ここは直進だろ」

「ええーっ、そうだっけ？」

　たらちねは地図をぐるぐると回し、

「っていうか、道に詳くわしいんだし、隼人が案内すればいいんじゃないか」

「別にいいけど、何だよ道に詳しいって」

　僕はそんな特性を持った覚えはないぞ。

「だって、もう何度も霧きり島しま先輩の家、行ってるんだろ？」

「行ってねえよ。僕だって初めてだ」

「ほへっ？　そう……なの？」

　実に意外そうに、たらちねは目を丸くする。ちょっと待てよ。

「当たり前だ。萌先輩が僕だけを家に呼んでくれる理由なんてないんだし、呼ぶときはお前と一いつ緒しよだろ」

　悔くやしいけれど、それが今の僕と萌先輩の関係だ。言いたくもない事実を我が慢まんして言ったというのに、

「いやそうじゃなくて、隼人が霧島先輩にも内ない緒しよで、一人でこっそり来てたんじゃないかと思って」

「おい、こら」

「思ってというか、ほぼ確信してたんだけど」

「おいこら！」

　たらちねは真顔で、ひどい濡ぬれ衣を着せやがった。

「そんなことしてねえよ！　それじゃまるっきりストーカーじゃねえか」

「うーん……。隼はや人とはストーカーではないけど、似たようなものだし」

「失礼な。たとえ事実でも、言っていいことと悪いことがあるだろ」

「事実なのは認めるんだ？」

「まあ…………、うん」

　それを否定するほど、僕は周りが見えてないわけじゃないぞ。

　しっかり周りを見て、それでも萌もえ先輩を優先しているだけだ。

「とにかく！　違ちがうって分かったなら、ほら、行くぞ」

　これ以上この話題を続けるのは得策ではないと判断し、

「あっ──、なんか誤ご魔ま化かしてない？」

　僕はたらちねから地図を奪うばうと、彼女に背中を向けて、とっとと歩き出す。

　萌先輩の家に行くのが初めてというのは本当だ。決して嘘うそではない。

　ただ……。家の近くまでは何度か行ったことが、あった。

　住所は暗記しているし、毎晩地図上で確認もしている。たらちねの地図を奪ったのもポーズでしかない。

　それでも。

　繰くり返して言うけど、僕は萌の家に行ったことがない。家が見えるか見えないか、ギリギリの距離まで近づくのが限界だった。

　そうすることが、どうしても躊躇ためらわれたのだ。
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　それからほどなくして、僕らは迷うことなく目的地へと到着した。

　八階建てのマンションで、おそらくは賃ちん貸たいではなく分ぶん譲じようだろう。新築ではないけれど、入り口はオートロックだし、塀へいも道具なしに乗り越こえるのは困難な高さ。セキュリティはほどほどと言ったところか。萌先輩に連れん絡らくして開けてもらい、エレベーターで五階へと上がる。

「やっぱり、もっと警備がしっかりしたところが理想だよな……」

「なにぶつぶつ言ってんの。……っと、ここだね」

　表札に書かれた『霧きり島しま』の文字を確認し、たらちねが呟つぶやく。５０５号室。待ち焦こがれていた萌先輩の自宅へと、遂ついに辿たどり着いたのだ。

　辿たどり着いて、しまった。

「う、うう……」

　喜び勇いさんで突撃したい気持ちと、それを恐れる気持ちが僕の中でぶつかり合い、足が鉛なまりのように重くなる。緊きん張ちようで指先が震ふるえ、ひっきりなしに生なま唾つばを飲み込んだ。

　なにせここには、萌もえ先輩だけでなく、その母親──前世の僕の、奥さんがいるのだから。

　僕に蘇よみがえった前世の記き憶おく。その断片の中には、彼女に関するものももちろん含ふくまれている。彼女と直接顔を合わせれば、萌と出会ったときのように、また一気に記憶が蘇る可能性が高い。

　……だけど。

　ヘタレだと存分に罵ののしってくれ。僕はまだ、彼女にどう対応すればいいのか、気持ちの整理がついていなかった。

　萌が産まれてすぐという大変な時期に、僕は彼女を置いて死んでしまった。それから約十七年間放置してきたのに、今さらどの面つら下げて会えばいいって言うんだ。彼女が苦労している間、僕はのほほんと──

「なにやってんの、さっさと入ろうよ」

「あああっ！」

　深刻なその悩みは、たらちねによってあっさりと中断させられた。迷い立ち尽つくす僕に痺しびれを切らし、勝手にインターフォンを鳴らしたのだ。

「えっ!?　ど、どうしよどうしよう！」

　落ち着けと自分に言い聞かせても、焦あせりはどんどん湧わいてくる。手遅おくれだと分かっていても、精せい一いつ杯ぱい服のシワを伸ばした。

「なあ、この格かつ好こう、変じゃないか？」

「別に。普通だと思うけど」

　今日の僕の服装は、ジーンズにＴシャツ、上着を羽は織おっただけの普段着そのものだった。本当はきっちりネクタイを締しめ、正装して来たかったんだけど、さすがにそれは違ちがうだろうとどうにか自重したのだ。よく考えてみたら、僕は前世でもスーツを着てた覚えがないし。

　でもやっぱりもっとちゃんとした格かつ好こうを──、と往おう生じよう際ぎわ悪く悩んでいると、

「いらっしゃい。あの地図で道、ちゃんと分かったかな」

「隼はや人とのおかげで、なんとか」

　がちゃりとドアが開き、部屋着らしいワンピース姿の萌先輩が姿を見せる。うん。どんなに飾り気ない格好をしていても、やっぱり僕の娘は最高に可愛かわいいな。大量生産のアイドルとは、素材が違ちがうのだ。

「ほ、本日はお招きありがとうございます！」

「どういたしまして。ほら、そんなに緊張しないで。上がって上がって」

　微笑ほほえむ萌先輩に連れられ、ぎくしゃく硬い動きで家の中へと足を踏ふみ入れる。続くリビングで僕らを迎えたのは、全身緑色した紫むらさき原ばる先輩だった。
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「よく来たな。一年ども」

「……何ですか、その格かつ好こう」

　緊きん張ちようを台無しにされ、僕は呻うめくように言う。紫原先輩は平然と、

「見ての通り、パジャマだ」

「パジャマ？」

「ああ。家でくつろぐときは、パジャマに着替えるのが常識だろう」

　寝間着は寝るときに着てください。そしてここは先輩の家ではないです。

　紫原先輩がパジャマと主張するのは、薄い着ぐるみみたいな洋服だった。フード付きで全身を覆おおい、……そう言えば中学の修学旅行のとき、似たようなパジャマを着ている女子がいた気がする。そいつの場合は、黄色い電気ネズミをモデルにしてたんだけど。

「何でカエルなんですか？」

　紫原先輩のそれは、可愛かわいらしいキャラクターものではなく、不ぶ気き味みなほど妙みようにリアルだった。んん？　ってことはもしかして……

「これはただのカエルではなく、カエル男だ。アメリカ・オハイオ州で──」

「あ、もういいです。分かりました」

　予想通りの答えに、僕は早々と解説を打ち切った。

「むぅ……」

　紫むらさき原ばる先輩は不満げに唸うなるが、なまじ美人なだけにもったいない感が半はん端ぱではなかった。その巧たくみな裁さい縫ほう技術を活いかして、萌もえ先輩にもっとちゃんとした着ぐるみパジャマを作ってください。

　我が物顔で振る舞う紫原先輩の態度を、

「志し緒お理りちゃんは昔から、よくウチに泊まりに来るんだ」

　萌先輩は当たり前のように受け止め、微笑ほほえむ。ええい、羨うらやましいな！

　嫉しつ妬とに駆かられてぐぬぬと唸っていると、

「あの、これ、つまらないものですけど」

「ありがと。夕ご飯のあと、みんなでいただこうか」

　たらちねが来る途と中ちゆうで買ったケーキを、萌先輩へ手渡していた。おっと、忘れちゃいけない。

「僕も用意してあるんです。どうぞ」

　負けてたまるか。僕も意気揚よう々ようと差し出すと、たらちねが微び妙みように眉まゆを寄せる。

「隼はや人と、それはどうかと思うよ？」

「ふふふ、それはどうかな」

　自分の方が喜ばれると過信していられるのも、今だけだぞ。

　まあたらちねがそんな表情をするのも、分からなくはない。なにせ僕の手みやげは、コンビニで買った小さな羊よう羹かんだ。ビニール袋にどさどさつっこんだだけなので、一見手抜きのようだけど、

「わあ！　これ、お母さんの大好物なんだ」

「ほれ見ろ、ちゃんと喜んでもらえたじゃねーか」

　やっぱり贈り物というのは、心なのだ。たとえ安くても、その人が一番喜んでくれるものを持ってこないと。

「ありがと。でもこれがお母さんの好物だって、よく知ってたね」

「知らないわけないじゃないですか。だって……──っ！」

　自分の奥さんのことだから。と言おうとして、僕は咄とつ嗟さに口を覆おおう。言えるわけないだろ、そんなこと。

　やばい。やっちまった。

「ぐ、偶ぐう然ぜんですよ偶然。い、いや、前に萌先輩から聞いたんでした」

「そうだっけ？　そんな話したかな」

「そうです。そうとしか考えられません！」

　冷や汗あせを流し、声を裏返しながら重ねて強調すると、萌先輩は軽く首を傾かしげはしたものの、すぐに納なつ得とくしてくれた。

　ふう、よかった。これからは前世の記き憶おくを不用意に利用してしまわないよう、もっと気を配ることにしよう。

　だからたらちね、そんな目で僕を見るな。

「……怪しい」

　口にも出すな。……出さないでください。ストーカーじゃないです。

　たらちねの疑うたぐりの目から逃のがれようと、

「えっと、そのお母さんは、今、どちらに？」

　適当に話題を逸そらすつもりが、僕は自分から地雷を踏ふんでしまった。やばい。まだ心の準備ができていないのに！

　いったいどの部屋にいるんだ。きょろきょろと目を左右に走らせるが、

「お母さんは仕事で出かけてて、今日は帰ってこないんだ」

　萌もえ先輩のその一言で、僕はテンションががた落ちし、落ち着きを取り戻した。

「そ、そうなんです、か……」

　がっかりしたような、ほっとしたような。自分でもよく分からないけど、どちらかというと安あん堵どの方が大きかった気がする。

　妻よ、すまん。今はまだ、問題を先送りにさせてくれ。

「……ん？　ってことは、今夜は萌先輩一人きりじゃないですか」

　年とし頃ごろの娘を一晩も放っておくなんて、何を考えているんだ！　自分の不ふ甲が斐いなさを棚たなに上げ、前世の奥さんへ憤いきどおっていると、

「だからお前を呼んだんだぞ。祝勝会というのは、ある意味ただの名目だ」

　紫むらさき原ばる先輩が僕を見つめ、告つげる。

　母親が不在だから、呼んだ。……それはあれか、もしかして『今日は家に誰だれもいないの……』ってやつなのか。お父さん、そういうのは感心しないぞ！

　これはしっかり説教せねばなるまい。キリッと表情を引き締しめ、

「そ──」

「普段ならともかく、萌がストーカーに狙ねらわれているらしい今、一人にするのは危険だからな。国こく分ぶでも番犬代わりくらいにはなるだろう」

「──あ、そういう意味ですか」

「？　他にどういう意味があるんだ」

　僕が阿あ呆ほうなことを口走る前に先手を打ってくれた紫原先輩は、きょとんと首を傾かしげる。これはきっと、僕が後輩として信頼されている証あかしだろう。最初から男として認識されてもいないなんてことは、決してない……はず。

　確認するまでもないことなので、軽く流すことにしよう。

「は、話は変わりますけど──」

「ねえ隼はや人と、どういう意味があるの？」

　またお前か。流してくれよ。

　せっかく僕が巧たくみな話術を披ひ露ろうしたというのに、しつこく話を戻したのはやはりたらちねだった。じろりと半眼で僕を睨にらみ、

「どんな勘かん違ちがいをしたのか、ねえ、教えて」

　もう勘かん弁べんしてください。

　父親云うん々ぬんを抜きにしても、非常に恥はずかしい勘違いなのだ。答えられるはずもなく、しきりに目を泳がせていると、部屋の一角に沢たく山さんの写真が並べられていることに気付いた。

「も、萌もえ先輩、写真が好きなんですか？」

　裏返った声で、どたばたとそちらに駆かけ寄ると、

「そうだよ。旅行に行ったとき、記念に撮とったのを飾ってるんだ」

　萌先輩がのんびりした速度で、僕の隣となりに立った。

「えっと、これはどこの？」

「これは去年、北海道に行ったとき──」

　適当に指差すと、穏やかな声で丁てい寧ねいに解説してくれる。ちらりと横目でたらちねを窺うかがうと、まだかなり不満そうな様子だったが、やがて諦あきらめてくれたのか、ふらふらと萌先輩の後ろから写真を覗のぞき込んだ。よしよし。そのまま忘れてしまえ。

　それはそれとして、写真に目をつけたのは、間違いじゃなかった。

　旅先で撮ったらしい数々の写真。そこには萌ともう一人、萌によく似た人物が仲良く写っていた。萌がグレることなく（そんなの絶対にあり得ないけど）、健すこやかに成長したらそうなるであろう彼女は──

「霧きり島しま先輩、この人、お姉さんですか？」

「違うよ。お母さん」

「なんだ、おか──ええっ!?　だって、ええっ!!」

　たらちねが目を丸くするのも無理のないことだろう。萌の母──前世での僕の奥さんである柚ゆ子ずさん（当時は呼び捨てだったけど、今は『さん』を付けずにはいられない）は、高校生の娘がいるとは到底思えないほど若々しかった。

　前世の僕と同い年だったので、あと数年で四十に手が届こうかという年ねん齢れいであるのに、どこからどう見ても二十代前半としか思えない。それでも記き憶おくにある最後の姿、本当に二十歳だった頃ころに比べれば、確実に年を取っていた。

　当然だ。僕が死んで生まれ変わった約十七年の間、平等に時は流れたのだから。

　苦労、したんだろうか。したに決まっている。していないはずがない。

　それでも、数々の写真の中で、萌の隣に写る彼女は、どれも笑っていた。

　とても、幸せそうに。

「…………」

　握にぎり締しめられたように心臓がぎゅっと痛み、僕は唇くちびるを噛かみ締めた。

　写真の数は多く、色んな場所にそれなりの頻ひん度どで旅行しているのが窺うかがえる。部屋の家具などからしても、経済的には余よ裕ゆうのある生活を送っているらしいと分かり、本当に安心し──

「──っ！」

　一枚の写真に、僕の目が釘くぎ付けとなった。

「こ、こ、これ…………、」

　立ち並ぶ写真の群れのど真ん中、最前列に飾られた一枚。少し色あせたそれには、ベッドの上で赤ん坊を抱く女性と、その隣となりで椅い子すに座る、目つきの悪い男が写っていた。

「それ？　わたしが赤ちゃんの頃ころの写真だよ」

　萌もえ先輩はくすぐったそうに笑い、

「ちょっと恥はずかしいんだけど、お父さんが写ってる写真がそれだけだから、お母さんが絶対に飾るって言って聞かないんだ」

　写真に手を伸ばし、表面をそっと撫なでる。

「一枚しかない、三人一いつ緒しよの家族写真だもんね」

「っ────!!」

　堪こらえろ、堪えろ僕！

　感情の赴おもむくまま、大声で叫さけびたい衝動が、僕の胸の中を嵐あらしとなって吹き荒れる。

　萌先輩の──、萌の口から、家族って、お父さんって言葉が！

　お父さんって！　お父さんって呼んでくれたのだ！

　もう泣きそう。っていうか、少し泣いた。

　ここに僕しかいなかったら、思う存分号ごう泣きゆうしていただろう。表面上平静を装よそおったまま、僕が感かん涙るいに咽むせていると、

「一枚しかないって、もしかして……」

　何かに気付いたように、たらちねがおずおずと訊たずねる。ちらりと一いつ瞬しゆん僕に目を向けた気がしたけど、何だ？

「ん？　ああ、うん。この写真を撮とったすぐあとに、お父さん、死んじゃったんだ」

「やっぱりそうだったんですか……。ごめんなさい」

　たらちねは暗い表情で、ぺこりと頭を下げるが、

「いいよいいよ。謝あやまるようなことじゃないし、正直に言うと、お父さんはわたしにとって、いないのが普通なんだ。だってわたしが産まれた六日後に死んじゃったんだよ？」

　あっけらかんと、萌は笑い飛ばす。お父さんは、さっきと違ちがう意味で泣きそうです。

「ちょっと目つきは悪いけど、お母さんにとっては凄すごく優しい人だったんだって」

「へ、へー」

　なんだよその疑うような目つきは。悪かったな、前世で目つき悪くて。

「それにね。こんな顔して、お尻しりに可愛かわいいハートマークの形の痣あざがあったらしいよ」

「ふーん。……ハートマークの痣あざ、ですか…………、」

　素直に頷うなずいていればいいのに、たらちねは何かを思い出すように、軽く眉まゆを寄せた。これはマズいな。

「尻しりがどうしたって、尻が」

「えっ？」

「誰だれかの尻でも想像してたのか」

　わざと強調し、言ってやる。すると、

「そ、そんなわけないだろ！」

　たらちねは真まっ赤かになって否定した。よしよし。これで自分から、話を戻すことはないだろう。

　お尻にあったという、ハートマークの痣。

　これは生まれ変わった今でも、僕のお尻に燦さん然ぜんと輝かがやいているのだ。子供の頃ころから付き合いのある連中なら大たい抵てい知っており、たらちねももちろん例外ではない。どうやら忘れてくれているようだけど、万が一にでも結び付けられたら困る。

「それにしても萌もえ先輩、お母さんにそっくりですね」

　駄目押しとして、話を進めるとしよう。

「全体の雰ふん囲い気きもそうですけど、目元とか顎あごのラインとかが、特によく似てます」

「こう言うとあれですけど、お父さんに似ないでよかったですね」

　たらちねも被かぶせてくるが、……おい。

「何言ってんだ！　目の色とか耳の形とか、あとつむじの辺あたりとかは、ぼ──じゃなくて、お父さんにそっくりだろうが！」

「細かっ！　それになんで怒ってんだよ、似てるって隼はや人とが言い出したんだろ」

「お前がお父さんに似てないなんて言うからだ」

「ほとんどの人はそう言うと思うけど？」

　僕の怒りは伝わらず、たらちねは正論を吐はく。確かに素人しろうとが見たらそうだろうけど──

「ふふっ」

　ギリギリと歯軋ぎしりしていると、僕らの言い争いを聞いていた萌先輩が、不意に笑い声をこぼした。

「わたしがお父さんに似てるって言ったの、隼人くんで二人目だよ」

「二人目？　じゃあ、もう一人は」

「お母さん。それもね、隼人くんと全く同じこと言ってたんだ。目の色と耳の形が、お父さんそっくりだって」

　くすくすと、萌先輩は面白そうに笑う。

　……そういえば、そうだったな。

　萌もえの産まれた病院で。僕と柚ゆ子ずさんは毎日、赤ん坊の萌がどちらに似ているのか言い合いをしていた。自分に似ているのだと言い張ったり、逆に相手に似ていると主張しあったり。

　ちゃんと、覚えていてくれたのかな。

　僕の分まで、伝えてくれたのかな。

　もう父親としての僕は死んでしまったけれど、繋つながりは完全に途と絶だえてしまったわけではないのか。また泣きたくなるほど胸が熱くなり──

「なあ、話はそれくらいにして、そろそろ飯にしないか」

　無ぶ遠えん慮りよな紫むらさき原ばる先輩の声が、全てをぶち壊した。

「腹が減りすぎて、死んでしまいそうだ」

「ごめんごめん、そうだね」

「あっ、ぼくも手伝います」

　写真のことなどきれいさっぱり忘れ、萌先輩とたらちねはキッチンへと去っていく。あとにはただ一人、僕だけがぽつんと取り残された。

　だよね。

　遥はるか昔に死んだ人間の扱あつかいなんて、そんなもんだよね。





＊






　食事が終わると、やはり話題は生徒会長との勝負が中心となった。

　え？　その夕食はどうだったんだって？

　……。内容については、まあ、詳くわしくは語るまい。どこぞの国の民族衣い装しようかと思うような、原色のカラフルな色合いをした和食だったとだけ言っておく。たらちねが自分で買ってきたデザートのケーキを、一口一口じっくりと半泣きで味わっていたことからも察して欲しい。

　僕だって十七年ぶりに柚子さんの料理を味わえるんじゃないかと、実は密ひそかに期待していたんだ。なのに……。

　いやいや、萌の手料理が悪いとか、そういうことじゃなくてね。期待していた分反動が大きかったというか、その、何というか。

　とにかく！　もう食事は終わったのだ。




「それにしても、まさか国こく分ぶが勝つとはな。この目で見てないから、余計に信じられんな」

　食後のお茶をすすりながら、紫原先輩が唸うなる。ビーカーではなくちゃんとした湯飲みを使っているのが、正しいはずなのに妙みように違い和わ感かんがあった。

「凄すごかったんだよ。はらはらして途と中ちゆう何度も止めようかと思ったんだけど、最後に大逆転だもん。隼はや人とくん、実はあんなに強かったんだね」

「いやー、能ある鷹たかは爪を隠すってやつですよ。ははは」

　きらきらと輝かがやく萌もえ先輩の目が、くすぐったくて誇ほこらしい。これが父親に寄せる信頼の瞳ひとみなのかと愉ゆ悦えつに浸ひたっていると、

「自分で言うと台無しだけどな」

　紫むらさき原ばる先輩がさらっと水を差す。あなたにだけは言われたくないですよ。

「次の勝負は何にするのか、もう決めたのか？」

「まだ考え中ですね」

　今度は僕がテーマを決める番だ。どんなに卑ひ怯きようと罵ののしられようとも、僕の勝利が確定しているような、絶対的に有利な勝負を選ぼうと心に決めているのだけど──

「生徒会長はどんなことでも高いレベルでこなしそうですし、そもそも僕、特技とか得意なことが一つもないんですよ」

　萌に出会ったことで全てが報むくわれたとはいえ、前世の記き憶おく（蘇よみがえり前）に悩まされ続けてきた弊へい害がいだ。

「だったら、ＵＭＡ知識を競きそってみてはどうだ？」

「……確かにさすがの生徒会長も詳くわしくないでしょうけど、僕も詳しくないです」

「それなら心配するな。私が付きっきりで教えてやるから」

「遠えん慮りよしておきます」

　台詞せりふだけなら素す晴ばらしいのに、なんて心惹ひかれない誘いなんだ。

「ＵＭＡは好みじゃないか。ならばオーパーツ知識だな」

「だな、じゃないですよ」

「だったら宇宙人早見分け対決で──」

「いやあの、根っこの部分は同じですよね」

　胡う散さん臭い知識に染められてたまるか。硬かたい笑顔で拒きよ絶ぜつしていると、

「家庭科部らしく、お料理で勝負するのはどうかな？」

　萌先輩が百パーセントの善意で申し出てくれた。

「お菓子作りなら得意だし、猛もう特訓してあげるよ」

「えっと、その、……考えておきます。一応、保留ってことで」

「その気になったらいつでも言ってね」

「はい。そのときはお願いします」

　未来永えい劫ごう実現しないであろう約束を、僕は笑顔で交わす。

　生徒会長との対決の日を迎える前に、僕の胃が破は壊かいされてしまっては、元も子もない。いやあの、あまりに幸せすぎて胃が保もたないって意味だよ。うん。

「じゃあ──」

　断られた二人の先輩の視線が、自然にすすっと動く。つられた僕も合わせ、全員の注目を集めたたらちねは、

「えっ？　ぼく!?　あ、あの、……水泳、水泳なら教えられるけど」

「無理して提案しなくていいから」

　期待に応こたえようと頑がん張ばった、その心意気だけで十分だ。うなだれる彼女の肩をぽんぽんと叩たたいていると、

「部費を守るためにも、よく考えないとね」

　萌もえ先輩が、意味のよく分からないことを言い出した。

「部費……ですか？」

「うん。部費の増減を賭かけて、生徒会長と勝負してるんでしょ？」

　違ちがった？　と萌先輩は首を傾かしげる。なるほど、

「どんな表情をしてても、相変わらず可愛かわいいです」

「違うだろ」

　納なつ得とくして頷うなずく僕の後頭部を、たらちねがばちんと叩く。

「違うって、まさか萌先輩が可愛くないとでも言うつもりか！」

「じゃなくて！」

　もう一発ひっぱたくと、小声で、

「霧きり島しま先輩には勝負の理由、そう説明してあるんだ」

「そうって、たらちねが考えたんじゃないのか？」

「ぼくじゃないよ。じゃあ紫むらさき原ばる先輩？」

　揃そろって視線を送るが、無言で首を振られる。あれ？

「萌先輩、誰だれにその話聞いたんですか？」

「生徒会長がそう言ってたって、生徒会役員やってる友達に聞いたんだけど。違うの？」

「いえいえ、違いませんよ」

　おそらくは本人の指示なのだろう。有能と評判だけあって、隠いん蔽ぺい工作も素早いな。

　にしても……、部費か。

　業務用冷蔵庫にオーブン、レンジ、炊すい飯はん器き、コンロに各種調理器具、それにミシンが二つと、家庭科部は創部二年目とは思えないほど機器が充じゆう実じつしている。電気代にガス代は学校持ちだろうし、本当に部費が減らされたところで、ダメージは少ない気がする。ただの誤ご魔ま化かしとはいえ、生徒会長は何を考えて、そんな理由を選んだんだか。

　考え込んでいると、萌先輩は悲しそうに、

「部費が減っちゃうと、実習の回数も減っちゃうんだよね。ぬいぐるみ作りとか、あとはお菓子作りも」

「それは大変──……です、ね。頑張り、ます」

　僕は即座に、力強く宣せん言げん。

　ああ即座だったとも。悪くないとか、むしろいいこと尽づくめとか、そんなことは微み塵じんも考えてないし。迷うはずがないじゃないか。

　……嘘うそじゃないよ？

「これを機に、超能力開発に挑ちよう戦せんするのはどうだ？」

「人形早縫ぬい競争とかは？」

　話題は再び勝負の内容へと戻り、実のない議論は加熱していく。次々と挙あげられる対決候補を否定するだけで、僕は喉のどが痛くなってくるほどだった。

「すいません、ちょっとお水ください」

　軽く息抜きする意味もあって、湯飲み片手に立ち上がり、キッチンへと向かう。

　さて──、どうしようかな。

　萌もえ先輩のは置いておくとして、紫むらさき原ばる先輩の提案を却きやつ下かし続けているのは、単にオカルト知識を蓄たくわえたくないという理由だけではない。ただ勝つことのみが目的だったら、そんな我が儘ままなど言わず、血ち反へ吐どをはいてでも勉強してやるさ。

　そうしないのは、前にも言った通り、この勝負を萌に相応ふさわしい男を選定する、試練にしたいからだ。

　雑学に長たけているというのは悪くないけど、娘を任せる決め手とは成り得ない。もっと何か、相手が萌ならではの──

「ぁ……、」

　蛇じや口ぐちを捻ひねろうとした態勢のまま、僕は思考ごと一いつ瞬しゆん停止する。

　お客様ということで、夕食の用意のときも後片付けでも入れてもらえなかったキッチン。コンロの上に置かれた、大きな中華鍋なべに目を奪うばわれたのだ。

　この感覚は…………、

「──これだ」

　そうだ、これしか考えられない。

　ふつふつと気分が浮き立ち、いてもたってもいられなくなる。湯飲みに溢あふれるほど水道水を注そそぎ、ごくごくと喉のどを鳴らして一気に飲み干した。だだっとテーブルまで戻り、

「萌先輩！」

　勝利の確信を持って、宣せん言げんする。

「次の生徒会長との勝負、決めましたよ！」
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　それから僕らはトランプをしたり、テレビゲームをしたり、紫原先輩の持ち込んだ怪しげな占いをしたりと、生徒会長との勝負は忘れ、実に健全に楽しんだ。

　時間はあっという間に過ぎ去り、深夜の三時過ぎ。女の子三人が萌もえ先輩の部屋へと引き上げたあと。

「……」

　リビングに残された僕は、一番小さな明かりの下、薄暗い部屋で一人佇たたずんでいた。

　布ふ団とんはちゃんと敷しかれているし、寝間着にも着替えている。眠る用意は整っていたけれど、そんな気分にはなれなかったのだ。

　部屋の一角。

　飾られた写真の前に立ち、目を細める。

　母娘が楽しげに笑う旅行写真。高校の入学式で撮とったものもあれば、小学校の卒業式のときのものまで見受けられる。紫むらさき原ばる先輩や、他の友達と一いつ緒しよの写真も多い。見ているだけで、幸せなのが伝わってくるものばかりだ。

　色々な場所で、色々な人達と撮った、色々な時代の、萌と柚ゆ子ずの写真。

　そのどれにも、僕の姿は写っていない。

「どうして、」

　普段は考えないようにしているんだけれど、今日ばかりはとても無理だった。

「どうして僕は、この中にいないんだ」

　ぽたりと足先に水滴が落ちたことで、初めて自分が泣いていることを自覚する。どうせ誰だれも見ていないのだ。構うものかと拭ぬぐいもせず、流れるに任せた。




　約十七年前。

　もしも、僕が死んでいなかったなら。

　萌の隣となりで、一緒に笑っていたんだろうか。




　ただの想像、妄もう想そうにしか過ぎない話だ。考えるだけ時間の無駄だろう。

　でも。

　想わないなんて、無理だ。

　そんな幸せな未来が、僕にもあったのかもしれないと。

　絶対に叶かなうことのない、ゆめを。

　未練を残して死んだ父親など、世界に星の数ほどいる。こうして違ちがう形で傍そばにいられる分だけ、僕はまだ恵まれているのだ。高望みをするなと、日々、自分にそう言い聞かせている。

　だけど──

「隼はや人とくん……」

　不意にかけられた声に、僕はのろのろと顔を向ける。自分の今の状態をしっかり認識しておらず、失策に気付いたときにはもう遅おそかった。

「……泣いて、るの？」

　パジャマ姿の萌もえが、心配そうに僕を見つめる。

　愛しい、僕の娘が。
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「い、……いや、これは、別に…………」

　このままでは不審に思われてしまう。慌あわてて顔を擦こすり、何でもないように取り繕つくろおうとするのだが、駄目だった。

「あの、気に、しない、で、……、」

　どれだけ拭ぬぐおうとも、涙は次から次へと溢あふれ、止まってくれない。無理矢理に作った愛あい想そ笑いもぐしゃりと崩くずれ、

「っ────────」

　萌がそっと僕の手に触ふれた瞬しゆん間かん、僕の心は決けつ壊かいしてしまった。

　膝ひざから崩れ落ち、痛いほどに、──すがるように萌の小さな手を握にぎり締しめる。その資格はないと、彼女を抱き締めないことだけが、僕にできる精せい一いつ杯ぱいの自制だった。

　みっともない、情けない醜しゆう態たいを晒さらしているというのに、

「……大丈夫だよ」

　萌はしっかりと手を握り返し、ただ、傍そばにいてくれる。

　僕が泣きやむまで。ずっと。




　それから、しばらくして。

　ソファに移動し、落ち着きを取り戻した僕に、

「はい、どうぞ」

　萌もえはそう言って、白い湯気の立つマグカップを差し出した。

「ホットミルク。甘くて落ち着くよ」

「……ありがとう、ございます」

　両手で包み込むようにして、受け取る。ほどよい温かさのそのカップから、萌の優しさがじんわりと伝わってくるようだった。

「すみません、恥はずかしい姿をお見せしてしまって」

「ううん。こっちこそ、ごめんね」

　ふるふると首を振り、

「お手洗いに起きたら、まだ電気が点ついてたから。隼はや人とくん眠れないのかなって、様子を見に来たんだ」

「そうだったん、ですか」

　鼻をすすり、少しだけ戸と惑まどったあと、マグカップに口を付ける。萌の手作りにしては普通の仕上がりで、甘さが強めの味付けが、今の僕にはちょうどよかった。

　隣となりに腰こしを下ろし、萌も同じくホットミルクを一口。

「隼人くんって、布ふ団とんが変わると眠れなくなるタイプ？」

「えっ……」

「わたしはね、結けつ構こうどこでもよく眠れるんだ。ちゃんと起きてるのに、寝てるんじゃないかって疑われるときもあるくらい」

「分かる気が、します」

「失礼な話だよ。もう」

　ぷくっと頬ほおを膨ふくらませ、さらに一口。

「このホットミルクはね、眠れないときにもいいんだよ」

「聞いたこと、あります」

「子供の頃ころから、お母さんがよく作ってくれたんだ」

　ことさらに僕を見ることなく、前を向いて。

「砂糖じゃなく、蜂はち蜜みつを入れるのが──」

　穏やかに、萌は雑談を続ける。

　彼女のペースで、ゆっくりと。

　時折相づちを求められるが、決して強制はしない。ホットミルクの温ぬくもりが、少しずつ僕を温め、

「……ねえ、隼はや人とくん」

　マグカップの中身が、残り少なくなった頃ころ。

「なにか悩みがあるんだったら、話を聞くよ。わたしでよかったら、何でも相談して」

　萌もえは僕の方へと顔を傾かたむけ、あくまで軽い調子で言った。

「これでも先輩なんだから、遠えん慮りよなく頼ってくれて構わないんだよ」

「萌、先輩……」

「むしろ、頼ってくれたら嬉うれしいな」

　力むのではなく自然体で、優しく、微笑ほほえむ。

「──────っ」

　心臓の痛みが再燃する。

　ずっと知りたいと願っていたけど、怖くて訊きけなかったことが、ある。

　相談してと言われて、チャンスだと思った。だけどその瞬しゆん間かんまで、僕はまだ、躊躇ためらっていた。

　でも。

　その優しい笑みに。

　僕は、覚かく悟ごを決めた。

「一つだけ、訊かせてください」

　優しさに甘えるのではなく、前に進むため。

　萌の笑顔を、真まっ直すぐに受け止めるために。

「萌先輩はお父さんのことを、恨うらんで、ますか」

「お父、さん……？」

「はい」

　一般論として訊たずねることも可能だったけど。けれど僕は、そうしなかった。

　はぐらかすのではなく、正面から、彼女の答えを知りたかったから。

「……お父さん。お父さん、か……」

　僕の質問が予想外だったのだろう。萌は目をぱちくり瞬まばたかせ、

「全然恨んでないって言ったら、嘘うそになるのかな」

　穏やかな表情のまま、告つげた。

「わたしにとってはお父さんがいないの普通だけど、お母さんにとってはそうじゃないから。なんでお母さんを放って死んじゃったんだって、子供の頃、怒ったことがあるよ」

「……」

「そしたらね、『お父さんを恨むんだったら、幸せに笑ってなさい』って、お母さんは言うの」

　眉まゆを寄せ、小さく苦笑。

「笑って……？」

「うん。私が笑っていたら、『どうして僕は傍そばにいないんだ！』って、お父さんは絶対悔くやしがるって。そうするのが一番の復ふく讐しゆうで、……一番の、供く養ようになるって」

「っ………………！」

　さすがは柚ゆ子ずだ。

　僕のことを、誰だれよりも一番、よく分かっている。

　また泣きそうになってしまう僕に、萌もえは柔らかく、

「だからね。わたしはいつでも、どんなときでも笑っていられるよう心がけてるんだ。天国のお父さんに、『ざまあ見ろ、安心してね』って伝わるように」

　にっこりと、笑む。

「…………、」

　あまりの眩まぶしさに圧あつ倒とうされながら、僕は心の中で、そっと首を振る。

　それは嘘うそだ。大嘘だ。

　そんなことを心がけなくても、萌はいつでも笑顔でいるに決まってる。彼女の優しさ明るさは、交じりっ気なく百パーセント天性のものだ。

　……でも。

　僕の死が彼女の人格形成に、いい意味で一役買っているのなら。ほんの少しでも、プラスになっているのなら。

　何もしてやれなかった父親として、こんなに嬉うれしいことはない。

「まあ、そんな感じかな」

　萌は話を区切るように、小さく伸びをして、

「お父さんは増水した川で溺おぼれてる女の子を助けて、代わりに自分は溺れて死んじゃったんだ。だから、あんまり悪く言うのも可哀かわい想そうだしね」

　あー……。

　そういえばそうだったな。今の僕がカナヅチなのは、きっとそのせいに違ちがいない。

「子供の頃ころは大変だったけど、今はお母さんの仕事も順調で、ちゃんと食べていけてるし。それに、支えてくれる人だっていたから」

「……そう、ですか…………」

　さらっと何でもないように萌は言うが、前世の僕は給料安かったし、貯ちよ金きんも多くはなかった。『大変』の一言で片付けられるほど、平へい穏おんな日々を送ってきたわけではないだろう。

　なのに彼女はそんな苦労をまるで匂におわせることなく、いつも笑顔でいる。

　僕なんていなくても、強く、育ってくれたんだ。

　喜びと、──ほんの少しの寂さびしさが胸に宿り、目を伏ふせ残ったホットミルクを飲み干していると、

「……不思議だな」

　萌もえが僕を見つめ、ぽつりと呟つぶやいた。

「何がですか？」

「こんな話──お父さんのことは、誰だれにも、志し緒お理りちゃんにもしてないんだけど……。隼はや人とくんには、すんなり話せちゃった」

　ちょこんと小首を傾かしげる。

「どうしてだろ」

「……、」

　父と娘だからだと、それが親子の絆きずななのだと言いたかった。

　抱き締しめて、お父さんだよと伝えたかった。勝手に死んでしまったことを謝あやまりたかった。

　だけど。

「よかったら、もっと話してもらえませんか」

　その衝しよう動どうをぐっと堪こらえ、僕は、申し出る。

　僕個人の自己満足で、その場の勢いで伝えるわけにはいかないのだ。暴ばく露ろしても構わないのか、まずは見極きわめる必要がある。

　──いや、そんな理由がなくても。

「お父さんのことだけじゃなくて、萌先輩が今まで、どんな風に育ってきたのか。僕、萌先輩のことを、もっと知りたいんです」

　かたん、と小さな物音が聞こえた気がしたが、聞き流す。ネズミか何かがいるのだとしても、そんなのは明日駆く除じよすればいい。

　一心に、萌を見つめる。彼女は一いつ瞬しゆんだけ目を丸くし、

「うん。いいよ」

　すっと目を細め、いつものように優しく微笑ほほえんでくれた。

「そうだね。じゃあ何から話そうか──」

　夜が明けるまで、まだ時間はある。

　ゆっくりと語る萌の心地いい声に、僕は穏やかな気持ちで、耳を傾かたむけた。










・その６




　まずは煙が出るくらい、中華鍋なべを強火でから焼きする。

　鍋が十分に暖まったら、油を投入。鍋を回して全体に馴な染じませ、その油は別に逃がす。次に新しく炒いためる用の油を入れる。

　ここからはスピード勝負だ。

　予あらかじめ溶いておいた卵を、油の溜たまった鍋の真ん中に一気に投入。火の通り具合なんて気にせず、すぐさまご飯（朝に炊たいて冷ましておいたもの）を追加する。鍋を振って上下をひっくり返し、卵を上に、ご飯を下に。お玉で切るようにしながら、固まりを崩くずし、混ぜる。ご飯が完全にぱらぱらになるまで、ひっくり返しては切るを繰くり返すが、その間決して鍋を浮かせてはいけない。ただでさえ家庭用のコンロは火力が弱いのに、火から遠ざける利点なんかないからな。しっかり鍋を振ってさえやれば、持ち上げなくてもご飯はひっくり返る。

　味付けはシンプルに。刻きざんだネギを入れ、塩、コショウ。仕上げに香り付けとして、鍋肌から醤しよう油ゆを垂たらしてやれば完成だ。

　中華の基本にして、王道。

「はい、炒飯チヤーハンのできあがりです」

　皿に盛もりつけ、食卓へと献けん上じようする。少し形が崩くずれてしまったが、それはまあご愛あい敬きようだろう。

　なにせ、約十七年ぶりに作ったのだから。

「うむ」

　味見役として大上段に構えていた紫むらさき原ばる先輩が、勿もつ体たい振ってレンゲを運ぶ。ゆっくりと咀そ嚼しやくし、

「……美う味まい！」

　カッと目を見開き、重々しく言い放った。過か剰じように演技が入っていると分かっているけど、それでもやっぱり嬉うれしい。

「すぐに人数分作っちゃうんで、ちょっと待っててくださいね」

　たらちねと萌もえ先輩に笑顔で告つげ、僕は鼻歌を歌いながら、キッチンへと戻る。

　使い慣なれた──、いや。

　かつて使い慣れていた、中華鍋を振るうために。




　萌先輩と朝まで一晩中語り明かし、迎えたお昼時。

　昼食作りを買って出た僕は、全員に炒飯を振る舞っていた。

　その反はん応のうは上々で、

「ほんとに美お味いしい。お店で食べる炒飯みたいだよ」

「ああ。というか、へたな店より美味いかもしれんな」

　萌もえ先輩と紫むらさき原ばる先輩の惜おしみない賞しよう賛さんを浴あび、僕は自じ慢まんげに胸を反そらす。

「まあそれほどでも、ありますね」

　前世の僕は生前……ややこしいな、小さな中華料理屋で働いていた。

　個人でやっている適当な店で、きちんと修行をしたわけでもなければ、まともに作り方の指導を受けたこともない。だけど高校の三年間と卒業してから死ぬまでの二年間、バイト、そのまま就しゆう職しよくと、自己流とはいえ客を相手に鍋なべを振っていたのだ。

　そのことを昨日、前世で愛用していた中華鍋を見て、僕は思い出していた。

「これなら確実に、生徒会長に勝てる自信がありますよ」

　ふふんと、鼻高々に天てん狗ぐになる。

　ここで炒飯チヤーハンを作って見せたのは、なにも腕前を自慢するためだけではない。萌先輩に格かつ好こういいところを見せて、褒ほめてもらいたかったというのが本音だけど、建前は別だ。

　萌先輩を賭かけた、生徒会長との第二試合目。

　その勝負内容として、僕は料理を選び、味見をしてもらっていたのだ。今は男も料理をする時代だし、その、深い意味はないけど、萌先輩のパートナーになるには、ある程度の料理の腕前は不可欠だろう。

　決して、深い意味はないけど。

「本番のときは、これに海かい鮮せんあんかけか豚キムチでも加えようと思ってます」

　お玉でトントンと肩を叩たたきながら（不衛生だし行ぎよう儀ぎが悪いので、よい子は真ま似ねしないように）僕が言うと、紫原先輩はむむっと眉を顰ひそめ、

「炒飯は米の美う味まさを味わうものだ。余よ計けいなことをするのは負けフラグじゃないか？」

「ふふふ。甘いですね、先輩」

　その反はん応のうは予想済みだと、僕は不敵に笑みを返す。

「確かにそれは負けフラグの一つですが、現状で満足して工夫を怠おこたるのも、よくある負けパターンですよ。いいですか？　実際誰だれに試食してもらうのかは決めてませんけど、審しん査さをするのは美食家ではなく食べ盛ざかりの高校生なんです。ここは『分かり易やすい美お味いしさ』を優先すべきだと思いませんか」

「……なるほど」

　紫原先輩は深々と頷うなずき、

「この私を試ためしたか。やりおるな、国こく分ぶめ……」

「いや、別に試してないですけど」

　なにを急に、どこぞの食通ぶってるんですか。

　でもまあ作戦は認めてくれたようだし、これで僕の勝利は揺ゆるがないだろう。へらへらとにやけていると、

「それにしても隼はや人とくん、よくあの中華鍋を自由に扱あつかえるね」

　萌もえ先輩が感心したように言った。

「何というか、コツがあるんですよ」

　鍋なべが自分のものだからだと言うわけにもいかず、僕は微び妙みように言葉を濁にごす。

　前世で僕が愛用していた中華鍋は、店で使っていただけにかなり大きめだ。鉄製で重く、正直に言うと今の僕では扱あつかい切れていない。ましてや小柄な萌先輩や柚ゆ子ずさんでは、日常的に使うには不便なくらいだろう。

「萌先輩こそ、よくあれ使ってますね」

「主にお母さんが使ってるんだ。お手入れとかも大変そうなのに、ちょくちょく使って、仕舞わせてくれないんだよね」

「へ、へー。そうなんですか」

　だから今でも、現げん役えきで使える状態を保たもっているのか。

　ありがとう妻よ。僕は最近、涙もろくなりました。

「なあたらちね、お前はどう思う？」

　テンションが上がり、弾はずんだ声で水を向けるが、

「……なにが」

「何がって、炒飯チヤーハンだよ炒飯。どうだ、美う味まいだろ」

　さっきから口数の少ない……というか一言も喋しやべっていないたらちねは、昨夜寝つきが悪かったのか、徹てつ夜やをした僕や萌先輩よりも眠そうだった。

　いや、眠そうと言うのはちょっと違ちがうかな？　目を擦こすったり、あくびとかは全然しないんだけど、くっきりとくまができており、暗くて妙みように元気がない。

「……美お味いしいんじゃないの」

　味の感想も、そんな風につまらないものだった。

　お前が一番驚おどろくと思っていたのに。ま、そんな日もあるか。

「それで、誰だれに審しん査さしてもらうかなんですけど──」

　もし体調が悪いのなら、そっとしておいた方がいい。たらちねは放っておくことにして、僕は二人の先輩と、勝負について相談するのだった。





＊






　昼食を終えてしばらく経たっても、たらちねは回復する様子を見せなかった。

　本当は夕方までだらだら萌先輩と一いつ緒しよに過ごしたかったのだけど、仕方がない。予定を早めに切り上げ、午後二時前には自宅への帰路についた。

　ほとんど会話もすることなく電車に揺ゆられ、最寄りの駅に着き、

「そうだ、たらちね」

　家までもうすぐに近づいた頃ころ。僕は大切なことを思い出す。

「……なに」

「お前んち、確か中華鍋なべあったよな？　生徒会長との勝負の日、貸してくれよ」

　前世の僕が愛用していた中華鍋は、悔くやしいけれど今の僕には合っていない。勝負に万全の体勢で臨のぞむためにも、やはり体格に相そう応おうなものを使った方がいいだろう。

「おじさん達にも僕の腕前を披ひ露ろうしたいし、これからちょっと寄らせてもらうかな」

　勘かんを取り戻すため、練習もしておきたい。さらりと僕は言うのだが、

「……貸さない」

　たらちねはにべもなく、俯うつむいたまま呟つぶやく。

「そ、そうか。まあ今日はたらちねも調子悪そうだし、明日に──」

「そうじゃなくて、」

　やっと顔を上げたと思ったら、静かに僕を睨にらみ、

「隼はや人とに中華鍋は貸さない。今日だけじゃなくて、勝負の日も」

　足を止め、硬かたい声で、告つげた。

「へ……？　急に何言ってんだよ？　あ、そっか、熱でもあるんだな」

「ないよ」

「……じゃあ、何でだよ？」

　たらちねの反はん応のうが意外すぎて、うまく頭が回らない。

　幼おさななじみということで、僕は子供の頃から彼女の家に自由に出入りしている。断られるだなんて、まるで想像もしていなかった。

「何か怒らせるようなこと、したか？」

「……別に」

「だったら貸してくれてもいいだろ。僕だけならともかく、この勝負には萌もえ先輩の命運が懸かかってるんだぞ」

『萌先輩』に特に力を込めて、僕は重ねて言う。

　生徒会長の魔の手から、なんとしても娘を守らねばならないのだ。絶大な説得力を持つ言葉だけに、たらちねもすんなり頷うなずくと、

「いや」

　──思ってたん、だけど。

「だから、貸したくないんだ」

　たらちねは態度を軟なん化かさせることなく、むしろ更さらに頑かたくなに拒きよ絶ぜつする。表情を強こわ張ばらせ、冗じよう談だんを言っている気配は全くない。

　え？　あれ？　何で？　どうして？　訳わけが分かんないぞ？

「ど、どういう意味だよ？　まさかお前、萌先輩のこと、嫌い……なのか？」

「……好きだよ」

「だよな。そんなはずないよな」

　食い気ぎ味みで、僕は頷うなずく。そうだとも。萌もえ先輩は万人に愛される天使なのだ。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、ほっとしたのも束つかの間。

「ううん。好きだった、かな。前までは好きだったけど……、今は、分かんない」

　また少し俯うつむき、たらちねは自分でも迷うように、言った。

「分かんないって──────────、んんん」

　叫さけびかけた僕は、慌あわてて口を押さえ、咳せき払い。

　落ち着け、落ち着けよ、僕。

　早合が点てんするな。気持ちが『好き』から変化したということは…………、僕と同じように、『愛する』ようになったのかもしれないのだ。俗ぞくに言う百ゆ合り的てきな感情に、たらちねは戸と惑まどっているのかも知れない。きっとそうだ。そうに違ちがいない。

　その可能性は十分に考えられ──……、ねえよ。あり得ねえ。

　そういえば、今までたらちねに浮いた話を聞いた覚えはないな。でも。根こん拠きよはないけど、それだけはないと断言できる。

　現実を受け止めよう。

「理由を、訊きいてもいいか？」

　どんなに理り不ふ尽じんな、一方的な言いがかりであれ、萌に嫌われる要素が万が一にでもあるのなら、把は握あくしておかねばなるまい。

　意を決してたらちねを見つめると、彼女は下唇くちびるを噛かみ、

「だって、……隼はや人とは霧きり島しま先輩のこと、好き、なんだろ」

「ああ。好きっつーか、愛してるな」

　父親として、そんなの当然だろう。胸を張って即答すると、

「っ……、だからだよ！」

　たらちねはそれまで溜ため込んでいたものを一気に吐はき出すように、

「ぼくは隼人が霧島先輩と付き合う姿なんて、──見たく、ないんだ！」

　声の限りに、叫んだ。
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　…………はい？

「付き合う？　僕と萌先輩が？」

　こいつは急に、何を言い出すんだろう。

　改めて確認するまでもないことだけど、僕にそんなつもりは更さら々さらない。自分の娘と付き合うだなんて、そんなの変態じゃあるまいし。

　思わず呆あきれてしまうが、たらちねはそれをとぼけていると受け取ったのか、

「生徒会長との勝負に勝って、そうするつもりなんだろ。昨日だって、二人で一晩中話してたじゃないか。霧きり島しま先輩のこと、もっと知りたいって」

　絞しぼり出すようにして、付け加える。

「聞いてたのか」

「……うん」

　冷たく睨にらむのではなく、涙目になるのでもない。たらちねは滅めつ多たにない暗い声と表情で、俯うつむきがちに僕を見る。

「あ、あれだぞ？　確かに僕は萌先輩を愛してるけど、付き合うとか、そういう気は一いつ切さいないぞ？」

「うそ。そんなの信じられないよ」

「嘘うそじゃないって！　まじで！」

　声を張り上げ力説するが、ぐっと唇くちびるを噛かみ締しめるたらちねには、まるで届かなかった。

　そんな顔されると落ち着かなくなるんだよ。頼むから信じてくれ。

「今までずっと、誰だれかをそんな風に好きになることなかったじゃないか。どうして霧島先輩なんだよ……」

「どうしてって、言われてもな」

「そりゃ霧島先輩ほど可愛かわいくはないけど、む、胸はぼくの方が、まだあるよ」

　ま、真ま面じ目めな顔して何てことを言いやがる。

「そんなのは関係ねえよ。それにお前のアピールポイントは胸ではなく安産型の尻しりだと──」

「大きいの気にしてるんだから、言うな！」

　褒ほめたのにグーで殴なぐられてしまった。ひどい。

　このまま元のたらちねに戻ってくれることを密ひそかに期待していたんだけど、

「じゃあ、どうすればいいんだよ……」

　また声を沈しずませ、肩を落としてしまう。どうすればいいのか教えて欲しいのは、こっちの方だよ。

　僕が萌もえに抱いているのは、あくまでも父親としての愛だ。それを分かってもらうには──

　……。

　いっそのこと、言ってしまうか。

　前世の記き憶おくがあることを、僕は誰にも打ち明けるつもりはなかった。でも、もし誰かに言うのなら、それはたらちねだろうと、漠ばく然ぜんと想像していた。

　谷たに山やまのやつなんかは問題外だし、紫むらさき原ばる先輩だと喜ばれ過ぎそうで怖い。今の両親にも絶対に駄目だ。その点たらちねなら、頭の心配はされるだろうけど、最終的には信じてくれるだろうし、言いふらしたりもしないだろう。

　それに。そんな消去法ではなくても、やっぱり思い浮かぶのは他にいない。

「あのな、落ち着いてよく聞いてくれ」

　そうと決まれば話は早い。周りを見渡し、人がいないのを確認して、

「実は僕、前世の記憶があるんだ」

「──は？」

「だから前世だよ前世。僕は前世で、萌先輩……萌の父親だったんだ」

　あまり深刻にならないよう、敢あえて少し軽めの調子で言ってやる。真顔過ぎると危ない妄もう想そうを喋しやべっている人みたいだし、軽すぎて冗じよう談だんだと受け止められても困る。

　まあ真実の重みというのは必ず伝わるものだ。ほら、現にたらちねは目を細め──

「あの手紙出したの、やっぱり隼はや人とだったの？」

「違ちがうって何度言わせるんだよ！　ストーカーなんかと僕を一いつ緒しよにしないでくれ！」

　ちくしょう、全く伝わらねえ。

「恋人同士が親子に変わっただけで、ぼくには一緒としか思えないけど」

　しかも追い打ちをかけるように、たらちねはそんな酷ひどいことまで言う。やばい、この流れはいかんぞ。

　嘘うそや妄想ではない証しよう拠こを示すため、

「……お尻しり」

「は？」

　わざと重々しく言うと、たらちねは再びグーをちらつかせた。ち、違う違う、お前の尻の話じゃない！　僕は慌あわてて、

「萌もえのお父さん、お尻しりにハートマークの痣あざがあったって話してただろ。前にもどっかで聞いた覚えがあったんじゃないか？」

「そうなんだよね……………………、あ！」

「思い出したか。そうだよ。そのハートマークの痣、僕のお尻にもあるんだ」

　道みち端ばたなのでさすがに見せつけてやることは無理だ。服の上から該がい当とう箇か所しよを叩たたくと、

「それで？」

　たらちねは少しだけ頬ほおを赤らめるが、すぐに元に戻す。

「霧きり島しま先輩のお父さんと隼はや人とに、珍しい共通点があるのは認めるよ。認めるけど、たったそれだけを根こん拠きよに、前世なんだって主張するつもり？」

「それだけじゃないと言うか、記き憶おくの方がメインなんだけど……」

　困った。たらちねが相手では、本当に前世の記憶が正しいのだと照合のしようがない。嘘うそや妄もう想そうではないのに、証明する手段が一つも存そん在ざいしなかった。

　そして。それはたらちねに対してだけではなく、誰だれに対してもそうなのだ。

　……ただ一人、柚ゆ子ずさんを除のぞいて。

　打ち明ける気はないし、むしろ絶対に秘密にするつもりだけど、萌も例外ではないのだと気付き、僕は胸が苦しくなった。無性に叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられ、全力で堪こらえていると、

「それで、前世の記憶がある……として、隼人は結けつ局きよくなにが言いたいのさ？」

　怒るのでも冷たく見下ろすのでもなく、たらちねはまた、暗く沈しずんだ表情で訊きいた。

「信じてくれるのか？」

「別に信じたわけじゃないよ。……ただ、霧島先輩と出会ってからの隼人の変化を考えたら、分からなくも、ない。ぼくの知ってる隼人はあんなに上う手まく炒飯チヤーハンなんか作れないし、……昨日、霧島先輩のお父さんが亡くなってるってこと、隼人は説明される前から知ってたみたいだし」

「うっ……」

　自分では気付いていなかったけど、またミスをやらかしていたのか。

　だけど考え方によっては、たらちねを納なつ得とくさせる判断材料になったとも言える。よし、何も問題ないじゃないか。

　これでもう安心だと、僕はほっと息を吐はいたんだけど。

「……で？」

「で、って？」

「もしそれが本当だったとして、だから、どうしたんだよ」

　分かってくれたはずのたらちねは、やはり頑かたくなな態度を崩くずさなかった。

「どうしたって……。だからな、僕は萌の父親として──」

「父親じゃないよ」

「────っ!!」

　僕の言葉を遮さえぎり、

「父親なんかじゃ、ない」

　たらちねは顔を上げ、力を込めて、言う。

「たとえ前世で親子だったんだとしても、それが本当だったとしても、今は赤の他人だろ」

「なっ……！　言っていいことと悪いことが──」

「うるさいっ！」

　さすがに僕も激げつ昂こうするが、たらちねはそれ以上の剣けん幕まくで睨にらみ返し、

「前世がなんだって言うんだよ！　今の隼はや人ととは、そんなの関係ないだろ！」

「かっ、関係ないとか言うんじゃねーよ！」

「だって、本当のことじゃないか！」

　涙目で、唸うなる。

「萌もえ先輩萌先輩って、高校に入ってからの隼人はそればっかり。いっつもいっつも、先輩のことしか考えてないじゃないか……」

「……だ、だからそれは、父親として──」

　分かってもらおうと、僕は言い訳わけを────、いやいや、言い訳なんかじゃなくて、ちゃんとした理由だぞ、うん。

　とにかく。きちんと説明しようとするのに、

「違ちがうよ！」

　たらちねは聞く耳を持たず、──聞くのを拒きよ絶ぜつするようにぶるぶると首を振り、

「前世なんて、本当は信じたくないんだ！　今の隼人は霧きり島しま先輩のお父さんじゃなくて、ぼくの……、ぼくの幼おさななじみだろ」

　怒ど鳴なるのではなく、静かに、震ふるえる声で告つげる。

「で、でもな、」

「とにかく」

　なおも僕は食い下がろうとするのだが、たらちねは一方的に話を打ち切り、

「ぼくは隼人と生徒会長との勝負に、手を貸すつもりも応おう援えんするつもりもないから」

　さっと背中を向けると、小走りで駆かけ出していった。

　……。

「お前んちは、そっちじゃないだろ」

　取り残された僕は、思わずどうでもいいつっこみをしてしまう。というか、そんな言葉しか出てこない。

　あいつは何を考えてるんだ、いったい。
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　生徒会長との料理勝負は、週明けの月曜日と決めた。

　相手に特とつ訓くんする暇ひまを与えないという、前回生徒会長が使った卑ひ怯きような手を踏とう襲しゆうさせてもらったのだ。絶対に勝つ自信はあるけれど、軽い仕返しである。

　対決の場所としては、家庭科室を借りることにした。同じく調理可能と言っても化学準備室は狭せますぎるし、僕らの聖せい域いきに生徒会長なんぞを入れたくないからな。

　肝かん心じんな審しん査さの方法に関しては、少しもめた。

　僕としては萌もえ先輩に審査員になってもらい、彼女自身の手で判定を下して欲しかったのだけど、多方面から反対にあったのだ。紫むらさき原ばる先輩はゲテモノ合戦になるぞと全く意味の分からない忠告を真顔でして、垂たる水みずさんはそれじゃ同じ家庭科部である僕に有利だと批判。結けつ局きよく諦あきらめることにして、審査は家庭科室を根ね城じろにしている料理研究部の方々にお任せすることに。

　それだと人望のある生徒会長に有利じゃないかって？　そんなの織おり込み済みです。

　対策として、審査員の数は十人、制限時間は三十分と設定したのだ。

　大人数の料理を短時間で作るのは、店で働いていた僕のお手の物だ。本当はもっと短くても大だい丈じよう夫ぶなんだけど、一応は勝負の体てい裁さいを整える必要がある。生徒会長でもなんとか作り上げることが可能な時間に設定したのだ。

　それに何より、僕は自分の味に自信がある。どんなに生徒会長有利な審査をされようとも、有う無むを言わさず勝利する、絶対の自信が。

　だからこそ、料理に関して特に縛しばりは設もうけなかった。例えば中華料理とか、ジャンルを狭せばめてやった方が審査はしやすいかもしれないけれど、生徒会長にも自分の得意料理で勝負して欲しかったのだ。

　萌に相応ふさわしい男かどうかの審査という建前は忘れたくないし、……その方が、負けたときのショックが大きいだろうしね。僕は炒飯チヤーハンを作るのだと、前もって宣せん言げんしてやったのだから尚なお更さらだろう。

　一分の隙すきもない、完かん璧ぺきな計画だ。唯ゆい一いつ問題があるとすれば……、

「よう。日を空あけずに二試合目たぁ、お前も忙いそがしいやつだな」

　家庭科室の前で、谷たに山やまの野郎がまたも新聞を配っていたことか。

「もっと情報は小出しにしてくれた方が、俺おれらとしては同じ記事で引っ張れるし助かるんだけどよ」

「知るかよそんなこと」

　ぶっきらぼうに鼻を鳴らすが、谷山はにやにやと気にもしない。

「前回お前がまさかの逆転勝利を収めたおかげで、校内での注目度は鰻うなぎ登りなんだぜ？　特集号出して儲もうけようって計画してたのに、後回しになっちまった」

「出すのは出すのかよ」

「当然だろ。あ、これが今度の号外な」

　平然と新聞を手渡してくる。さっと流し読みすると、基本的には前回と同じく、生徒会長を讃たたえる論調となっていた。一試合目で生徒会長がどんなに紳しん士し的てきであったとか、実力では圧あつ倒とうしていたとか。僕に関しては、生徒会長の優しさに付け込んだ卑ひ劣れつな野郎という扱あつかいである。おい。事実なのは認めるけど、立派な作戦じゃないか。

　そしてまた今回も、料理対決の具体的な条件が正確に記き載さいされていた。

「毎回毎回、どこから情報仕入れてるんだよ」

「そりゃお前、秘密に決まってんだろ」

　嬉うれしそうに笑いやがって。苛いら々いらするな。

　こうなると意地でも当てたくなってくる。谷たに山やまは話す気がないようだけど、生徒会長側の陣営が明かすとは考えにくいので、おそらくは料理研究部の人達から聞き込みをしたのだろう。『生徒会長　対　セクハラ少年　対決会場はこちら！』って書かれた紙が、家庭科室の前にでかでかと張られていることだし。

　もう、怒りも湧わかなくなったよ。

　まあ前回とは違ちがって、今回の料理対決はどれだけ注目されても構わないんだけど。

　テーマが料理である限り、僕の勝ちは絶対に揺ゆるがないのだ。むしろどんどん人を集めてもらって、憧あこがれの生徒会長様がまさかの二連敗に終わる姿を、衆しゆう目もくに晒さらしてもらおうじゃないか。

　今日で引いん導どうを渡してやるのだ。僕が誓ちかっていると、

「どうもどうもはじめまして。俺おれは隼はや人との大親友で、スポーツ新聞部の谷山といいます」

「はじめまして。家庭科部部長の霧きり島しまです。よろしくね」

　抜け目なく、谷山が萌もえ先輩に接せつ触しよくしていやがった。ええい、お前なんかが近寄るんじゃねえ！

「誰だれが大親友だよ。散れ！　帰れ帰れ！」

「まあまあ、落ち着けって。俺の好みじゃないって言っただろ？」

　失礼なことをぬかし、きょろきょろと周りに目をやる。

「麗うるわしの紫むらさき原ばる先輩は、今日も応おう援えんにいらっしゃらないのか……。もしかして隼人、お前嫌われてんの？」

「そういうわけじゃねーよ。あの人は人混みが苦手なんだ。今も部室から、応援してくれてると信じてるぞ」

「なるほど、やっぱり繊せん細さいな方なんだな」

　さもありなん、と深く頷うなずく。谷山の中で紫原先輩の美化が進んでいるようだけど、僕には関係ないし、別にいいか。

「紫原先輩にご挨あい拶さつできないんだったら、そろそろ仕事に戻るか。んじゃあ──、」

　立ち去ろうとした谷たに山やまは、ぴたりを足を止め、

「おや？　かのやんもまだ来てないのか」

「まだとかじゃなくて、あいつは来ねえよ」

　むっつりとした僕の答えに、目を丸くする。

「へっ？　病気にでもかかったのか？」

「さあな。朝からちゃんと学校には来てたし、大だい丈じよう夫ぶなんじゃねえの。授業が終わったら、さっさと家に帰ったみたいだしな」

「おいおい、喧けん嘩かでもしたのか」

「別に。してねえよ」

　そうとも。これは喧嘩ではない。

　あいつが勝手に怒って、一方的に距離を取っているだけだ。

　まあ僕としても、あいつが謝あやまるまでは許すつもりはないけど。

「なあ──」

「こんなやつと話してても時間の無駄です。早く行きましょう」

　谷山は何か言いたそうにしていたが、僕は話を打ち切り、萌もえ先輩の背中を押す。

「生徒会長に、さっさと引いん導どうを渡してやらないと」

「……ねえ隼はや人とくん。かのちゃんいなくて、本当に大丈夫なの？」

「萌先輩まで何言ってるんですか」

　調理に誰だれかの補助は必要ないし、あるとしても萌先輩にお願いしていただろう。たらちねなんかの出番は、最初からないのだ。大丈夫とか訊きかれる意味が分からない。

「ほら、早く行きましょう！」

　娘が傍そばで応おう援えんしてくれるのなら、絶対に勝つに決まっている。何な故ぜだか谷山と似たような表情をする彼女を急せかし、僕は家庭科室の中へと向かった。




　授業で使われることもあり、家庭科室は化学準備室とは比べものにならないほど広かった。

　ただ広いだけではなく、ものがきちんと収しゆう納のうされ、調理器具がその辺に散らばっていたりはしない。極ごく々ごく普通のことなんだけど、これがあるべき姿だよなと少し感心してしまう。家庭科部部室の整理整せい頓とんに苦心しているたらちねが見たら、さぞ羨うらやましがる──……。あんなやつはどうでもいい。

　教きよう壇だんに近い位置にテーブルが二つ向かい合わせになるように置かれ、それぞれ僕と生徒会長が自由に使えるよう用意が調えられている。中央から後ろの方には見物に来た生徒がぎゅうぎゅう詰づめに集まっており、ぽつぽつと教師らしき姿まで混じっていた。

「それでは──っっ！　調理スタートッッッッ！」

　料理研究部部長が開始を宣せん言げんすると、一斉に歓かん声せいが上がる。

「生徒会長、頑がん張ばってください！」

「負けるなよ！　皇こう徳とく寺じ！」

「徹てつ底てい的てきに叩たたきのめしてやれ！」

　寄せられる声は、どれも生徒会長を応おう援えんするものばかり。だけどどれだけ集まろうとも、所しよ詮せんは烏う合ごうの衆しゆうだ。萌もえ先輩一人の足下にも及およばない。「頑張って」と彼女が一声かけてくれれば、それだけで百人力だ。

　……。なのに、その声はいつまで経たっても聞こえてこなかった。

　群ぐん衆しゆうに何かいやがらせでもされているのか心配になって目を向けるが、萌先輩は最前列で、真まっ直すぐに僕を見つめていた。心配でもするように眉まゆを寄せ──って、どうしてそんな顔してるんですか。

　ま、まあいい。さっさと勝負を済ませて、笑顔に変えよう。

　気分を切り替え、勝負に集中する。手早くあんかけに使う海え老びとホタテの下処理を済ませ、タケノコを切りネギを刻きざみ──

　中華鍋なべを、最大火力で熱する。

「……」

　鉄製で大きなその中華鍋は、前世の僕が愛用していたもの。萌先輩にお願いして、わざわざ学校まで持ってきてもらったのだ。結けつ構こうな重さなので、これを持って登校するのはかなり大変だっただろう。ごめんなさい。ありがとうございます。

　それもこれも、全てたらちねが悪いのだ。

　たらちね以外に中華鍋を調達する手段を思いつかなかったので、僕は彼女に断られたあと、やっぱり萌先輩に借りることにした。日曜日を挟はさんでいたこともあり、当初はもちろん自分で取りに行くつもりだったのだけど、一応というか、何となく、たらちねが気を変えるかもしれないと思って、出発を遅おくらせたのだ。何度もメールをして、たらちねからの返事をあと一時間、三十分だけ、もう五分したら来るかもしれないと待っているうちに夜になってしまい、結けつ局きよく借りに行きそびれてしまった。

　今け朝さも今朝で、僕はいつも通り家の前で待っていたというのに、あいつは一人でさっさと登校していやがったし。そのせいで、僕は初めて遅ち刻こくをしてしまったぞ。

　授業中に教室に入っても、たらちねは顔を向けることすらせず、僕も自分から声をかけてやるものかと決心した。向こうから謝あやまってきても、もう知るものか。

　ただ無視し合うだけで、口論とかをしたわけではないのに、どうしてだかクラスの連中は僕とたらちねが喧けん嘩かしているのだと邪じや推すいしやがった。僕が悪いのだと勝手に決めつけられ、謝るように諭さとされたのだけど、僕にそのつもりは一いつ切さい無い。

　あいつは僕と萌先輩が赤の他人だと、絶対に許せないことを言ったのだ。

「──っと、そろそろか」

　たらちねなんかのことを考えているうちに、中華鍋なべはかなり熱くなっていた。いけないいけない。油を入れ、卵を投入。

　……卵か。たらちねは卵のかざらが苦手で、卵焼きはおろか目玉焼きを作るときでも徹てつ底てい的てきに取るようにしてたな。卵かけご飯ならともかく、火を通すなら気にしすぎだと思うけど──って、そんなのどうでもいい！

「チッ」

　思わず小さく舌打ち。しまった。卵を加熱し過ぎて、半はん熟じゆくを通り越こしてしまっている。慌あわててご飯を入れ、

「ああっ！」

　失敗に気付き、今度こそ声に出してしまう。油を入れ替えてないじゃないか！

「……ごほんごほん」

　落ち着け僕。動どう揺ようした姿を見られては、生徒会長を調子づかせるだけだ。何でもないような素そ振ぶりでいろ。失敗はテクニックでカバーするんだ。

　炒いためる用にわざわざ油を替えるのは、材料が鍋にこびり付かなくするためだ。小刻きざみに鍋を振って、その暇ひまを与えないようにすれば済むこと。全身全霊を込め、左手でリズムを刻む。

「くっ──」

　刻むのだが、どうしてもそのリズムは細かく乱れてしまう。今の僕の筋力では、やはりこの中華鍋は重過ぎる。

　ええい、我が慢まんしろ！　泣き言をこぼすな。ここで左腕が駄目になろうとも、全力で振り続けるのだ。

「よっ、ほっ、やっ──」

　自分を叱咤しつたし、気力で補おぎなおうとするも、

「…………くっ、はっ……」

　やはり事実はいかんともしがたく、次し第だいに腕は重くなっていく。

　五年も愛用し、毎日のように振るっていた鍋だというのに、全然イメージ通りに動いてくれない。手の延長のように感じていたはずなのに、その感覚は完全に途と切ぎれてしまっている。

　まるで、今の僕が前世とは違ちがうのだと突き付けるように。

「くそっ……、ふざける、な、よ──」

　負けてたまるかと右手の動きで補おうとするのだが、ご飯はどうしてもばらけてくれない。どうやら炊たき加減に失敗していたらしいと、今さらながらに気付く。炒飯チヤーハン用のご飯は固めに炊くのが鉄則なのに、べちゃべちゃ気ぎ味みなのだ。どうしてこんな初歩的なミスをしてんだよ！

　なりふり構っていられず、右手と左手を入れ替え、強引にご飯をひっくり返す。油を替えていないためか、それとも鍋を振れていないせいか。所々焦こげ付いたご飯を、お玉で無理矢理潰つぶしていく。

　全神経を集中しなければ、この失敗は挽ばん回かいできない。自分でもよく分かっている。

　……なのに。

　あいつは少し柔らかめのご飯が好みだったとか、炒飯チヤーハンよりも炊たき込みご飯の方が好きだったなとか。そんなどうでもいいことばかりが頭に浮かんで、僕はどうしても集中できなかった。

　焦あせれば焦るほど、たらちねの沈しずんだ表情が頭をよぎり、更さらに気が散るばかり。最初の炒飯を妥だ協きようで完成させ、次の人の分に取りかかっても、そんな状態がいつまでも続き、

「それまでっ────！」

　終了の合図があるまで、僕が本来の調子を取り戻すことはなかった。




　結果については、簡単に省略させてくれ。

　制限時間ギリギリまで粘ねばって生徒会長が作り上げたのは、僕と同じ中華料理である麻婆マーボー豆どう腐ふだった。ジャンルなど気にせず好きに作って構わないと言ったのに、審しん査さ員いんに気を遣つかって合わせたのだろう。

　完かん璧ぺき超人らしい出来で、素人しろうととしてはかなり上手な部類の味だった。それでも豆トウ板バン醤ジヤンの炒いため方が足りずに香りを引き出せていなかったり、豆腐が若じやつ干かん煮にくずれていたりと、僕の目からみたらまだまだ未熟。僕が萌もえ先輩の家で作った炒飯と比べたら、プロと素人の差が歴然と存そん在ざいしていた。

　……そのはずだったのだ。

　しかし今の僕が言っても、ただの負け惜おしみにしかならない。僕が作った炒飯は、長時間炒め過ぎてパラパラではなくパサパサしており、焦こげ付いて、しかも白い固まりの部分まであった。あんかけ作りにも失敗するというあり得ないミスを犯し……。

　もうこれ以上、解説するまでもないだろう。

　審査に不正があったと疑うまでもない。完全に、僕の惨ざん敗ぱいだ。
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　大盛り上がりの家庭科室を、僕と萌もえ先輩は、二人でそっと抜け出す。

　勝負が終わったというのに僕ら以外の見物客が出て行かないのは、料理研究部ならびに生徒会長が料理を振る舞っているからだ。おかげで僕は、これ以上情けない姿を人目に晒さらさずに済んだというわけである。

　生徒会長に、助けられたのだ。

「すみません、萌先輩……」

　ある程度家庭科室から離はなれたところで、僕は隣となりを歩く萌先輩へと向き直り、頭を下げる。

　授業はとっくに終わっているため、皆みな部活に行ったのか、廊ろう下かに人ひと気けはない。本当は部室に戻るまで我が慢まんしようと思っていたんだけど、罪ざい悪あく感かんを堪こらえきれなかった。

　娘を馬の骨から守るための、大事な勝負。しかもほぼ勝ちが決定していた試合を、僕は落としてしまった。

　父親として、こんなに情けないことはない。

「次は、次こそは勝ちますから！」

　だけど、このまま見捨てられてたまるものか。落としていた肩をしゃきっと上げ、僕は気合いを入れて宣せん言げんする。

　なのに──

「ねえ隼はや人とくん」

　萌もえ先輩はさらりと僕の熱意を受け流し、

「謝あやまる相手が違ちがうんじゃないかな」

　柔らかい笑みを湛たたえたまま、言う。

「ど、どういう意味ですか」

「隼人くんは、どうして今の勝負に負けたんだと思う？」

「それはあれですよ、たらちねのやつが悪いんです。あいつがちゃんと中華鍋なべを貸してくれてさえいれば、美お味いしい炒飯チヤーハンが作れたはずなんですから」

　ああそうとも。他に理由なんてあるはずがない。身の丈たけにあった中華鍋を使えてさえいれば、僕の華か麗れいなテクニックでミスを挽ばん回かいできただろうし、そもそも最初から失敗なんてしなかったはずだ。鍋さえ万全なら──

「わたしの家では、その中華鍋でちゃんと作れてたのに？」

　……。

　そ、それはですね。

「負けたほんとの原因、隼人くんも自分で分かってるんでしょ」

　一言も返せない僕に、萌先輩はにこりと笑顔で告つげる。ひょいっと僕の手から中華鍋を奪うばい、

「ほら、善は急げだよ」

「でもですね、」

「いいから。早く！」

　ごねる僕を叱しかるように、頬ほおを膨ふくらませ、

「ちゃんと仲直りするまで、部室に入れてあげないよ！」

　ぷりぷりと、可愛かわいらしく怒る。

　むう……。

　そう言われては、仕方がない。

「すみません。じゃあ、行ってきます」

　たらちねを許すつもりはない。そのつもりはないけど、部室に入れてもらえないのも、それはそれで困るのだ。

「うん。いってらっしゃい」

　笑顔で手を振る萌もえ先輩をその場に残し、全速力で廊ろう下かを駆かけ出す。靴くつ箱ばこに寄るのももどかしく、僕は上うわ履ばきのまま、最短距離で校門へと向かった。





＊






　たらちねの家は、僕の家の四軒隣となり、徒歩三十秒の距離にある。

　そんなに近いんだったら、昨日メールなんてしてないで、直接会いに行けばよかっただろうって？　そんなの、僕の自由だろ！

　と、とにかく。

「あら隼はや人と君、いらっしゃい」

　僕が家の前で息を整えていると、買い物に出かけるところだったのか、タイミングよく玄関が開き、たらちねのお母さん──通称『たらちねの母』が迎えてくれた。

「こんちはおばさん。たらちねのやつ、帰ってますか？」

「ええ。仲直りしに来たの？」

　玄関の前を譲ゆずりながら、おばさんはにやにや笑う。

「まあ、そんな感じというか。よく分かりましたね」

「そりゃあ分かるわよ。だってあの子、土曜日に帰ってきて以来、今日学校に行くまで自分の部屋に閉じこもりっきりだったんだもの」

「えっ──、」

「たらちねがそんなになるなんて、隼人君が関係してるとしか考えられないしね。ご飯も食べないし、心配してたのよ」

「そうだったん、ですか……」

　まさかそんな状態になっているとは、夢にも思っていなかった。昨日たらちねは、どんな気持ちで僕の催さい促そくするメールを受け取ったんだろう。

　……っていうか、

「娘がそんな状態だっていうのに、何でにやにやしてるんですか」

「隼人君が珍しく真ま面じ目めな顔して来たからには、もう問題は解決したも同然だし」

　僕の非難の視線を受けても、おばさんは何ど処こ吹く風で飄ひよう々ひようと口笛を吹き、

「ちょっと近所に買い物行くつもりだったけど、二時間ほど外で時間潰つぶしてくるね」

「いいですよ。何ですかその気遣づかいは」

「だって仲直りに来たんでしょ？　そういうときは一発──」

「だからいいですって！」

　相変わらずなんて人なんだ。さすがはたらちねの反面教師と言うべきか。

　駅から走ってきたのとは違ちがう疲つかれを感じ、がっくりと肩を落とすと、

「じゃ、頑がん張ばってねー！」

　ばしんと僕の背中を叩たたき、おばさんは握にぎり拳こぶしを上げて買い物へと出かけていく。……拳にしては親指の位置が微び妙みようにおかしかった気がするけど、見なかったことにしよう。

「ま、いいや」

　あの人のことは忘れて、玄関へと向かう。

　勝手知ったる他人の家ということで、遠えん慮りよなく進み、階段を上がって二階の一番奥、たらちねの部屋の前に立つ。

　何度か咳せき払いし、喉のどの調子を整え、

「あー、たらちね、」

　結けつ局きよく少し裏返った声で、彼女を呼ぶ。

「話があるんだ。中に入れてくれないか」

　普段なら返事を待たず、それどころか最初から声もかけずにドアを開けては怒られているんだけど、今日ばかりはしっかりと待たい機き。しかしどれだけ待っても返事はなく、物音一つ聞こえてこない。

「いいか、入るぞ？　駄目だったら駄目って言えよ？」

　しばし待ち、今度も返事がないのを確認してから、ゆっくりとドアを開く。

「お、お邪じや魔まします」

　こんなことを言うのも初めてだな。

　久しぶり──高校生になってから初めて入ったたらちねの部屋は、以前と変わらない様子だった。整理整せい頓とんが行き届いており、……乱らん暴ぼうに投げ出された通学用の鞄かばんが、嫌いやでも目に付く。

　肝かん心じんのたらちねの姿は、ベッドの上にあった。

　帰ってから結けつ構こうな時間が経たっているのに、着替えもせずに制服のまま、壁に背を預あずけて体育座りをしている。足と胴体の間に枕まくらを挟はさみ、抱え込むようにして顔を埋うずめていた。

「なあ、たらちね」

「……」

　直接会って声をかけても、やはり返事はない。

　そして。わざわざこうして家まで来ておきながら、僕は僕で、何を言えばいいのか考えが固まっていなかった。ここまで来た勢いが、しゅんと萎しぼんでいく。

　たらちねも会話に応じてくれる気配がないし、こういうときは天気の話題から入るのが常じよう套とう手段だと聞いたことがある。いやでも、たらちねと今さらそんな話をするのも変だし。じゃあどんな──…………、

　ああ、もういい！

「聞いてくれ！」

　相手をリラックスさせ、和なごやかに会話を進める話術など僕にはないのだ。話を誤ご魔ま化かすつもりもないので、真っ向から話をすることにする。

「たらちね、お前は萌もえ先輩──萌と僕が赤の他人だって、言ったよな」

　ベッドの傍そばまで近寄り、たらちねの正面に立つ。

　しばらく返事を待つが、返されるのは沈ちん黙もくのみ。それならそれで構わないと、僕は大きく息を吸い込み──

「……訂てい正せいするつもりはないよ」

　彼女は枕まくらに顔を埋うずめたまま、くぐもった声で漏もらした。

「隼はや人とがなんて言おうとも、それがぼくの正直な気持ちだから」

「ああ、別にいいよ」

　あっさりと告つげると、たらちねの肩がびくんと震ふるえる。

「僕だって、本当は分かってるんだ。今の僕と萌は、どれだけ強く願ったとしても、……他人でしか、ないって」

　分かっていて、敢あえて目を逸そらしていた。気付かないふりをしていた。

　だからこそたらちねに指摘されたとき、僕は許せなかったのだ。

　僕と萌を繋つなぐもの。

　それは限られた前世の記き憶おくの断片。ただそれだけしかない。いつ消えてしまうのかも分からない、ひどく曖あい昧まいなものだ。

　戸こ籍せき上何の繋がりもなく、役所も、社会も証明してくれない。萌はおろか、柚ゆ子ずだって信じてくれない可能性だって、ある。

「でも──」

　それでも。

　たとえそうだとしても。

「ただの自己満足だと言われようとも、誰だれにも認められなくても。前世の記憶がある限り、僕は萌を守ってやりたいんだ。前世での僕は、彼女が産まれてすぐに死んでしまった。何もしてやれなかった娘のために、……生きて、償つぐないたいんだ」

　前世の記憶が蘇よみがえったとき、僕はそう誓ちかったのだ。

　今度こそ、父親としての使命を果たすのだと。

「……そんなこと、ぼくに聞かせてどうすんだよ」

「さっき『誰にも認められなくてもいい』って言ったばかりだけど、やっぱりお前には──、たらちねにだけは、認めて欲しいんだ」

　たらちねはまた大きく肩を揺ゆらすが、反はん応のうはそれだけ。

「──生徒会長との勝負だけど、負けたよ。僕の自じ滅めつだった」

　僕は駄目押しするように──……、違ちがうな。

　正直に、自分の気持ちを伝える。

「全然料理に集中できなかった。自分でもよく分からないけど、僕はお前がいないと調子が出ないんだよ。これからも、傍そばにいて欲しいんだ」

　幼おさななじみとして、ずっと一いつ緒しよだったから。

　傍にいて、当然だったから。

　言いたいことを全て伝え終え、僕は、たらちねの反はん応のうを待つ。返事をくれるまで、いつまでも──朝までだって待つつもりだった。

　下を向いたまま、枕まくらにごしごしと顔を擦こすり付けていた彼女は、

「……奥さんは？」

　やがて僅わずかに顔を上げ、真まっ赤かに充じゆう血けつした目で僕を睨にらんだ。

「隼はや人とが本当に前世で霧きり島しま先輩の父親だったんだとたら、どうして前世での奥さん──霧島先輩のお母さんに、そのことを話さないの。萌もえ、萌ってずっと言ってるけど、奥さんも同じように心配なはずでしょ」

　疑い半分、ないがしろにされた奥さんへの義ぎ憤ふん半分といったところか。たらちねの鋭するどい視線を受け、僕はぎこちなく微笑ほほえむ。──いや、自分ではそのつもりだったけど、実際はどんな表情になっていたのかは、分からない。

「柚ゆ子ず……前世で僕の奥さんだった人は、今も再婚はしていないけど、その候補の相手はいるんだ」

　穏やかに告つげると、たらちねははっと大きく目を開く。

「そう……、なんだ」

「ああ。金曜日の夜、萌にそう聞いた」

　聞いたというか、自分から積極的に訊きいた。

「萌が小学生の頃ころから家族ぐるみで仲良くしている人で、その人も奥さんと死別してるらしい。娘さんが一人いて、妹のように可愛かわいがってるんだって。柚子は『萌がお嫁に行くまでは再婚なんてしない』っていつも言ってて、その人ともそんな関係じゃないって否定してるらしいんだけど、萌によると、ほぼ間違いないらしい」

　長く喋しやべったせいだろうか。妙みように胸が苦しくなり、深々と、息を吐はく。

　柚子の、再婚相手。

　候補とはいえその存そん在ざいを知ったとき、正直に言うと、僕は悲しかった。そんなこと言える筋合いではないと分かっていても、やっぱり寂さびしかった。

　だけど、それ以上にほっとした。

　死んだ僕のことなんかに囚とらわれて生きるより、新しく誰だれかを好きになってくれた方が。

　忘れて──過去にした方が、柚子は幸せになれるのだから。

　避さけようのない、真理だ。

「今まで柚ゆ子ずと萌もえを支えてきたのは、二人が大変なときに傍そばにいたのは、僕じゃなくて、その人なんだ。今さら名乗り出ることなんて、無理だよ」

　何な故ぜだか天てん井じようが見たくなり、顔ごと上を向く。

　僕が死んで、いなくなってから。彼女達は十七年間前から、新しい生活を始めていたのだ。

　僕が入る隙すき間まなど、もうありはしない。

　無理矢理に割り込んでみたところで、ちぐはぐに和を乱してしまうだろう。柚子と萌が築きずき上げてきた世界を壊こわし、不幸を呼ぶだけだ。

　柚子に再婚相手候補がいると知る前は、打ち明ける気でいたけど。今では。

　僕一人の自己満足のために、そんなことできるはずだない。

「だけどさ、影ながら萌を見守るくらいは、僕にも許されてもいいだろ？　一生は無理でも、近くにいられる間だけ、父親の真ま似ね事ごとをしたって」

　ゆっくりと首を戻し、視線をたらちねに向ける。

　今度こそ、ちゃんと笑えていたはずだ。なのに、

「隼はや人と……、」

　彼女は今にも泣き出しそうなほど目に涙を溜ため、ぐっと唇くちびるを噛かんで僕を見上げる。

　馬鹿だな。何でお前がそんな顔するんだよ。

「──ちぃ」

　呼んで、たらちねの頭を撫なでる。

　やってから、思い出した。

　幼おさない頃ころ。泣き虫だったたらちねを泣きやませるために、僕はいつもこうしていたのだ。当時からヘタレだった僕は、気の利きいた慰なぐさめの言葉なんてかけてやれず、黙だまって頭を撫でながら、彼女が泣きやむまでずっと傍そばにいた。

『ちぃ』というのは、その頃僕が呼んでいた、たらちねの渾名あだなだ。某ぼう国民的アニメと被かぶらないように頭を捻ひねって決めたというのに、いつの間にか使わなくなってたな。

「前世で僕は、施設で育ったんだ」

「隼人……？」

「いいから、聞いてくれ」

　さらさらと指通りのいい髪を、優しく撫でながら、

「両親──家族を知らずに成長して、高校を卒業してから、同じ施設で育った柚子と結婚した。二人で暮らし始めてから約二年が経たって、萌が産まれた日。僕は本当に嬉うれしかったんだ。幸せだったんだ」

　血の繋つながりが全てだと、そんなことを言うつもりはないけど。

「初めて自分と同じ血が流れる家族ができて、僕は、萌のためならなんだってしてやるって決めた。柚ゆ子ずと二人でこの子を幸せにしようって、そう、誓ちかったんだ」

　なのに実際は、僕はそれからすぐに死んでしまった。

　前世の記き憶おくが蘇よみがえったとき。彼女のために生きると強く決意したのは、そのためだ。

「……」

　僕の話が進むにつれて、たらちねはまた、少しずつ俯うつむいてしまう。

　おっと、違ちがうんだ。僕が今言いたいのは、そういうことじゃないんだ。

「だけど、……ううん。だからこそ、僕は今の家族も大切に思ってるんだ。父さんに母さん、それにたらちねのことを。前世の僕がずっと望んで、すぐに失ってしまったものだから」

　たらちねにおじさんおばさんは、家族とは少し違うかもしれないけど。今の僕にとっては、家族同様に身近な、大切な存そん在ざいだ。

「だからさ、そろそろ機嫌直して、いつものお前に戻ってくれよ」

　最後に髪の毛がぐしゃぐしゃになるほど乱らん暴ぼうに頭を撫なで、そっと手を離はなす。顔を覗のぞき込むと、たらちねはもう涙を浮かべておらず、

「ぜ、前世の奥さんって、同じ施設で育ったんだ」

　それどころか、頬ほおを赤らめてすらいた。

　あれ？　そこに食い付くの？

「そうだけど」

「ってことはさ、もしかして、幼おさななじみだったの？」

「まあ、そうなるな」

「じゃあじゃあ、隼はや人とは前世で、幼なじみと結婚したんだ」

「だからそう言ってるだろ。何か悪いのかよ」

　しつこいぐらいに訊きかれ、僕が思わずむっとすると、

「ううん！　全然、ぜんっっっっせん悪くないよ！」

　たらちねは顔を耳まで真まっ赤かに染め、ぶんぶんと激しく首を振る。

「で、でもさでもさ、幼なじみは距離が近すぎて、恋愛対象としては見られなくなるって、そんな馬鹿な意見が一般的に広まってるじゃない？」

「知るかよ。柚子とは幼なじみとしてずっと一いつ緒しよだったけど、普通に好きになって、結婚したんだ」

　僕がそう言った途と端たん、たらちねはがばっと急激に立ち上がり、

「っ────────────────────！」

　唖あ然ぜんとしてしまうほど、見事なガッツボーズを決める。長々と息を吐はき続けてはいたけれど、声になっていなかった。

　……あれ？　こんな姿、前にも覚えがあるような。

「た、たらちね……？」

「隼はや人とっ！」

　恐る恐る手を伸ばすと、素早い動きで僕に顔を向け、

「前世の記き憶おくは全部許す！　っていうかあってよかった！」

　きらきらと目を輝かがやかせ、たらちねはこれ以上ないくらい、にこやかに笑って見せる。

「あの、たらちねさん……？」

「生徒会長との勝負！　絶対に勝とうね！」

　戸と惑まどう僕の両手を掴つかみ、鼻息荒くぶんぶんと振り回した。

　いやあの、確かに僕はこの展開を望んでいたはずなんだけど。

　えーっと……、

　そんなんで、いいの？










・その７




　たらちねと仲直りをしてから、十分後。

　僕は苛いら々いらしながら、たらちねと二人で電車に揺ゆられていた。向かうは私立竜りゆうヶが水みず高校、家庭科部部室。

　そこで待っていてくれたはずの萌もえ先輩が、姿を消したのだ。




　事が発覚したのは、僕が萌先輩の携帯に電話をしたのがきっかけだった。

　仲直りしたことを早速伝えようとしたのに、萌先輩はどれだけ待っても電話を取ってくれなかった。改めてかけ直してみると、今度は電源が入っていないとガイダンスが流れる。

　妙みような胸騒ぎがして、次に紫むらさき原ばる先輩に連れん絡らくするも、

「国こく分ぶか。まだ勝負は終わらないのか？」

　彼女の第一声が、それだった。

「勝負って……。生徒会長との料理対決なら、とっくに終わってますよ」

「は……？」

「帰る途と中ちゆうで萌先輩とは別れたんですけど。もしかして、まだ部室に戻ってないんですか？」

「ああ。連絡すらないから、心配してたんだぞ」

　萌先輩とぐるになって、僕を騙だまして驚おどろかそうとしているのだろう。そう自分に思い込ませようにも、紫原先輩の声にわざとらしさはまるで感じられない。

　悪い予感は、胸の中でどんどん膨ふくらんでいく。

「萌のやつ、誰だれかと立ち話でもしているのかな」

「……勝負が終わったの、もう一時間以上も前なんです」

「っ────！」

　電話の向こうで、紫原先輩がはっと息を飲んだ。

　紫原先輩が部室で待っていることは、萌先輩も十分に承しよう知ちしている。何か用事ができたのなら、一言連絡ぐらい入れるはずだ。紫原先輩に断りもせず、一人で勝手に帰宅するような人でもない。

　と、いうことは──

「まさか、ストーカーに……」

「すぐ！　すぐそっちに行きます！」

　紫原先輩の口から忌いまわしい単語が出た瞬しゆん間かん、僕は慌あわただしく電話を切り、弾はじけるような勢いで部屋を飛び出した。ただの可能性としてでも、落ち着いていられるわけがなかった。事情を察し追い掛けてきたたらちねと駅まで走り、電車に飛び乗る。

「う……、うう…………」

　地元の最寄り駅から竜りゆうヶが水みず高校前までは、電車で二十五分。常つね日ひ頃ごろはすぐに着くと思っていたのに、今は無限のように長く感じられる。もっとスピードを上げろとストレスが溜たまり、途と中ちゆうの駅での停車時間にすら殺意が湧わいた。

「隼はや人と、落ち着いて」

「落ち着いていられる────……、分かってるよ」

　僕の手にそっと触ふれたたらちねの手を、痛いほどに握にぎり返す。叫さけぶのだけはどうにか堪こらえたものの、焦しよう燥そうは増すばかり。

　学校が近づくにつれて、僕の中の不安はどんどん膨ふくらんでいった。





＊






　ようやく学校に到着したときには、時計の針は六時を回っていた。

　部活を終えて下校する生徒の流れに逆らい、僕とたらちねは家庭科部部室まで急ぐ。全速力で走った勢いそのままにドアを開け、

「萌もえ先輩っ！」

　希望を込めて叫ぶも、やはりその姿はない。代わりにぽつりと不安げに座っていた紫むらさき原ばる先輩が、勢いよく立ち上がった。

「紫原先輩！　萌先輩は──？」

「まだ戻っていない。家に連れん絡らくしてみたけど、そっちにも帰ってないそうだ」

　普段以上に血の気の引いた顔で、首を左右に振る。

「ど、どうしよう、どうしよう、」

「落ち着いてください。まだストーカーの仕し業わざと決まったわけじゃありません」

　寒々しい言葉は、誰だれにも響ひびくことなく部室を上うわ滑すべりしていく。自分で言っておきながら、なんて説得力がないんだ。

　だけど。完全に平静を失った紫原先輩を見て、僕は少しだけ冷静になることができた。少なくとも、表面上はそう取り繕つくろえる程度には。

　萌を助けるためにも、僕がしっかりしなくてはならない。

「家庭科室で見物人に料理を振る舞ってましたから、萌先輩も元部員として手伝っている可能性もあります。とにかく一度、行ってみましょう」

「そ、そうだな」

　誰か一人くらいは部室で待たい機きしていた方がいいのだろうが、僕もたらちねも紫原先輩も、何か行動せずにはいられなかった。戻ったら携帯に連絡してくれと置き手紙を残し、全員で移動する。

　どこかで立ち話でもしていることを願って、勝負に向かう際に萌もえ先輩と一いつ緒しよに歩いたルートをもう一度丁てい寧ねいに辿たどる。教室を横切るたびに首を突っ込み、廊ろう下かの隅すみ々ずみまで目を光らせる。その道すがら、情報通の谷たに山やまに電話をかけてみたが、通話中で繋つながらなかった。気付いたら至し急きゆう連れん絡らくくれるようメールしておく。

　そして──

「隼はや人とっ！」

　たらちねが声を上げたのは、西校舎と東校舎を繋つなぐ二階の渡り廊下……僕と萌先輩が最後に別れた場所までやって来たときだった。

「あれ、あれ見て！」

　肩の高さの壁から身を乗り出し、激しく下を指差す。慌あわてて僕も外へ目を落とすと、真下の花か壇だんに、黒くて大きいお椀わん型の物体が突き刺ささっていた。

　生徒会長との勝負で使った、中華鍋なべだ。
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「は、隼人？　ちょっと待──」

　階段まで回り道する気など到底なれず、僕はそのまま壁を乗り越こえ飛び降りる。二階、それも下が花壇ということで、制服が土まみれにはなるがダメージはない。

　花を踏ふみ荒らしてしまったことについては、あとでいくらでも園芸部に謝あやまってやる。今は萌のこと以外は、全て後回しだ。

「……間ま違ちがいない」

　制服を払いもせず、拾い上げた中華鍋に見入る。少し歪ゆがんではいるものの、どう見てもそれは、前世で僕が愛用していたものだった。

　他に何か、萌先輩の痕こん跡せきはないか。血ち眼まなこになって周囲を探っていると、たらちねと紫むらさき原ばる先輩が、階段を回ってようやくやって来る。

　たらちねは息も整わないまま、

「やっぱり、それ、霧きり島しま先輩、の？」

「ああ。勝負の帰り、僕が萌先輩に、この上で預あずかってもらったんだ。たらちねに謝ってこいって言われて、そこで、……別れたんだ」

　さっきまでいた、二階の渡り廊下を見上げる。今は萌先輩の家の中華鍋なので、預かってもらったというのは違ちがうのかもしれないけど、感覚としてはそうだ。

「それがここに落ちてたってことは……」

「……僕が離はなれてすぐ、襲おそわれた可能性が高いな」

　むしろ、他は考えられない。ずっと心配していたことが現実のものとなり、空気が一段と重くなる。

「霧島先輩が自分で鍋を落としちゃって、気まずくなって隠れたってことは──……。ないね、ごめん忘れて」

　自分から言い出しておきながら、たらちねはすぐさま否定した。

　そんなことを言いたくなる気持ちも分からなくはない。僕だって、絶対にあり得ないのが明白な、薄っぺらい希望に縋すがり付きたいくらいなのだ。

　だけど、それでは萌もえを救えない。

　紫むらさき原ばる先輩がおろおろと携帯を取り出し、

「け、警察に通報するか？」

「するのは止めませんけど、多分、無駄だと思います」

「どうして!?」

「ストーカーからの手紙が届いていたとはいえ、現状ではたかだか二時間弱、高校生と連れん絡らくが取れなくなっただけです。しかも失しつ踪そう場所が校内とあっては、真剣に取り扱あつかってもらえないでしょう」

　ストーカーによる被害は、現実にニュースでやっているのを何度も観みたことがある。繰くり返し相談していたのに、まともに話を聞いてもらえず事件を防げなかったという痛ましい報道だ。

　今回についても、すぐに対応してくれる望みは薄い。

「じゃ、じゃあどうすれば！」

「僕達で解決するしか、ないでしょうね」

「っ……!!」

　ぽとり、と紫むらさき原ばる先輩が携帯を取り落とす。

　ショックで膝ひざから崩くずれ、そのまま固まってしまうが、先輩のために使っている時間はない。ひとまず放置することにして、

「不審人物が目撃されてないか、手分けして聞き込みしよう」

「そ、そうだね。友達にも知らないか連れん絡らくして、」

　たらちねは慌あわただしくポケットをまさぐっていたが、何かに気付いたように大きく目を開き、

「そうだ、生徒会長に相談しよう！　あの人なら顔が広いだろうし──」

「駄目だ！」

　彼女の明るい声を、かき消すように僕は一いつ喝かつ。

「隼はや人と……？」

「あんなやつの手を借りる必要なんてない。借りてたまるか」

　ほとんど敵意さえ込めて、たらちねを睨にらみつける。

「で、でも、いなくなったって知らせるくらいは──」

「必要ねえよ」

　そうだ。そうだとも。

　娘を守るのは、あんな馬の骨ではなく、父親であるべきなのだ。

「萌もえ先輩は──。萌は、僕が助ける」

　誓ちかいを立てるように、僕は、胸を張って宣せん言げんする。

　僕に前世の記き憶おくが蘇よみがえったのは、きっとこの日のためだったんだろう。彼女を救うために、眠る記憶が呼び覚まされたのだ。

　今度こそ。

　今度こそ、娘を守るために。

　体中に力が満ちあふれ、僕は自然と息を荒くする。さあやってやるぞと指示を出そうとするのだが──

「せ、先輩？」

　ショックからようやく立ち直ったのか、紫原先輩はよろりと立ち上がると、僕を無視して元いた校舎の方へとふらふら歩き出した。

「どこに行くんですか」

　危なっかしくて放っておけない。追い着いて肩を支えるが、

「……放してくれ」

　ぐいっと乱らん暴ぼうに、僕を引き剥はがそうとする。

「私は生徒会長のところへ行く。国こく分ぶには悪いが、その方が萌を助けられる可能性は高いと思うからな」

「っ──、」

　ま、まあ考え方は人それぞれだ。

「でも、紫むらさき原ばる先輩が行くのは無茶ですよ。こんなに震ふるえてるじゃないですか」

　紫原先輩の人見知りは、対人恐怖症に近いレベルですらある。普段でもそうなのに、心の支えである萌が行方ゆくえ不明という今の状じよう況きようでは、一人で話をすることなどできるわけがない。

　それなのに。

「萌もえは私の大事な親友なんだ。あいつのためなら、どんな無理だってする。どんなに苦しくても我が慢まんできる」

　がたがたと震え、がちがちと歯を鳴らしながらも、紫原先輩は揺ゆらぐことなく、言う。

「分かったら、放せ」

　圧あつ倒とうされてしまった僕をどん、と突き飛ばし、逆に自分の方が転んでしまう。それでも先輩はすぐに立ち上がり、よたよたと弱々しい足取りで校舎へと向かっていった。

　……なんだよ、あの人は。

　まあそりゃそうだ。僕に前世の記き憶おくがあることを、萌の父親だということを知らないんだから、生徒会長なんかを頼っても仕方ないよな。

　ふん。勝手にしてくれ。

　邪じや魔まが入る前に解決しなければ。気を取り直してたらちねへと向き直り、

「なあ、たらち──」

　ぐるん、と唐とう突とつに視界が九十度右にずれる。遅おくれてやってきた痛みに、僕は左の頬ほおを叩たたかれたのだと気付かされた。

「な、何すんだ！」

「まだ頭が冷えないの？」

　抗こう議ぎの声を、たらちねはまるで相手にせず、

「ねえ隼はや人と。隼人が本当に望んでいるのは、なに。霧きり島しま先輩が助かること？　それとも自分で助けたっていう、父親としての満足感？」

　真まっ直すぐに僕の目を見据すえ、訊きいた。

「そ、それは──」

「前世の記憶でもなんでも使えばいいよ。それで隼人に、霧島先輩をストーカーから助ける心当たりはあるの？」

「……、…………」

　ぱくぱくと口を開くが、何も言葉は出てこない。

　前世で死んだとき、僕は二十歳そこそこだった。今の僕らよりは年上だけど、世間的にはまだまだ若造の部類。警察や探たん偵ていなどにツテはないし、もしあったとしても、この十七年の空白によって、途と切ぎれてしまっているだろう。

　そして。

　高校に入学して以来、前世の記き憶おく……萌もえのことばかり考え、行動してきたので、新しくできた親しい友達は一人もいない。学校の中で話をする程度の付き合いしかなく、萌の失しつ踪そうを知らせても、誰だれも真剣に捜さがしてはくれないだろう。頼れるとしたら谷たに山やまくらいのものだが、あいつからの返信はまだ来ていない。

　前世と今。

　蘇よみがえっていない分も含ふくめ、もし全ての記憶をフルで使えたとしても。

　僕の、力では……

「──てくれ、」

「えっ？」

「もう一発叩たたいてくれ！」

　自分を罰ばつするためではない。こんなもの、緩ゆるすぎて罰にはならない。

　気合いを入れるためにそう言うと、たらちねはしっかりと頷うなずき、

「えいっ！」

　反対側の頬ほおではなく、鼻っ面をグーで殴なぐりつけやがった。

「そこはビンタしとけよ！」

「あれ、違ちがった？　ご、ごめん！」

「……いや、いい。やっぱりこれでよかった」

　流れる鼻血をぐいっと拭ぬぐい、僕はにやりと笑う。

　無理をしてでも、笑ってみせる。

「おかげで目が覚めた」

　そうだ。

　誰が助けるかなんて、そんなこと重要ではなかった。僕の手て柄がらなんて、本当にちっぽけでどうでもいいことだ。

　萌が幸せでいることが、何よりも大切なのだ。

　邪じや魔まする輩やからがいるのなら、どんな手段を使ってでも、それを排はい除じよしなければならない。そのためなら嫌いな相手の力を借りるなんて、屁へでもないじゃないか。

　萌のためならどんなことだってする。彼女が産まれたとき、僕はそう決めたのだから。

「行くか」

　たらちねと頷うなずき合い、校舎へと急ぐ。まだ二階への階段を登っている途と中ちゆうだった紫むらさき原ばる先輩に追い着き、肩を貸した。

「行きましょう、先輩」

「お待たせしました」

　反対側にたらちねが立ち、二人で彼女を支える。

「お前ら……」

「すみません、僕が間ま違ちがってました」

　素直に頭を下げると、紫むらさき原ばる先輩は何も言うことなく、先に進むのを優先した。ぴたりと震ふるえは止まり、僕らは無言で生徒会室へと急ぐ。

　一刻も早く、萌もえの行方ゆくえを捜さがさなくては。
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「たのも────────う！」

　生徒会室に到着するなり、僕は前回と同じくノックもなしに勢いよくドアを開いた。頼み事に来た手前、下した手てに出た方がいいとは分かっていたのだけど、僅わずかな待ち時間すらもどかしかった。

「また貴方あなたですか」

　やはり前回と同じく、垂たる水みずさんが眼光鋭するどく出迎える。もう帰っていたらどうしようという心配は外れ、生徒会長はまだ部屋に残っていた。

　僕は脇わき目めも振らず、奥の立派な机つくえの前へと進み、

「どうした。第三試合の内容が決まりでも──」

「頼む！」

　何か言いかけていた生徒会長へと、深く、深く頭を下げる。

「頼む！　力を貸してくれ！」

「国こく分ぶ……？」

「あんたの力が必要なんだ！」

　ばしんと両手をつき、めり込ませんばかりの強さで額ひたいを机に擦こすり付けた。

　了りよう承しようしてもらえるまでは、机に齧かじり付いてでも頭を上げるつもりはない。本当は掴つかみかかって、無理矢理にでも協力させたいところだったけど、そんなことをしても話がこじれるだけだと分かっている。

　一心に叩こう頭とうしていると、ほとんど時間を空あけることなく、

「……霧きり島しまさんに、何かあったのか」

　その声にはっと顔を上げると、生徒会長は真剣な目で僕を見つめていた。

「お前がそんな態度を取るなんて、他に考えられないだろう」

「ああ。料理対決が終わったほぼ直後、萌先輩が姿を消したんだ。携帯も通じないし、家にも帰ってない。間違いなく、ストーカーの仕し業わざだと思う」

　聞いても会長はほとんど顔色を変えず、ギリッと口の端はしをきつく噛かむ。

「僕じゃ、萌を助けられないんだ。生徒会長、あんたの人脈で目撃者を捜さがして欲しい」

　もう一度、額を机に押しつけ、

「萌もえを、助けてやってくれ……！」

　ただひたすらに、頼み込む。

　父親として情けない限りだけれど、今の僕が萌のためにできることは、これが精せい一いつ杯ぱいなのだ。

「お願いします！　会長さん」

「私からも、頼む」

　たらちねと紫むらさき原ばる先輩の声が続き、

「分かったから、顔を上げてくれ」

　生徒会長は、一いつ瞬しゆんも迷うことなく即答する。

「力を貸してくれるのか！」

「貸すも貸さないもない。我が校の生徒を守るのは、俺おれの役目だ。──垂たる水みずさん、」

　僕に恩を着せようともせずに、珍しく邪じや魔まをせずに黙だまっていた、会計の垂水さんへと声をかけた。

「宇宿うすき教諭の現在位置を調べてくれ」

「了解しました」

　流れるように、二人は淀よどみなくやりとり。

「えっ……、宇宿、先生？　そんなことより、霧きり島しま先輩を──」

　たらちねの疑問は、僕と全く同じものだった。しかし生徒会長は険けわしい表情のまま耳を貸さず、垂水さんは垂水さんで、いつもとは少し違ちがう雰ふん囲い気きでパソコンを操作し、さらさらとメモ帳にペンを走らせる。

「こちらが最近になって、宇宿先生が契約したマンションの住所です。学校には届け出ていませんし、携帯のＧＰＳ情報もそこを最後に途と切ぎれています。まず間違いないかと」

「ありがとう」

「タクシーも手配しておきました。料金の支払いは結けつ構こうですので、お急ぎください」

　生徒会長は軽く頷うなずき、

「報ほう酬しゆうについては、またあとで」

「いえ、結構です。私としても、この展開は本意ではありませんから」

　目と目を交わし合い、会話を終了させる。

　ええっと……。

「お、おい、さっきからいったい何を話してるんだ」

「詳くわしい事情は車内で説明しよう。今は時間が惜おしい」

　解説しろと僕は手を伸ばすが、会長はするりと軽くすり抜け廊ろう下かへと出ると、

「一いつ緒しよに来る気があるなら、急ぎたまえ」

　そう言い残し、そのまま走って行ってしまう。

「くそっ、待てよ！」

「あっ、ぼくも──」

　置いて行かれてたまるかと、訳わけも分からないまま、僕らもあとを追うのだった。




　学校を出ると、校門のすぐ目の前に、タクシーは既すでに待たい機きしていた。生徒会長が助手席に、後部座席にたらちね、僕、紫むらさき原ばる先輩の順番で乗り込む。

「この住所まで、お願いします」

　会長がメモを手渡すと、運転手は無言で頷うなずき、車を発進させる。通学路だというのに無茶な速度を出していたが、今の状じよう況きようではありがたいことだ。

「それで、どういうことなんだよ」

　もういいだろうと、僕は会長へと説明を求める。

　勢いでついてきてしまったが、もし生徒会長の考えが外れていたら無む駄だ足あしでしかない。苛いら々いらしながら訊たずねると、

「ストーカーの正体は、宇宿うすき教諭だ」

　生徒会長は簡潔に述べる。あまりにあっさりと言われてしまい、安心するのではなく戸と惑まどってしまう。

「しょ、証しよう拠こはあるのかよ」

「残念だが、まだ探っている途と中ちゆうだった。それでも強しいて言うならば、勘かんだな」

「おいおい、勘って──」

　座席を掴つかみ、僕が身を乗り出すが、

「勘が駄目なら、観察した結果と言い換かえよう。お前が言ったんだろう？　同じ相手に好意を抱いているやつは、見れば分かると」

　生徒会長は冷静な態度を崩くずさず、ルームミラー越ごしに僕に目をやる。

「宇宿教諭が霧きり島しまさんへ向ける視線の異常さに、俺おれは去年から気付いていた。上う手まく説明できないが、ただの好意では済まない執しゆう着ちやくを感じていたんだ」

「そう……、だったのか」

「それまでずっと断っていた顧こ問もんを引き受け、部費としてかなりの金額を自腹で出したりもしていたから、俺以外にも感づいていたやつはいるはずだ。国こく分ぶ、お前が何も気付いていなかったことの方が、俺には不思議なんだがな」

　うっ──。そ、それは。

「……実は、僕はきちんと宇宿先生に会ったことがないんだ。一度だけ会うことは会ったけど、意識を失ってて」

　悔くやしさが込み上げ、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

　柔道場で確認されたとき。ちゃんと正直に答えてさえいれば、この事態は避さけられたかもしれないのか。僕はなんて間抜けなんだ。

　部費に関してもそうだ。疑問に思う機会はいくらでもあったし、道具が充じゆう実じつし過ぎていることに気付いていたのに、萌もえに夢中で気にしてはいなかった。

「なるほどな。とにかくそういう理由で、お前が生徒会室に乗り込んで来たとき、俺おれはすぐにその手紙が宇宿うすき教諭のものだと確信した」

　自分の太ももを殴なぐりつける僕をちらりと見やり、生徒会長は話を続ける。

「だが、確証はなかった。だから紫むらさき原ばるさんが勝負を持ちかけてきたとき、それを利用させてもらうことにしたんだ」

「勝負を、利用？」

「ああ。純じゆん粋すいにお前を霧きり島しまさんから遠ざけたいって気持ちも、もちろんあったがな」

　うん。それまで嘘うそだったと言われたら、僕は訳わけが分からなくなってしまう。

　というか、今でも少し頭が追い着かない。

「俺が霧島さんを賭かけて勝負をすれば、彼女が校内の注目を集めることは分かっていた。垂たる水みずさんに敢あえてその話を広めてもらうことで、一般生徒による監視の目を光らせ、宇宿教諭が迂う闊かつな行動を取らないよう牽けん制せいしたんだ。そうやって時間を稼かせいでいる間に、ストーカー行為の証しよう拠こを掴つかもうとしていたんだが……」

　結けつ局きよく失敗してしまった、と生徒会長は悔かい恨こんするように漏もらす。

　──つまり。

　ストーカーに萌を攫さらわれ、打つ手がなくなってしまった僕に対して、こいつはずっと前から、彼女を守るために行動していたというわけか。

　同じだけの情報を知り得ていたはずなのに、この違ちがいは何なんだよ。……どっちが父親なんだか、分かったもんじゃない。

「竜りゆうスポに情報流していたのは、垂水さんだったのか」

　情けない思いでいっぱいで、そんなどうでもいいことを呟つぶやくと。

「流していたのではなく、彼女が記事を書いたんだ」

「へー…………、──ええっ！」

「垂水さんはスポーツ新聞部の部長だぞ。知らなかったのか」

　常識みたいに言われても、知るわけねえよ。

　しかし。それなら勝負の内容について、筒つつ抜けだったのも納なつ得とくだ。張本人の目の前で、べらべらと喋しやべっていたのだから。

　……ん？　待てよ、

「ってことは、記事が極きよく端たんにあんた寄りだったのも、萌への気持ちをはぐらかしてあったのも、全部あんたの指示だったのか」

　権力に喜んで尻尾しつぽを振ると、スポーツ新聞部員である谷たに山やまは言っていた。

　軽く責せめるような僕の問いに、生徒会長は苦く渋じゆうに顔を歪ゆがませ、

「……一年生の頃ころ。俺おれは同じ生徒会役員に、親しい三年の先輩がいた」

　急に、全く関係のない話を始めた。

「俺が彼女に抱いていたのは好意というより尊敬だったし、彼女も後輩の面倒を見てくれていただけだと思う。──だけど、彼女は影で、いじめにも等しいいやがらせを受けていたんだ」

「えっ──」

　衝しよう撃げきを受けたように、たらちねが小さく声を上げ、僕の制服をぎゅっと掴つかむ（紫むらさき原ばる先輩はタクシーに乗った当初からずっとそんな感じなので、上着の左側は伸びっぱなしだ）。

「俺がそのことを知ったのは、彼女が卒業してからだった」

　真まっ直すぐ前を──進行方向ではなくどこか遠くを睨にらみ、会長は絞しぼり出すように、漏もらす。

　重苦しい沈ちん黙もくが、車内を包んだ。

「皆は真ま面じ目めだ誠せい実じつだと言うが、俺だって誰だれかを好きになったりする。でも、俺はその想いを伝えるどころか、態度に出すことすら許されないんだ！　……その人を、守るためにな」

　再び口を開いた会長は一いつ瞬しゆんだけ声を荒げ、またすぐに自制する。けれどその声は、隠しようもなく震ふるえていた。

　完かん璧ぺき超人であることに間ま違ちがいはないけど、彼もやはり、一人の高校生なんだ。

「……」

　記事の偏かたよりはスポーツ新聞部の保身のためじゃないと谷たに山やまが言っていたのは、まんざら嘘うそではなかったのだろう。相手のためを思って、会長は自分の気持ちを押し殺してきたのか。

　だけど──

「言えばよかったんだよ」

　微み塵じんも遠えん慮りよすることなく、僕は告つげる。

「本当に好きなら、周りの連中からも全部ひっくるめて、守ってやれよ」

　前世で柚ゆ子ずと結婚したとき。少なくとも僕は、その気き概がいに溢あふれていた。それくらいの覚かく悟ごがなければ駄目だという考えは、今でも変わっていない。

　そうしてくれていれば、

　最初から、僕だって。

「……そうだな。片時も傍そばを離はなれず堂々と守っていればと、今にして強く思うよ」

　何様だと言いたくなるような僕の発言に、会長は一言も反論しない。何か決意を固めるように、さらに表情をきつく引き締しめる。

　と、同時に。

「っ──！」

　ただの偶ぐう然ぜんだろうが、一度も信号に引っかかることなく走り続けてきたタクシーが、初めて停止する。

　目的地──萌もえがいるはずの場所に、到着したのだ。





＊






「あれ……？」

　タクシーが走り去ったあと。周りを見渡した僕は、あることに気付いて眉まゆを寄せた。

　宇宿うすき先生──宇宿が契約しているマンションまで案内されたはずなのに、ここはつい最近来たばかりの場所。

　萌もえが住むマンションの、真ん前だったのだ。

「おい、道を間ま違ちがったんじゃないか」

「どこを見ている。そっちじゃない」

　生徒会長はメモを片手に、道路を挟はさんだ向かいのマンションを指差し、

「ここの五階、五○五号室だ。急ごう」

　口早に言うと、率そつ先せんして駆かけ出していく。

「五○五号室って……」

「霧きり島しま先輩の家と、同じだね」

　僕はたらちねと呟つぶやき合い、ここで間ま違ちがいないと改めて確信する。よろよろと先行する紫むらさき原ばる先輩を追い越こし建物へと急いだ。

　幸いにも萌のマンションより古い物件らしく、出入りは自由だった。紫原先輩のことはたらちねに任せ、生徒会長と共に階段を駆かけ上がる。目的の部屋の前まで辿たどり着き、

「中に萌先輩がいるのは分かってるんだ！　開けろ！」

　大声で呼びかけながら、ガンガンと全力でドアを叩たたく。

「くそっ……、おいっ！　開けろ！　開けろって！」

　ドアノブを引こうとするが、やはり施せ錠じようされていて、回りもしない。チャイムを連打していると、生徒会長も同様にドアノブをガチャガチャと動かし、

「まずは普通にチャイムを押すべきだったんじゃないか？」

「僕らの顔は割れてるんだ。覗のぞき穴から見られたら一発でばれる」

　誰だれか一般の人を捜さがして協力してもらう手もあったが、その時間が惜おしいし、成功率も高いと思えない。

「何か壊す道具を持ってくるんだったな……。どうする、体当たりしてみるか」

「それしかないみたいだな」

　他に開ける方法が思い浮かばず、顔を合わせて頷うなずく。が──

「……退のけ」

　実行するよりも先に、背後から紫原先輩が低く一いつ喝かつする。

「ドアは鋼鉄製だ。内開きだし、お前らが先に壊れるだけだぞ」

　エレベーターを使わず階段で登って来たらしく、大きく肩で息をしながら、彼女は僕らをかき分けドアの前に立つ。何やら細い針金のようなものを二本取りだし、鍵かぎ穴あなへと突っ込んだ。

「先輩、それって──」

　いわゆるピッキングというやつだ。たらちねと生徒会長も目を丸くするが、紫むらさき原ばる先輩は一時たりとも鍵穴から目を離はなさず、

「自分の家、以外で、試ためすの、初めて、だから、静かに、してろ」

　ただひたすら、手元に集中する。

　はっと息を飲み、僕らは一斉に押し黙だまる。両手で口元を押さえ、呼吸音すら押し殺した。

　一秒が何倍にも何十倍にも感じられ、見守る以外に何もできないまま、じりじりと時間は流れる。十秒、二十秒、三十秒、一分、二分、……どれほど経たっただろうか。

　──カチャッ

　小さな金属音が鳴り、紫原先輩がさっとドアの前から退のく。間髪入れずにドアノブを掴つかみ、

「萌もえ先輩っ！」

　僕は土足のまま、中へと飛び込んだ。

　部屋は奥に向かって縦長の、八畳ほどの広さのワンルームだった。家具らしいものは一いつ切さい見当たらず、すぐ脇わきの流し台すら空あいたまま。フローリングの床には寝袋が一つだけぽつんと転がっており、その周囲に空いたカップラーメンの容器が大量に散らばっている。一番奥にある窓の前に双眼鏡が設置され、向かいのマンション……おそらくは霧きり島しま家へと向けられていた。

　そしてその双眼鏡の隣となり。部屋の一番隅すみっこに、痩やせ形で眼鏡めがねをかけた白衣姿の男が一人、

「国こく分ぶ、それに皇こう徳とく寺じまで……！」

　神経質そうな目をぎらぎらと病的に光らせ、こちらを睨にらんでいた。

「お前が宇宿うすきか！」

　すぐにでも飛びかかってやりたかったが、どうにか堪こらえる。宇宿は刃渡り十五センチほどの包丁を握にぎり、無理矢理膝ひざ立ちにさせた萌を盾たてにしていたのだ。

　宇宿から二メートルほどの距離まで近づき、じりじりとチャンスを窺うかがう。

「教師の名前を呼び捨てにするとは、屑くずめ」

「クズはお前だ！　萌先輩から汚い手を放しやがれ！」

　萌は着衣に乱れはないものの、両手両足を縛しばられ、身動きが全くとれない状態にあった。口にもガムテープが貼はられ、大きく開いた瞳ひとみが真まっ直すぐに僕を捉とらえる。

　すぐ、すぐ助けてやるからな！

「逃げ場はありません。諦あきらめて投降してください」

「五う月る蠅さい五月蠅い！　この屑どもが！　いつもいつも私の邪じや魔まをしやがって！」

　生徒会長が冷静に告つげるが、宇宿はブンブンと包丁を振り回し、大量の唾つばをまき散らす。

「私と彼女は前世から結ばれる運命なんだ！　愛する人と一いつ緒しよにいて、何が悪い!?」

「いつまでそんな妄もう想そうを──」

「妄想などではない！　私は彼女に一目会った瞬しゆん間かん、前世で彼女と過ごした数々の思い出が一気に蘇よみがえったのだ！　彼女に出会うためだけに今まで生きてきたことを知り、これまでの無味乾燥で味気なかった人生が一転した！　世界中全てのものが光を放ち、神こう々ごうしく輝かがやき出したのだ！」

　僕と生徒会長に交こう互ごに視線を走らせながら、はあはあと口で大きく息。

「彼女と共に過ごす日々が、どんなに幸せだったことか！　部室で彼女と──」

「うるせえええええええええええええええええ！」

　窓ガラスがビリビリと震ふるえる。僕の上げた大声が、宇宿うすきの演説を強制的に遮しや断だんさせた。

　半分錯さく乱らん状態にある宇宿を下手に刺し激げきするのは危険だとは分かっている。それでも、延えん々えんと続く勝手な言い分を、聞き流すことなど到底できなかったのだ。

　一秒たりとも、そんな言葉聞きたくない。

「国こく分ぶか。一番の屑くずは貴様だ！　私と彼女の愛の巣に土足で踏ふみ入り、」

「黙だまれよ！　前世の記き憶おくが嘘うそだろうと本当だろうと、今のあんたは萌もえ先輩の相手には失格だ」

　ぎらつく宇宿の瞳ひとみを、それ以上の凶きよう暴ぼうさで睨にらみ返す。

　前世の記憶。

　それが僕と宇宿に共通する、萌に対する執しゆう着ちやくの源だ。

　萌と出会い、世界が一変したというのは全くの同意だし、逆の立場を想像したら、僕を憎むのも理解できる。

　世間的には、僕と宇宿は同じ扱あつかいをされるのだろう。

　……だけど。

　僕と宇宿では、決定的に違ちがうところがある。

　手紙のときも思ったけれど、こうして直接顔を合わせたことで、そのことが改めてよく分かった。

「宇宿、あんたは萌先輩を愛していると言ったな」

「あ、ああ！　その通りだ！」

「包丁を突き付け、脅おどし、怯おびえさせるのがあんたの愛か！　愛する人を盾たてにするのかよ！」

　萌は今、目に涙を浮かべ、恐怖に震ふるえているのだ。

　彼女にそんな顔なんて、僕は絶対にさせない。そのためになら、僕はどんなことだってしてみせる。

　同じ前世の記憶持ちでも、こんなやつと一いつ緒しよに扱われてたまるか！

「自分は萌先輩に幸せにさせてもらっておきながら、あんたは萌先輩を不幸にしてんだ！　分かってんのか!?」

「あ……うう…………、」

　宇宿うすきはきょろきょろと激しく目を泳がせ、

「くそっ────！」

　萌もえの体を横に投げ出し、僕に包丁の切っ先を向ける。両手を縛しばられたままの萌は受け身を取ることもできず、ガツンと床に頭をぶつけた。

　──瞬しゆん間かん。

　限界ぎりぎりまで張り詰つめていた僕の堪かん忍にん袋ぶくろの緒が、はち切れ、消しよう滅めつした。

　完全に、無となった。

「僕の…………」

　萌と宇宿以外何も見えなくなり、一歩前に踏ふみ出す。引き留めようと生徒会長が腕を掴つかんだが、振り返りもせずに邪じや魔まだと振り払う。包丁？　そんなもん知るか！

　堅く拳こぶしを握にぎり、

「僕の大事な萌に何してんだコラァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　全力で宇宿へ殴なぐりかかる！

「くっ──」

　宇宿は包丁を振り回すが、僕は無視。包丁の軌き道どうなど気にすることなく、宇宿の顔面へと一直線に拳を叩たたき込んだ。

　めきめきと、嫌いやな感かん触しよくが拳から伝わり、

「ぐはあっ──、ぐ、うああああああ」

　壁に叩きつけられた宇宿は、顔を両手で覆おおってごろごろと床を転がる。双眼鏡を巻き込み倒したあたりで生徒会長が駆かけ寄り、その体を押さえつけた。

「萌っ！　大丈夫か!?」

　こんなやつはもうどうでもいい。僕は慌あわてて萌へと向き直り、

「──────────っ」

　しかし抱き起こしたい気持ちをぐっと堪こらえ、数歩、後ろに下がる。

「紫むらさき原ばる先輩、萌先輩を、お願いします」

「あ、ああ」

　どうにか頑がん張ばって言うと、紫原先輩は思い出したように萌へ飛びつき、その体を起こす。口に粘はられたガムテープを剥はがすと、縛しばられた手足は後回しにして、ひっしと抱き付いた。

「萌……、本当に、よかった…………！」

「大丈夫。大丈夫だよ、志し緒お理りちゃん」

　まだ青白い顔のまま、萌は優しく微笑ほほえむ。どっちが助けられたのか、分かりゃしないな。

　どうやら身体的な怪け我がは頭にこぶができた程度のようで（それでも絶対に許せない大怪我だけど）、僕はほっと息を吐はき、また少し移動。

「……代わる」

　萌もえとは反対側の部屋の隅すみにいた、生徒会長へと声をかける。ガムテープで手足をぐるぐる巻きにされた宇宿うすきはうつ伏ぶせに倒れ、抵てい抗こうする気力を失っていた。

「こいつは僕が見張ってるから、あんたは萌先輩の傍そばに付いててやれよ」

　僕の言葉に、生徒会長は困惑するように眉まゆを顰ひそめ、

「……何な故ぜだ？」

「萌先輩を助けたのは、僕じゃなくあんただからな」

「しかし──」

　なおも言い募つのろうとするが、僕は静かに首を左右に振る。

「あんたが前々から萌先輩を守ろうとしていたからこそ、助けられたんだ。僕はただ、最後に怒りをぶちまけただけだよ」

「……」

　しばし、互たがいに無言で見つめ合う。

　一度は口を開いた生徒会長だったが、結けつ局きよく何も言うことなく、真一文字に結ぶ。やがてゆっくりと僕に頷うなずき、

「霧きり島しまさんは誰だれにでも優しく、平等に接することができる人だからかな。彼女の前でだけは、俺おれは周囲の期待に応えようと気を張らず、自然体になれるんだ。気がついたら、俺は彼女に惹ひかれていた」

　穏やかな声で告つげると、迷うことなく萌の元へと向かう。

　引き留め手を伸ばそうともせず、僕はその後ろ姿をただ、見送った。




　萌を縛しばっていた縄なわを、生徒会長が器用に解いていく。目を細めて二人を見守っていると、

「無茶したね」

　いつの間にか隣となりに立ったたらちねが、僕の胸元を見ながら言う。宇宿の振るった包丁によって、制服は無む惨ざんに切り裂さかれており、肌はだには皮一枚分だけ、赤い線が薄く走っていた。

「知らなかったのか？　娘のために戦うのなら、お父さんは最強なんだぞ」

　僕はふふん、とその胸を反そらす。この程度の傷きずなんて、どうってことはない。むしろ殴なぐった拳こぶしの方が、まだひりひりと痛いくらいだ。

　はいはい、とたらちねは軽く流し、

「いいの？」

　短く、訊きいた。

　何がだとしらばっくれてやりたいが、萌を助けられたのは、たらちねのおかげでもあるのだ。口に出したくなんてなかったけれど、ちゃんと答えないわけにはいかないだろう。

　せめてもの抵抗として、僕はふぅ、と深く溜ため息いきをつき、

「仕方ないだろ。あいつは僕の出した条件に、全部合格してるんだから」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、言う。

　父親として、萌もえとの交際を許すための、条件。

　強さや人望などの些さ末まつな項目だけではなく、彼女のことを愛し、守れるという、一番重要な条件までクリアーされたのだ。文句の付けようがない。

　それでも、本当は難なん癖くせを付けたいところだけど──

「これが三本勝負の三本目だとしたら、僕の負けだしな。……それに。あいつなら、萌を不幸にはしないだろうし」

　遅おそかれ早かれ、父親はいつか子離ばなれをするものだ。

　本来ならなかったはずのその機会を与えられただけでも、僕は天に感謝すべきなんだろう。

「付き合うのを許すだけだぞ。それ以上は、手を繋つなぐのも駄目だからな」

「それ、許してないでしょ」

「……じゃあ握あく手しゆは許可する。恋人繋ぎとか、腕を組むのは絶対に不可だ」

「だから許してないって」

　たらちねは呆あきれたように言うが、頑がんとして僕は譲ゆずらない。

　生徒会長のことを認めたとはいえ、父親としての立場を放ほう棄きする気はないのだ。彼氏失格だと判断すれば、すぐにでも間に割って入るつもりでいる。

　……そのくらいの意地は、張らせてもらってもいいだろ？

　生徒会長が尊敬に値あたいする男だってことは、僕もよく分かっている。萌との仲がこじれ、僕の力が必要になる日なんて永遠に来やしないのだから。

　現に今も、萌は頬ほおを赤く上気させ、熱っぽい目で生徒会長を──

　……。

「あれ？」

　生徒会長を通り越こし、その延長線上にいる僕を、萌は熱っぽい目で見つめていた。

　あれれれれれれ？
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・エピローグ




　その後のことを、少しだけ語ろう。




　あれからすぐに駆かけつけた警察によって、宇宿うすきは連行されていった。『騒さわぎが起きている』と隣となりの部屋の住人が通報したそうだが、調べてみると宇宿の部屋の隣には、誰だれも住んでいなかったとか。

　逮たい捕ほされた宇宿は、犯行を素直に認めたらしい。

　萌もえ先輩が入学した当初から、こつこつと地味にストーカー活動を続けていたのに、僕の登場によってその行動が阻そ害がいされ、最近はストレスが溜たまっていた。家に宿泊までされストレスはピークに達し、僕が萌先輩から離はなれ、一人になるのを目撃した瞬しゆん間かん、衝しよう動どう的てきに誘ゆう拐かいしてしまったのだという。

　そのことを僕は、被害者である萌先輩……ではなく、

「前世の記き憶おくが蘇よみがえるのを待つつもりだったから、霧きり島しまさんの肌はだには指一本触ふれてないそうよ」

　何な故ぜか、垂たる水みずさんから聞いた。

「よかったわね。傷きず物ものにされてなくて」

　まるで谷たに山やまのように、彼女はそう言ってにひひと下品に笑う。『会計』と書かれていたはずの腕章の文字が、今は『報道』となっていた。

「リバーシブルなのよ」

　僕の視線に気付き、ぺらりと腕章を裏返して見せる。ああ、そうですか。

「まさか垂水さんがスポーツ新聞部の部長とは、思いませんでした」

「表だって公表してない方が、情報収集にはなにかと便利だもの。会長が霧島さんに寄せる好意に気付いて、貴方あなたに教えるよう谷山に指示したのも私よ」

「……なるほど」

　竜りゆうスポの号外が出される以前から、僕は垂水さんの手の平で踊おどっていたのか。

「生徒会室での態度は、演技だったんですね」

「さあ？　どうかしら。私は公私の区別をしっかりつけるタイプなの」

「どっちが公で、どっちが私なんです？」

　訊きいても、垂水さんはにやにやと笑うばかり。

「会長といえば、彼、あの日以来少しだけ、やさぐれた部分を表に出すようになったのよ」

　はぐらかすように言っていたが、……もしかして、それが目的だったんだろうか。




　まあこれ以上は話の本筋を外れてしまうし、別にいいや。




　事件後の萌もえ先輩はというと、翌日こそ学校を欠席したものの、さらに翌日には朝から登校し、普段通りの元気な姿を見せてくれた。

　万事解決、というやつである。

　……。

　と、ところで。

　休み時間のたびに、僕が萌先輩に会いに行っていることは以前にも言ったと思う。それは昼休みも同じなんだけど、向かう場所は二年二組の教室ではなく、家庭科部の部室だ。人見知りする紫むらさき原ばる先輩のために、萌先輩は一年生の頃ころからそこで昼を過ごしているのだ。

　事件前は先輩達と僕の三人だったのが、事件以降たらちねも加わるようになり、今日もいつものように、四人で楽しく昼食を摂とっていた。

　そう。楽しく。

「いやー、今日の弁当も最高に美お味いしいです！」

　ぐりぐりと左の脇わき腹ばらを抉えぐられる痛みに耐たえながら、僕は笑顔で弁当を頬ほお張ばる。すると萌先輩は、僕なんかとは比べものにならない、比べるのが失礼なほど可愛かわいらしく可か憐れんで素敵な笑みを浮かべ、

「よかった。どんどん食べてね」

　薄く、頬を赤らめた。

「は、はい。いただきます」

　僕が食べているのは、とてもカラフルな色合いをした手作り弁当。何な故ぜだか理由はさっぱりこれっぽっちも分からないんだけど、ストーカーの一件が解決して以来、萌先輩は僕に弁当を手作りしてくれるようになったのだ。

　理由は全然よく分からないけど。

　頭を空っぽにして、僕は弁当に集中しようとするのだけど、

「いただきますじゃないだろ！」

「痛っ──」

　ぐりぐりの威い力りよくを高め、たらちねが小声で耳打ち。

「どうすんだよ、隼はや人と！」

「どうするって、……何がだよ？」

「言っていいの？」

「ごめんなさい言わないでください」

　すっとぼけることも許されず、僕は強制的に現実を直視させられる。

　いや、あのね？

　たらちねに指摘されるまでもなく、今の状じよう況きようが非常にまずいってことくらい、僕だって認識しているのだ。嘘うそではない。

　……だけど。

　古こ今こん東とう西ざい。娘に好かれて嬉うれしくない父親など、この世には存そん在ざいしないのだ。

　むしろ、父親としての本ほん懐かいと言えるかもしれない。たらちねにどれだけ痛めつけられても、お釣りが来るというもの。

　どうせこんな状態は、長くは続かないのだ。娘はいつか、父親の元を巣立っていってしまう。

　もうしばらくの間くらいは、この幸福を享きよう受じゆさせてもらっても、罰ばちは当たらないだろう。





終









あとがき




　※本書は家族愛──特に父親から娘への愛がテーマとなっていますが、作者に娘はおらず、またできる予定も可能性もないので、実際の父性愛とは若干異なる恐れがあります。ご注意下さい。




　というわけで。初めまして、もしくはお久しぶりです。丸まる山やま英ひで人とです。

　先日、京都最さい高こう峰ほうの山である皆みな子ご山やまに登ってきました。原げん稿こうの直しが取り敢あえず一段落ついて、気分転換も兼かねた三ヶ月ぶりくらいの登山だったんですが、登り始めてすぐの橋が半分朽くちていて裸足はだしで川を渡ったり、坂を上っている最中に足を滑すべらせ、勢いよく手をついたところに栗が落ちていて、いがが掌てのひらに突き刺さりまくったり、小さな滝にデジカメを落として再起不能になったりと、割と散々な目に遭あいました。

　ひきこもりは大人しく部屋に籠こもってろ、という大自然のお言葉だったのかもしれません。

　ちなみに皆子山は京都最高峰の山と書きましたが、標高が九百七十一・五メートルしかないため、山頂からもっと高い滋賀の山々を見ることができます。ちょっと切ない。

　他にも登山道の脇わきに不気味なマネキンが捨てられていたり、近くの民家の飼い犬が人懐なつっこかったりと見所満まん載さいなので、万が一気になった方がいましたら是ぜ非ひ登ってみて下さい。実は皆子山に登るの二回目だったんですが、去年は紅葉後、今年は紅葉前と二年続けてタイミングを外してしまいました。




　……近きん況きようを書いてもページが埋うまってくれなかったので、内容について少し書きます。

　僕が以前書いた短編に、ぽっちゃり系好きの少年が主人公の話があるんですが、それは元々この話のために考えた設定でした。娘がぽっちゃりしている→それでも主人公にとっては誰だれよりも可愛かわいい、という感じですね。当時は書く気がなかったのでキャラだけ流用したんですが、多分正解だったんでしょう。それはそれで個人的には好きなんですけど。




　以下は謝辞となります。

　担当の黒くろ崎さき様。何度も締しめ切りを守れず申し訳わけありませんでした。次はもう少し頑がん張ばりますのでよろしくお願いします。

　イラストの月つき神がみるな様。とても可愛らしいキャラを描いていただきありがとうございました。イラストが活いかせるだけの文章を書けるように努力していきます。

　そしてこの本を手にとってくださった貴方あなたへ。本当にありがとうございます。

　それでは、また次巻でお会いできることを祈いのっています。


丸まる山やま英ひで人と
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丸まる山やま英ひで人と

京都在住のひきこもり。最近スカイプで信用してた人に騙され、人間不信が加速しました。写真はハエトリソウ（花）
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イラスト／月つき神がみるな

最近オーバーワーク気味で、アクセルを踏んだ足を上げる気力もございません…
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